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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　　昼下がりの闇

第一章　炎の女王

第二章　燃える湖畔

第三章　水の精霊、君の名は……

幕間　　滅びの足音、永遠の別れ

第四章　推参、清水の盗賊団！

終章　　君の隣は……




　あとがき

























　平日の昼下がり、日本の片かた田舎いなかに存在する図書館。

　特別混雑している訳でもないが完全に無人という訳でもない、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな時間帯。

　本ほん棚だなで囲まれた読書スペースに、大量の本を積み上げて黙もく読どくする女子高生が一人いた。

　平日の昼間だというのに女子高生が学校に行っていない時点で問題があるはずなのに、誰だれもそこに女子高生がいる事に気付いていない。

　いや、もっと言えば、そこに人がいる事に誰もが気付いていなかった。

　気が付く者がいたなら、その女子高生の異様な光景に目を疑うはずだ。

　机に積まれた本には統一性が無い。文学だったり、画集だったり、絵本だったり、経済学だったり、ジャンルが多た岐きにわたっていた。

　だが、異様なのはそんな事ではなく少女の〝読み方〟の方であった。

　１ページずつ読み進めるのではなく、１ページ目から最後のページに飛んだり、また前のページに戻もどったりと忙せわしない読み方をしていた。

　もちろん誰もが前後を読み返す事はあるだろうが、彼女の読み方はそうではない。本文を読んでいたかと思えばいきなりあとがきに飛び、索さく引いんを調べたかと思えば裏表紙を見る。さらにそこから違ちがう本の表紙と、どう見ても文字を読んでいるようには見えない。

　文字ではない何かを読んでいるようだった。

　一連の奇き妙みような行動を終えると女子高生は小さな溜ため息いきを吐ついた。

「序章で燃え上がるはずの『後こう悔かいの火種』は四つ。うち三つは消されてしまいましたか……。なかなかやるようですね。でも今度はどうでしょう？」

　ぼそりと呟つぶやいた少女は机の上に鉛えん筆ぴつで円を描えがくと、その中心に縦に一本の線を引く。

　まるで、元は一つの物を二つに割るように。

　二つに分かれた円を眺ながめて、少女はニヤリと笑った。

「すでに起こってしまった諍いさかいに対して、はたしてどのように立ち振ふる舞まうおつもりですか？　『救世主』サマ」

























　毒見役──暗殺の危険が高い要人を守るため、対象が口にするものを先に摂せつ取しゆし、危険性の有う無むを確かく認にんするという己おのれの身を犠ぎ牲せいにして要人を守る重要極きわまりない仕事だ。

　それは魔ま導どう国家たるエルモント王国でも例外ではない。

　エルモント王国新種作物開発機関カルヴァドス研究所でも、そんな使命感を持ったモノノフたちが己が犠牲になろうと名乗りを上げる。

「王女を守護するのは騎き士しの役目であり栄えい誉よ。そのためならばこの身が朽くちようとも本ほん望もうだ。その栄誉ある使命は王宮衛えい士したる我わが輩はいが承うけたまわろう」

　屈くつ強きような騎士が率そつ先せんして手を挙げた。

「何をおっしゃいますか。貴方あなたのような猛も者さにもしもの事があっては、誰がいざという時に国王を、王国を守れると言うのです。ここはメイドの端はしくれである私わたくしにお任せ下さい」

　騎士の手を制して、ブロンドのまだあどけなさが残るメイドさんが名乗りを上げる。

「何言ってんだ。メイドこそ王族の側近にして生活の基き盤ばん。もしもの事があれば、国が回らなくなる。ここは同じ研究所職員にして副所長の先せん輩ぱいたる俺に任せときなさい」

　庭師のジャック先輩も黙だまってはいない。

　皆みなが皆、他者を慮おもんぱかった殊しゆ勝しような発言で己を犠牲にしようとしている。

　う[image: ー][image: ー][image: ー]ん。台詞せりふだけなら立派なんだが……。

　俺は、立派な事を言いつつ視線は俺の手元にある球体に釘くぎ付づけになっている三人に溜息混じりに呟いた。

「あのさ。あくまでこれは毒見じゃなくて味見な訳で。試作品の『メロン』はこれ１個しか残っていない訳で……」

　ピタリと動きを止めた、各部署の代表者たち。

　そしてゴングも無いのに三人は、ガシッと同時に円えん陣じんの如ごとく組み合った。

「貴き殿でんらメイドたちは前回口にしたのだろう!?　試作品を口にした部下は、涙なみだを流しながら報告したのだ。『今までの人生でこれほどの食べ物に出会った事が無い』と！　その報告は全く要領を得ないものだった。我々衛士は防衛の要かなめとして情報は正確に知る必要があるのだ！」

「正確な情報分ぶん析せきならば研究所に連なる我々メイドが行うのが本筋でございましょう!?　ご心配なさらずとも、此こ度たびも正確無比な報告をご覧に入れましょう!!」

「その正確無比な情報のせいでこんな事になっているんだろうが！　あんたらの報告書で分かった事は〝死ぬ程ほど美味うまい何か〟ってだけじゃねぇか！　今回は俺たちに譲ゆずれよ!!」

「なりません！　実は前回口に出来たメイドは少数、私は口にしていないのです！　その連中の蕩とろけるような笑え顔がお、腹が立つ事この上ないのです！」

　三つの部署から確保の使命を下された三人の争いからは、どう考えても『名めい誉よある仕事』に対する覚かく悟ごは感じられない。白衣を着て成り行きを見守るティアは苦く笑しようを浮うかべていた。

「……私たちの研究成果でこうなってしまうのは喜んで良い事なのでしょうか？」

「……悪くはないだろうけどな……」

　前回のエクレア王国の『熔岩婦人マグマレデイ騒そう動どう』からエルモントに帰国して一ヶ月ばかり。

　特別な事件も無く品種改良に精を出していた俺こと大だい地ち耕こうと第三王女ティアリスだったが、この世界の植物の中に瓜うりに似たものを市場で発見した事が今回の事件を引き起こした。

　瓜があるなら『スイカ』や『メロン』が出来るんじゃないか？

　我ながら単純な思考で《植物生育魔ま法ほう》を使えるティアと品種改良を行ったのだ。

　余談だがこの世界のウリ科の植物は『地中に生なる』。成功したメロンもカブのような……言うなれば桜島大根のようで、地面から引っこ抜ぬく収しゆう穫かくスタイルになった。

　それは味の上では問題無く、日本人の自分から見てもメロンとしてふさわしい出で来き栄ばえだったのだが……俺はまたしてもここが異世界である事を忘れていた。

　前に一度新種の魔ま物ものを生み出してしまった前科があるため、《植物生育魔法》の使用は兵士たちの演習中に行う事が義務付けられている。そのため、成功した食物を担当の騎士たちに分けることが多かった。

　今回メロンの生育に成功した時も担当の王宮衛士隊四～五人がおり、彼らにお裾すそ分わけをしたのだが──それが、まずかった。

　どうもこの世界では、『甘みを湛たたえた果実の存在』は少数のようなのだ。

　リンゴの時でさえ『極ごく上じようの甘さ』と言われていたのだから考えれば分かりそうなものだが、その時俺はあんまりその重大さを理解していなかった。

　しかし味わった事の無い甘さに腰こしを抜かした衛士たちから情報が流れた結果、カルヴァドス研究所の『新種の毒見』は王城内部で密ひそかな人気職となってしまったのだ。

「それこそリンゴのように木に生る実であれば良かったのに……コウさん、このメロンは本当に量産するのが難しいのでしょうか？」

「うーん。メロンもそうだけどリンゴだって市場に流通させるには数が限られているからな……ティアの《植物生育魔法》は一日に二回だから……」

　ティアの魔法には幾いくつかの制限かある。それは魔ま力りよくが少ないため一日二回が魔法使用の限度である事と、一度に一つの植物にしか使えない事だ。

　つまり基本的に木に生るリンゴであれば、一回で少なくとも二～三百個のリンゴが出来上がるのだが、この『桜島大根型メロン』に関しては一回に一個しか作れない。

　ようはこの魔法は、開発には向いているのだが量産には向いていないのだ。

「何か勢いで作っちゃったけど、メロンもリンゴも糖度が高けりゃ高いほど害虫に狙ねらわれ易やすいし病気にも弱くなるからな……」

　俺とティアが目の前で繰くり広げられる良いい大人たちの無む駄だな争いを微び妙みような気分で見ていると、不意に小屋の引き戸が開いて赤毛の女性が入って来た。

「お～いダイチ……って……何やってんのアンタら？」

　三人の諍いに目を丸くしたのはティアの親友であり、第三王女専属護衛師であるキリカさんであった。

「何て言いますか……メロン騒動？」

　俺の言葉と手に持ったメロンで全すべてを察したらしく、キリカさんは「あ～」と顔をしかめて三人を小屋から蹴けり出した。

「あの味わいは確かに凄すごい代しろ物ものではあるけど、私としてはもっとあっちに力を入れて欲しいところだなぁ……」

　そう言いつつチラリとキリカさんが視線を送る先には、一つの樽たるが置かれている。そして急にキリカさんは俺と肩かたを組んだ。

「ダイチ……モノは相談なんだけど、あの中身……まだある？」

「まさか前に渡わたした奴やつ、もう飲み切ったんじゃ……」

　ジト目で俺が言うとキリカさんはごまかすように笑ってみせる。

「だって！　あんな酒今まで味わった事無いんだもん。口当たりが良くってキューッと来てカーッとなるっていうかさ！」

「悪わる酔よいするから程々にって言ってるのに……」

　ティアの魔法は『植物を一番生育した状態にする』もので、これは発はつ酵こう食品にも応用出来る。ただ発酵食品ならば全て可能なのではなく、チーズやバターなどの動物性の物には効果が無く、味み噌そや醬しよう油ゆなどの植物から作られる物には効果がある。

　平たく言うと植物から出来る発酵食品の熟成を一いつ瞬しゆんで行えるのだ。

　当然それは糖質を発酵させてアルコールにする、アレも例外ではなかった。

　この世界でも葡ぶ萄どうから作られるワインは普ふ通つうに存在していたのだが、俺はティアの魔法の実験をするに当たり、どうも余計な物まで作ってしまったようで……。

　米から作る酒、つまり『日本酒』だ。

　未成年である俺は飲酒経験なんて無いから出来の良し悪しの判断がつかなかったので、毎晩酒場で晩ばん酌しやくしているキリカさんに味見をして貰もらった結果……どうもはまってしまったらしく、最近ちょくちょく空のワインボトルをぶら下げて小屋に来るのだ。

　おっさん臭くさい事この上ない。

　親父おやじが『日本酒は飲み過ぎると翌日にクるからな』と言っていた事を思い出し、飲み過ぎ注意と言っていたのだが、あいにくキリカさんには本日もスッキリしたお目覚めで。

　こっちの助言は右から左のようだ。

「あれも実験で作った物だから量は大して無いよ。あと一瓶びんあるか無いか程度かな？」

「何ですって!!」

　大げさに仰のけ反って衝しよう撃げきを受けるキリカさん。しかし即そく座ざに立ち直って顔を寄せる。

「ダイチ、この『ニホンシュ』って酒はこの世界に革命を起こす物もの凄すごく画期的な発明だって理解しているかな？」

「はあ……」

「君がこの世界に来るまで、ここには酒がワインしかなかった！　違ちがう種類の酒があるっていうのは、今まであり得なかった革新なのよ！」

「言いたい事は分かるけど……」

「さらに！　研究所で行っている品種改良に比べてティアの魔法も融ゆう通ずうが利きくと思う」

「え？　それってどういう……」

　急に自分の名前を出されて口を挟はさんでくるティア。

「いい？　ティアの植物生育魔法は『一つの植物に対して』有効な魔法。でも発酵食品は全て別々の植物を加工した集合体じゃない？」

「あ……ああ確かに」

　感心するよりも若じやつ干かん引いている俺に気付かず、キリカさんは目を輝かがやかせて続ける。

「つまり！　ティアの魔法は加工後の植物を『一つの植物』として認にん識しきしたって事でしょ？　つまり仕込みが多ければ多い程作れる量が増えるって事よ!!」

「あ……」

　確かにその通りかもしれない。

　味噌や醬油を仕込んだ段階で俺が用意したのは個人で造れる量だけだった。仮にキリカさんの理り屈くつが正しければ醸じよう造ぞう元の職人たちが扱あつかうような大きさの樽に仕込んだ味噌や醬油が、何十年を通り越こして一瞬で大量に完成する事になる。

「相変わらず酒が絡からむとアンタの頭脳は恐おそろしい事になるな……」

　着眼点は物凄く良いのだが、気が付いた理由は無くなりそうな日本酒を増やす為ためって辺りが何とも……。

「私、ある程度なら出資できる！　だから湖一いつ杯ぱいの仕込みで泳げる程のニホンシュを!!」

　そこまでキリカさんがテンションマックスで自分の夢を語っていると、主あるじであり親友であり、この世界でその魔法を唯ゆい一いつ使えるティアがニッコリとキリカさんの肩を叩たたいた。

「キリカ……飲み過ぎはダメよ？」

「あ……うん……ゴメン……」

　珍めずらしくキリカさんがティアに怒おこられていた。

　うん、俺も同感。それじゃあさっき自分で叩き出したメロン騒動の連中と変わらん。







「ところでキリカさん、何か用事があったんじゃないの？」

　ティアに窘たしなめられてしばらくシュンとしていたキリカさんは、俺の言葉に顔を上げた。

「あ……ああそうだった。ゴメン、ダイチにこれを持って来たんだった」

「……これは？」

　そう言ってキリカさんは懐ふところから銀色に輝くプレートを取り出した。それはキャッシュカードなどに比べると少々大きい四角い物で、ちょっと重い。

　表面には文字のような何かが描かかれているが、あいにく俺はこの世界の文字を読む事が出来ないので、横から覗のぞき込んだティアが読み上げてくれる。

「エルモント王城セキュリティ……Ｂ、城内への通行証ですね」

「セキュリティカード!?　そんなのがあったの!?」

「この通行証にはランクがあってね、ＳＳ、Ｓ、Ａ、Ｂと分かれていて……平たく言うと一番低いランクね」

「へー、ちなみにこれで進入できるのはどの辺までなの？」

　俺の言葉を受けてキリカさんは懐から四つ折の羊皮紙を取り出して広げてみせた。

　それは王城内部の見取り図で、それぞれ赤・黄・緑・青と色分けがされている。見取り図の外側から青緑黄赤の順番で、中心に行く程見取り図が雑になっている。

　多分、情報流出を防ぐ為なのだろう。一番中心部の赤い部分はほぼ空くう欄らんだ。

「この見取り図で分かる通り……この青色で記された部分がＢランクの進入許可場所」

　そう言って指された見取り図の青色の部分には、ほとんどの部屋が記入されていた。

　つまりこの辺はＢランクの人間に知られても問題の無い部屋なのだろう。

　ただこの見取り図の文字は読めないけど、記された部屋には見覚えがある。

「ん？　ここは使用人用の台所、ここはメイドの待機室。こっちは庭師の詰つめ所に兵士たちの食堂だよな……」

　この城に庭師として就職してから今までで、記された部屋の大半がいつも出入りしている場所ばかりである。

「……あのキリカさん、それって別に今までと変わらないんじゃ？」

　俺の言葉にキリカさんも苦く笑しようを浮うかべた。

「私も今いま更さらって気はするけどね？　どちらかと言えば王城内部じゃなくて外に出るための許可証なのよ」

「は？　それって……」

「今回晴れて君にかかっていた不ふ名めい誉よな肩かた書がき『観察処分』が解除になったのよ。この許可証を持った事で今日から自由に王城を出入り出来るわ」

「ああ、そう言えば……」

　俺がこの世界に召しよう喚かんされたのがティアの私室だったせいで、観察処分の身だったのだ。

　キリカさんと一いつ緒しよに城下町に出たり他国に行ったりしてるし、ましてや被ひ害がい者しやに当たるティアが日常的に傍そばにいる事で完全に忘れていたが……。

「正直なところ私だけじゃなく担当者の全員が忘れていたのよ、キミの罪状を。傍はた目めにはティアリス王女と一緒に研究所の副所長に任命された奴だし、王女と一緒にやたら自由に動いているように見えるし……」

「すみませんコウさん、私は今思い出しました……」

「心配すんな。俺も今まで忘れてたよ」

　この辺についてはむしろ自分の落ち度だ。多分言われなければいつまでも気が付かなかった事だろう。あえて不ふ手て際ぎわを指し摘てきするなら……皆みなが皆、顔パスで通すからだ。

「まあ君の言う通り便べん宜ぎ上じようの物でしかないけどさ、これで晴れてエルモント国内での自由な行動が認められたって訳」

　本来なら罪状が晴れて喜ばしいところなんだろうけど、そう言われても全然実感が湧わかない。何せ今までも城下町に出る機会は多かったし、何よりも誰だれよりもキリカさんに連れられてちょくちょく酒場にまで顔を出してたせいで、最も早はや自分がその界かい隈わいでは常連になっている自覚がある。

「でも考えてみれば今まで一度も一人で外出した事は無かったのか……」

　自分の感覚ではツルんで買い物に行っていただけなのだが、今になって考えてみると確かに何時いつでも誰かが傍にいた。キリカさんを筆頭にメイドさんたちや庭師仲間など。

「折せつ角かくだから午後から出かけてみようかな？」

　不思議なものでそう考えると、急に一人で城下町に行くのも悪くない気がしてくる。

「ティア。今日の予定はもう終わりなんだよな？」

「え？　ええ……リンゴの植樹とさっきのメロンで魔ま力りよくが尽つきてしまいましたし……」

「ああ、そうかリンゴもやってるのか。今何本くらい増えた？」

「大体五十本くらいでしょうか？　リンゴを卸おろしている業者からは『ぜひもっと大量生産を』とせっつかれていますが……」

　前の昼食会でお披ひ露ろ目めとなったティアのリンゴは、最近ポツポツと市場にも出回り始めている。今まで囚しゆう人じん食と言われるほど不味まずいものの代表だったリンゴが、強きよう烈れつな美味なる果実に生まれ変わったのだ。さらにリンゴの品種改良を成功させたのは、『役立たず』としてこき下ろされてきた第三王女ティアリス。注目を受けない訳はない。

　最近巷ちまたでは王子の『雷らい迅じん』や第一王女の『炎ほのおの女王』に次ぐ新たなる二つ名を考えるのが流行はやりになりつつあるそうだ。相も変わらず「私の手て柄がらじゃありません！」と言って譲ゆずらないティアは不本意なようだが……。

　実はリンゴについてのティアの功績は、王国の特とく殊しゆ部隊からティアリスのイメージアップの為に意図的に流されているのは内ない緒しよである。特に護衛師には。

　そのリンゴが別の問題も引き起こしてるんだけど、それはまぁ別の話だ。

「よし！　市場調査もかねて出かけるかな」

　ティアの魔力が尽きては研究所の作業もストップだし、今日は庭師の仕事も無かったはず。メロン獲かく得とくに来ていたジャック先せん輩ぱいが何よりの証しよう拠こだ。

「コウさん、城下へ行かれるのですか？」

「ん？　ああ。色々見ておきたい事もあるし……」

　俺がそう言った瞬しゆん間かん、目の前の王女の目がキラキラと輝いて、犬的な耳と尻尾しつぽが俺には確かに見えた。しかもやたらと振ふってるし……。







「コウさ～ん、お待たせしました」

　城門前広場で待っている俺に明るく手を振るティア。長いライトグリーンの髪かみを後ろで纏まとめ、着た服は少し色のくすんだ白いブラウスと青のスカート。そして手に持った籠かご。

　それはどこから見ても町まち娘むすめにしか見えない出いで立ちである。

　現代日本人の感覚ではこの世界は中世辺り。純白の衣類は高級品に当たり一いつ般ぱん人にとっては余よ所そ行ゆきになる。つまり一般人にとってはおしゃれよりも、汚よごれてもかまわない事が衣類の前提になってくる。

　ティアが今着ている衣服はその条件を満たすのに十分で、王女がお忍しのびで町に出るには適切な格好なのだが……何というか……。

「また……見事に王女には見えないな」

「そうですか？」

　喜んでるし。

「やれやれ……これも被かぶりなさい。一応顔バレの危険もあるんだから」

　後ろから追い付いたキリカさんはそう言って麦むぎ藁わら帽ぼう子しをティアに被せた。それによってますます町娘感が跳はね上がる。

　キリカさんはタンクトップにショートパンツと若干肌はだ色いろ多めのいつもの訓練着なのだが、手には一本の杖つえを携たずさえていた。さすがに市場で刃は物ものを剝むき身で携けい帯たいする訳にもいかないから、護衛師のいざという時の武器なのだろう。

「あの話の流れじゃ、ティアが一緒に行きたがるのは予想出来たでしょうに……」

　ジト目で少々の皮肉を言うキリカさん。

「いや……確かにそうだけどさ」

「コウさん、ひょっとしてご迷めい惑わくでした？」

　そう言って上目遣づかいで申し訳なさそうにするティア。

　止やめて下さい。そんな目で見られると意味も無く湧き上がる罪悪感と庇ひ護ご欲よくで死んでしまいます。

「違ちがう違う！　ただ折角許可が出て一人歩きが認められても、ティアと一緒に出かけるとプラスで護衛師のキリカさんも付いてくるから結局保護観察の時と変わらないなぁって」

「だから私もたまにはダイチも一人で出かけたいかな？　と思っただけで……」

　その答えにティアも納なつ得とくしたようで「ああ」と手を打つが、今度は不満そうに頰ほおを膨ふくらませる。

「いいじゃないですか。キリカはいつもコウさんと酒場に行っているのでしょう？　後で聞く晩ばん酌しやくの話が私はうらやましかったのですよ！」

「あ～～～、それを引き合いに出されると……」

　今度は皮肉に愚ぐ痴ちで返されたキリカさんが呻うめいた。

　たとえ親友同士と言ってもティアとキリカさんは主と護衛師だ。安全の確保が出来ない場所で一緒に酒を飲む訳には行かない。ましてやキリカさんは結構酩めい酊ていする口だ。

「分かった分かった私の負け。夜の街に連れて行けとか言われないだけよっぽどマシだよ」

「分かればよいのです」

　降参するキリカさんに「ふむ」と胸を張るティア。得意げな顔がちょっと可愛かわいい。

「じゃあそろそろ行こうか……」

　俺がそう言った瞬間の事、ぞくりと背後から感じた何かに全身の毛が逆立った。

　それは殺気。

　素人しろうとでも感じられる剝き出しで強大なそれに恐おそる恐る振り返ると、その人物は城門前広場から見える王宮の二階バルコニーにいた。

　燃えるようなオレンジ色の髪をショートに切り揃そろえ、スタイルの良い長身にカッチリとした軍服を纏うその女性は、アスリートのような美しさを誇ほこっていた。両手両足にはそれぞれに紅あかい宝石をあしらった特とく徴ちよう的な手てつ甲こうとブーツ。

　明らかに只ただ者ものではない雰ふん囲い気きの人物が、燃えるような瞳ひとみでこちらを睨にらんでいた。

「だ……誰だ、あの人……」

　流れる冷や汗あせを止められず裏返った俺の声にティアが呟つぶやいた。

　いつもとは違う声こわ色いろで。

「ジュリア……姉上……様」

「ジュリア!?　じゃああの人が……」

　その名はこの世界の事情に疎うとい俺でも聞いた事がある。

　エルモント王国第一王女ジュリア──戦場を圧あつ倒とう的な火の魔力を駆く使しして駆かけ抜ぬけるその様に、付いた渾あだ名なは『炎の女王』。ティアの実じつ姉しであり、隣りん国ごくエクレアのアリーシャ王女の崇すう拝はい対象である女じよ傑けつだ。
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　俺たちの視線に気が付いたようで、ジュリア王女は一いち瞥べつするとバルコニーの奥に引っ込んでいった。だが、彼女の姿が消えても俺の脚あしはしばらく硬こう直ちよくしたままだった。

　つまり、それほどの殺気だったのだ。

「な……何か睨まれてたよな？」

　俺が震ふるえる声で言うとティアは目を伏ふせて答える。感情の無い声で。

「第一王女である姉上様は質しつ実じつ剛ごう健けん、文武両道な方です。王族であるにもかかわらず武力として役に立たない私の事を、一番嫌きらっているのもおそらくあの方です……」

　魔力が高くて当然の魔ま導どう国家の王族でありながら魔力の低いティアにとっては、優ゆう秀しゆうである姉の存在はコンプレックスそのものなのだろう。

「私がこのような格好をする事も気に入らないのだと思います。以前メイド服で歩いていた時にも睨まれましたし……」

　そう言ったティアの顔は、笑っていた。張り付いたような笑え顔がおで。

　俺たちの前では外している笑顔の仮面。しかし未いまだに家族の前では健在のようだ。

　ただ……俺はティアのネガティブ意見に納得しかねた。何故なぜなら……。

「あの王女……ティアじゃなくて俺を睨んでなかったか？」




　　　　＊




　エルモント城下町の市場は、《始まりの日》には客でごった返す場所だが、平日の昼過ぎは客足も比ひ較かく的てきまばらだ。商店街の面々も夕食の買い物客狙ねらいで、今は少々肩かたの力を抜いているようにも見える。

　だがそこは商売人。通りかかった客がいればスイッチをオンにして売り込み始める。

「よう庭師のコウさん。今日は両手に花かい？　隅すみに置けね……何だ片方はキリカか」

　最近ではすっかり常連と化してしまっている俺に、魚屋の大将が明らかに余計な一言を加えて声を掛かけて来た。

「それは私では花にはならないと言いたいのかな、大将」

「花だなんて……そんな……」

　笑っていない目で笑いながら詰つめ寄るキリカさんの額には青筋が立ち、対して褒ほめられる事に耐たい性せいの無いティアはただただ戸と惑まどってしまっている。いらん事を言わないで欲しい。

「今日は季節物の新しん鮮せんなカツオが入ってるよ」

「カツオ!?」

　こっちの心情などお構いなしに始まった大将の売り込みに俺は反応してしまう。

　何しろカツオは俺も大好きな魚だ。煮にて良し焼いて良し、そして何といってもカツオのタタキ！　薬味をたっぷり載のせたアイツがあればご飯を何なん杯ばいでも行ける。

「大将！　新鮮なの貰もらえる？」

　急激に思い出されるカツオの味、本日の夕食は最も早はやそれ以外に想像出来ない。

　俺は明るい未来（晩飯）を想像して生なま唾つばを飲み込む。

　だが大将が手に持った〝それ〟は、俺の想像するカツオとは明らかに違った。

　何というか……面つら構がまえが……。

「あの、大将。何かコイツ……やたらと厳いかつい顔してない？　何つーか鉄仮面でも被っているみたいっていうか……」

　体表に浮うき出た横線は確かにカツオのそれなのに、顔面には山さん賊ぞくが被っている無骨な仮面のようなものが張り付いている。いや、良く見ると一体化しているので骨が変形した物なのか？　試ためしに触さわってみると石のように固い。

　そんな俺の反応に大将は不思議そうに言う。

「そりゃあ《刺ささりガツオ》だからな」

「刺さりガツオ!?」

　初ガツオや戻もどりガツオなんてのなら聞いた事はあるけど……何だよ刺さりって？

「何だ知らんのか？　相変わらず料理の腕うで前まえに反して魚の生態には疎いなコウさん」

　ああ、またそのパターンか……。

　この世界は現代日本と同じようで微び妙みように生態系が違う物がある。例えば、魚は魔ま力りよくで空を泳ぐし、米や豆が木に生なる。品種改良で桜島大根みたいなメロンも出来るし、下手をすると魔ま物もののような植物だって生まれる。

　魔ま法ほうやドラゴンのような明らかな違いではなく、近いようで微妙に違う生態系の方が逆に驚おどろいてしまう。どうやらこのカツオもその部類のようで……。

「この刺さりガツオは群れで《風流》を泳ぐ回遊魚って奴やつなんだが……」

「……回遊魚なのは一いつ緒しよなんだ」

　少しの共通点に安心しかけたが、やはり甘かった。

「群れのスピードが尋じん常じようじゃなくてな、まるで弾だん丸がんのように草原を駆け巡めぐるんだよ」

「だ……弾丸？」

「オマケにこの刺さりガツオはとにかく避よける事を知らねぇ。障害物があってもお構いなしに突つっ込んで来やがる。この季節は大型の魔ま獣じゆうが草原で刺さりガツオに撥はねられて即そく死しなんて良くある事だし、もちろん人間だって危ねえ」

「…………」

　つまりこの鉄仮面みたいな厳つい顔付きは、ぶつかる前提で進化した代しろ物ものなのか？

　結構慣れて来たつもりだがさすが異世界、まだまだ驚かせてくれる。

「でも、そんなに危険ならどうやって捕ほ獲かくするんだ？」

　俺の質問に今まで後ろで成り行きを見守っていたティアがおずおずと口を開いた。

「確か刺さりガツオは前進しかしないから、貫つらぬけない岩山か何かにめり込んで動けなくなっているところを漁師さんたちが引っこ抜くんだと聞いたような……」

「おお、良く知ってるじゃねーか……ってどうした、コウさん？」

　ティアの答えにズッコケてしまったが、まさかそれが正解だとは。何だその昔のコントみたいな捕つかまり方は。

　まぁ生態のギャップに突っ込んでいてはキリがない。俺は気を取り直して立ち上がった。

「問題なのは味の方だ。大将、二尾びほど貰える？」

　そう俺が軽く言った次の瞬しゆん間かん、魚屋の大将は何げなく物もの凄すごい爆ばく弾だんを落とした。

「あいよ、刺さりガツオ二尾ね……彼女はどうする？　一緒に買うならおまけするけど」

「「………………は？」」

　何て言った？　今このおっさん、何て言った？　カノジョ？　カノジョって言ったか？

　あの特定の男女が交際する時の女性側の呼び方。ステディとか別の呼び方もあるけど、一番正確な別名を言うならば『恋こい人びと』と称しようされるあの……。

「ん？　違うのかい？　たまに一緒に来るキリカとは違って、何となくコウさんの横にいてしっくりくる娘こだな～と思ってたんだが……」

　大将のその言葉で一緒にいる女性から自動的にキリカさんが抜ける。となると当然……。

　思わずそっちを見ると向こうもこっちを振ふり向いて……完全に目が合った。

　その瞬間二人して同時に顔面が爆ばく発はつした。

「たたたたたたた大将!!　ななな何言い出すかな!!」

「そそそそそそうです!!　私たちは今はまだそんな関係では!!」

　真っ赤になって反論するティアは完全に熱暴走中。おそらく、俺も同じようなもんだ。

　しかし慌あわてふためく俺たちに、大将は目と自じ慢まんの頭をキラリと光らせた。

「ほほう……『今はまだ』。それはつまり、今後は分からないと？」

「はう!?　いいいいいいえ！　そのあのそそそそそれは!!」

　熱暴走で目を回し始めるティアの姿が非常に面おも白しろいらしく、大将は客商売で培つちかった観察眼と話術を駆使してくる。

「コウさん……今はそうじゃなくても狙ってる最中なんだろ？　こうやって一緒に買い物に来る辺り……気が無いって事は無いんじゃないか？」

「そのパターンだと、キリカさんやメイドの方々も一緒に買い物に来てたからターゲットに含ふくまれる事になりますけど！」

「うーん……キリカは元より城のメイド連中も何か仕事の延長的な……良く言えば仲間の範はん疇ちゆうにしか見えないんだよ。でもこの娘は何か違ちがうと言うか……」

　そう言って大将は髭ひげを撫なでてニヤリと笑う。

「そろそろ昼だし、どうせ昼飯に託かこつけて同どう伴はんしようとか企たくらんでたんだろ？」

「バ！　そんな訳無いでしょ!!」

「そそそそそうです!!　ご飯なら毎朝一緒に食べてますし!!」

　……あ、バカ。

　大将の言葉に釣つられてこの娘、物凄く言わなくて良い情報を口にしやがった。

　基本昼と夜の食事と違い、朝食は起きた時に摂せつ取しゆする食事の事だ。つまり、基本的に寝ね起おきを一緒にしない限りは〝毎朝〟一緒に食べるシチュエーションは少ない。

　ティアが王女であり、王宮庭園の道具小屋に寝ね泊とまりしている俺に毎朝飯をたかりに来ている……なんて特とく殊しゆな状じよう況きようを知らない人がそんな事を聞けばどうなるか……。

　案の定大将は極ごく上じようの『今日のゴシップ発見』的な笑みを浮かべた。

「ほう！　つまりもう〝そんな仲〟なのか、そうなのか!?　何だいコウさん、中々隅に置けないなぁ。こんな可愛かわいい娘さんと同どう棲せいだなんてよ！」

「「違います!!」」

　必死の弁明をする俺たちの背後ではキリカさんが笑い転げていた。

　少しは王女を助けなさい！　専属護衛師!!




　　　　＊




「いやいや……大将なかなかいいリアクションしてくれたねぇ」

「…………」

　パシパシと背中を叩たたかれながら歩くティアの顔からは蒸気が上がっている。

　魚屋を後にしてからしばらく経たったが、ティアの顔をまともに見られない。

　何というか猛もう烈れつに恥はずかしい。

　ちらりと横目で見てみるとティアも丁度こっちを見ていて目が合う、そしてあわてて目を逸そらす……。そんな俺たちを見て再びキリカさんがまた笑う。これの繰くり返しだ。

　な、何だこの状況は……。

　熱くなった頭でそんな事を悶もん々もんと考えていると、目の前に賑にぎやかな人だかりが出来上がっていた。

「さあさあ、コイツが今エルモントで話題の果物。第三王女ティアリス・Ｅ・カルヴァドス様が自ら作られた紅あかき果実リンゴだ」

　商店街の中央辺りに幟のぼりを立てて名調子で語る商人がいた。

「囚しゆう人じん食代表、家か畜ちくの餌えさでしか無かったリンゴがこの世の物とは思えぬ程ほどの美味なる果実に生まれ変わった！　周辺諸国にも知れ渡わたる才女ティアリス王女が生み出した奇き跡せき！　その奇跡を味わう機会は今しか無い!!」

　商人はそう語っているものの、以前の囚人食のようなまずさを知る人々からは、懐かい疑ぎ的な声が飛ぶ。

「本当に美味うまいのか？　何せリンゴだろ」

「それに第三王女って言えば……」

　中には未いまだ残るティアの悪評『役立たず』を持ち出す人もいる。

　しかしその声とは正反対の声も聞こえ出す。それはすでにリンゴを食した人たちだ。

「いや、騙だまされたと思って一度食った方がいいぜ。コイツは囚人食だったリンゴと一緒には出来ない。あのほのかな酸さん味みと圧あつ倒とう的な甘み……」

「第三王女は本当に天才だ！　こんな新たな食い物を生み出してしまったんだから」

　それはリンゴへの賛辞であり、同時にティアに対する正当な評価だ。徐じよ々じよにだがこの国でティアリス王女の印象が変わって来た証しよう拠こだ。

　そんな光景がこそばゆいのか、ティアは麦むぎ藁わら帽ぼう子しを両手で摑つかんで顔を隠かくしてしまった。

「何か……恥ずかしいです……」

　そんなティアの頭をポコンと叩いてキリカさんが笑った。

「な～に言ってんのよ。これは貴方あなたが頑がん張ばった証あかしじゃない。胸を張んなさい」

　余談だがこのリンゴ売り、実は王国騎き士し団の特とく殊しゆ諜ちよう報ほう部隊による仕込みなのだ。秘ひ密みつ裏りにティアの功績を民衆に広めて評判を上げるためだと部隊長さんが内ない緒しよで教えてくれた。

　だがそんなリンゴに注目する群衆から驚きよう愕がくする声が上がった。

「銀貨十枚だと!?　幾いくらなんでも高すぎるではないか!!」

「…………ん？」「あれ？」「これは……？」

　確かにこの世界における銀貨十枚はかなりの高額だ。

　単純比ひ較かくは出来ないが、俺の感覚では銀貨一枚で大体千円くらい。つまり現在のティア製リンゴは一万円相当で売られている事になる。ただ、リンゴとしては高い値段だが、その希少性を考えると仕方がない事だ。

　なので俺たちが驚いたのは値段ではなく、その声を上げた人物の方で……。

「大おお見み得えを切ってまかせろと言って来たのに持ち合わせが足りないのだ。このまま帰っては格好が付かないのだ！」

「んな事言われてもこっちも商売だからなー」

「頼たのむ！　半額とは言わん！　一個銀貨八枚程度にまからないか？　それなら五個は買うと約束しよう……」

　妙みように年寄りくさいしゃべり方の青年にリンゴ売りは渋しぶい顔をする。

「勘かん弁べんしてくれよ！　確かに高価だけど、それでも買いたがる客は多いんだ。一回でもまけたら皆みなまけなくちゃいけなくなる」

「そこを何とか!!　せめて銀貨一枚でも……」

「ダメだって……まいったな……」

「ならば銅貨五十枚分を……」

　なおも食い下がり店のおっさんに迷めい惑わくを掛かける知り合いの背後に俺は立って、ジト目で話しかけた。

「……何してんすか……カロン長老……」

　それは青年の姿をしてはいるが、隣りん国ごくエクレアにそびえるボルフィン火山を千年も昔から守り続ける神聖なる火か竜りゆう一族の長老であった。

「お……おお！　久しいな庭師の……」

「火竜の長老様が人間社会の市場で食い物を値切ろうとしてるのはどうなんすか……」

　ファンタジー世界の重じゆう鎮ちんであるドラゴンの姿がこれだと思うと……何なんだ？　このとてつもないガッカリ感は……。

「丁度いい、庭師よ！　君も一いつ緒しよに頼んでくれたまえ！　何とか銅貨一枚分でもまけてもらう為ために精せい一いつ杯ぱい一いつ緒しよに頭を垂れようではないか!!」

「店に迷惑かけてんじゃない!!」

　その後、人間社会に毒されて急速に染まっている火竜の長老に、研究所で保存しているリンゴを幾つか譲じよう渡とする約束をして、ようやく値切り交こう渉しようから引き剝はがす事が出来た。

「いや～みっともないところを見せてしまったかな？」

「比ひ喩ゆじゃなくてマジでみっともなかったぞ……」

「ア……ハハ……」

　頭を搔かきつつ半笑いの長老に俺たちも苦にが笑わらいしか出来ない。

「だいたい……何で火竜の長老様が脈みやく絡らく無くエルモントにいる訳？」

「ああ、今日のエルモント行きの定期便は我の当番でな。折せつ角かくだからエルモントの町を少し観光していこうかと……」

　理由が観光バスの運転手が仕事中に余った時間を潰つぶしているかのようだ。

　俺がそんな事を考えているとティアが驚おどろきの声を上げる。

「定期便って、もう始まっていたんですか？」

「何だエルモントの姫ひめ君ぎみ、知らなかったのか？」

　エクレアの観光地化と併へい用ようして送そう迎げいに協力してもらう事になった火竜の定期便は、俺たちが帰国してから数日後には既すでに始まっているらしい。

「まだまだエルモント国内では浸しん透とうしていないようで、停留所に降り立つ度たびに腰こしを抜ぬかされてしまうがな」

　かかか、と他人ひと事ごとのように笑う火竜の長老。

　高度な情報伝達手段が確立されている日本とは違って、異世界であるエルモント王国での情報伝達手段は基本的に口コミだ。

　エクレア王国では大事件だった『熔岩婦人マグマレデイ騒そう動どう』も、エルモントでは今のところ噂うわさ話ばなし程度にしか伝わっていない。何しろあの事件は内容が内容だ。

　暴走した紅こう焰えん石せきの魔ま力りよくで生み出された巨きよ人じん、熔岩婦人を現エクレア王女アリーシャが火竜の一族と協力して封ふう印いんした──なんて、触さわりだけ聞いても胡う散さん臭くさい事この上ない。

　俺だって現場にいなきゃ王女の名声を上げるための与よ太た話にしか思わなかっただろう。

　まぁそれと同じで火竜の定期便の情報も、話半分程度にしか伝わっていないのだ。

『新たな娯ご楽らく〝温泉〟が誕生した』くらいの認にん識しきでエクレアに行こうとしたエルモントの市民は、〝本当に現れた火竜〟に度ど肝ぎもを抜かれるって訳だ。

「まぁそれも、正確な情報が伝わるまでの辛しん抱ぼうであろう。少しずつだが停留所に見学に来る輩やからも増えているしな……」

「エクレアの観光地化として話題性を持たせるにはもってこいだろ？　その分じゃエクレア温泉の方は順調そうだな」

　俺がそう言うと長老は太陽の方をチラリと見た。どうやら日の高さで時間の確認をしたらしい。

「立ち話も何だな。よければこれから昼飯でも一緒にどうだ？」

「お昼ですか？」

　ティアが聞き返すと長老は懐ふところから折おり畳たたんだ羊皮紙を取り出し広げた。

「最近エルモントで話題の食堂があるらしくてな。何でも魔ま法ほうを使わずに料理を作る非常に美味い店だと、側近のエリスが言っておったのだ」

　人間の──それも他国のグルメ情報に精通して、なおかつその国の王女一行を気軽に昼飯に誘さそう火竜の長老って……何だろうねこのシュールな状況は。

「リンゴの礼だ。今日は我が奢おごるぞ？」




　　　　＊




「いらっしゃいませー……あらコウ殿どの、それに長老様？」

　長老の言う話題の店で俺たちを出で迎むかえてくれたのは、見知った人だった。

「ア……アリスさん？　こんな所で何をなさっているのです？」

　そこにいたのは本来は王宮のメイド長であるアリスさん。ただ服装はいつもと違ちがう格好で──いや、メイド服はメイド服なのだがデザインが違う。

　今アリスさんを含ふくめた店内の女性は皆、『和装のメイド服』を着用しているのだ。

　昼食会の時に作ってから和装を気に入ったアリスさんに頼まれて、原案を製作したのは俺だ。だけど、作ったのは一着だけでその他ほかのサイズ違いのものを大量生産したのは、元々実家が服ふく飾しよく業のアリスさんだ。彼女はそれを、この店の制服に採用したらしい。

　アリスさんがここにいる事の方か、はたまた和メイド服に反応しているのかティアは目を丸くしている。

　……そう言えばこの店についてはティアに言ってなかったっけ？

「実は食堂と銘めい打うってはいるけど、ここは国内向けの調理や日本食の実験場なんだよ」

「実験場？」

「その通りですおう……いえ所長」

　危あやうくティアの身分を言いかけたアリスさんは言葉を飲み込んでから、補足してくれる。

「ご存じの通りこの国では魔法による料理が一いつ般ぱん的で調理の概がい念ねんが希き薄はくです。しかし調理した食事の美味おいしさは目を見張るものがあります。王宮内に留とどめるのは勿もつ体たいない程……」

「あ……確かにそうですね」

　この国で一番その魅み力りよくに魅み了りようされているティアがコクコクと同意する。

「この食堂は国内向けに調理の魅力、美味しさを伝え、コウ殿がもたらした美味しい料理を市民に浸透させようという……カルヴァドス研究所の実験の一いつ環かんなんですよ」

　ちなみにこの実験の発案者は、言いながらメガネを光らせてるアリスさん本人だ。

　これも研究所の実験、王宮の仕事の一環としてアリスさんはメイド業務に組み込んでいる。当然店内にいる女性は全員メイドさんだ。良く見ると知った顔がちらほらと。

「実際リピーターも多くて繁はん盛じようしているのですよ。本日もさっきまでは戦場でした」

　アリスさんは疲つかれたように息を吐ついたが、現在の店内は閑かん散さんとしていてとても繁盛しているようには見えない。今は昼飯時だから、一番込み合いそうなものなのに。

　俺の言いたいことに気付いたのか、アリスさんは珍めずらしく表情を崩くずした。

「実はその辺で少々困っておりまして……」

「何かあったんですか？」

「ここは実験的に構えた店だったものですから、こんなに繁盛するとは想定していなかったのです。集客率が上がると今の店内は手て狭ぜまですし、仕込み量にも限界がございます」

「あ～なるほど……」

　確かにここはせいぜい小料理屋ぐらいのスペース。馴な染じみの客がまったりするには良いだろうが大勢収容出来るだけのキャパシティは無い。

「特に人気なのはトンジルとチュウカドンなのですが、開店して間もなくあっという間に売り切れてしまいます」

「何、チュウカドンが無いのか!?　仲間から絶品だと聞いて来たのに……」

「申し訳ございません。ドンブリの中でもチュウカドンは特に売り切れるのが早くて」

　絶望の声を上げる長老にアリスさんは申し訳なさそうに謝罪する。

　余り頭を下げないで下さい……胸むな元もとがヤバイから……。

「そこでコウ殿、それに所長。モノは相談なのですが……この店、実験場としてだけで終わらせるのは余りに惜おしいと思うのです」

「はあ……と言いますと？」

　ティアの生返事にアリスさんの眼鏡めがねが更さらに光る。この人こうなると表情が見えないのに生き生きとして見えるのは何故なぜなんだろう。

「もっと業務拡張をしても良いと愚ぐ考こう致いたします。今の状じよう況きようから鑑かんがみるに十分に元は取れるかと。調理の概念が希薄である今こそが狙ねらい目。本格始動は今しかないかと!!」

　つまり実験じゃなくて一企き業ぎようとして利益を上げることを目指せと語っているのだこのメイド長は。……何でこの人メイド長をしてるんだろう。生き真ま面じ目めでいて大だい胆たんかつ豪ごう快かいな発想、絶対に商人向きだと思うのだけれど。

　そんな風に盛り上がるアリスさんに横から声が掛かった。

「なあメイド長さん。話の腰を折って悪いが……そうなると今日はもうこの店のメニューは全すべて売り切れって事かのう……」

　この店を本日一番楽しみにして来た長老の悲しげな声にアリスさんはハッとする。

「あ……失礼しました。そうですね、通常メニューは全て捌はけてしまいましたが……」

　その瞬しゆん間かん、長老だけでなく皆の肩かたが落ちる。

「でも試作品でしたらメニューではないのでお出し出来ますが……」

「「「試作品？」」」

　それに心当たりのある俺以外の全員が顔を上げた。

「はい。コウ殿は未完成とおっしゃっていますが、お出ししてもよろしいですか？」

　そう言ってアリスさんは俺に聞いてくる。別に俺がここの責任者ではないのだが……。

「良いんじゃないですか？　俺も途と中ちゆう経過を見たいし……何より腹減ったし」

「……かしこまりました。少々お待ち下さい」

　そう言って一礼したアリスさんは厨ちゆう房ぼうへと下がって行った。

「ダイチ、何なの試作品って？」

「ま、それは来てからのお楽しみって事で」

　興きよう味み津しん々しんで尋たずねるキリカさんにそう言って、俺は向かいに座った長老に話しかける。

「ところでさっきの続きだけど、エクレアは今どんな感じなんすか？　温泉経営はもう始まっているんですよね？」

「順調なようだな。経済効果の細かい部分は知らんが、他国からの観光客は日を追うごとに増えているな」

　火か竜りゆうたちは送迎を行っている張本人だ。客の入りについては一番分かるのだろう。

「わあ、それは良かったです。アーちゃんも最近では毎日入浴しているそうですし」

　長老の言葉に、まるで我が事のように目を輝かがやかせて喜んだのはティアだ。

　ちなみにアーちゃんとは隣りん国ごくエクレアの王女アリーシャの事で、文通友達であるティアの話では、今では『風ふ呂ろに入らねば一日が終わらんのじゃ』と豪ごう語ごするほどすっかり温泉通になっているそうだ。

　最初は〝他者の前で裸ら身しんを晒さらす〟事にあんなに拒きよ否ひ反応があったのに。

「湯に浸つかるという新しい発想に加えて、健康にも美容にも効果的。そして何より気持ちが良い。こんな娯楽は今まで無かったからな」

　そこまで言ってもらえると俺も発案者として嬉うれしい気持ちになる。ティアもますます笑えみをこぼしていたが、長老の一言で影かげがよぎった。

「だが新たなものには必ず新しい問題が生じるもの。その事で最近エクレアの王女も頭を抱かかえているのだが……」

「アーちゃんが困っているのですか!?　お手紙には書かれていませんでしたのに……」

　アリーシャはティアにとって初めての王族同士の友達、助けあう仲だ。困っているのなら助けてあげたいってところなのだろう。そして、それは俺だって同じだ。

「長老、新たな問題って何なんだ？」

　俺もティアもキリカさんも、この場にいる関係者は真しん剣けんな面おも持もちで長老の言葉を待つ。

　だが、長老は何故か遠い目でどこかを見つめ始める。

「ここ最近なのだが……エクレア国内の魔ま導どう士しの間で《鷹の瞳ホークアイズ》の魔法を習得しようと躍やつ起きになる輩やからが相次いでいてな……」

「《鷹の瞳》？」

　魔力を一いつ切さい持たない俺には全く理解できないが、この世界の住人であるティアとキリカさんの表情が一気に曇くもった。

「《鷹の瞳》だって？　まさかエクレアはまだ侵しん略りやく戦争を画策しているの？」

　キリカさんの見解は余りに物ぶつ騒そうだ。ただ、俺には彼女がそう断じる理由が分からない。

　それを察してかティアが補足してくれる。

「コウさんは個人個人得意な魔法属性が一つだという事はご存じですよね？」

「あ、ああ……」

　その辺は以前キリカさんに聞いた。火の魔法が得意な魔導士は火の魔法を愛用し高める事が出来て、反対に水の魔法が苦手になるとか。

「《鷹の瞳》は、風と水の魔法を合わせる合成魔法の一種なんです」

「合成……そんな事が出来るのか？」

「五大魔法は魔ま術じゆつを修めた者なら、誰だれでも一通りは使える。でも強化出来るのは一つのみ……なのだけど、合成魔法は二つの魔ま力りよくを完全に一いつ致ちさせなくてはならないの」

　キリカさんは両手を広げて右に水の渦うず、左に風の渦を生み出してみせた。だが良く見ると風の渦の方が大きい。

「難しいのは小さい魔力を大きくするのではなく、大きい方を小さい魔力に加減する事よ。この辺の感覚は個人差があるから一いち概がいには言えないけど、何十年もかかってようやく習得出来るかどうかの魔ま法ほうなのよ」

「何十年……」

　つまり、職人や芸術家の〝勘かん〟のようなものなのだろうか？

「物もの凄すごく高度で難しい技術だけど、戦場における重要性から《鷹の瞳》を使える魔導士は王国お抱えの宮きゆう廷てい魔導士にスカウトされて当然なくらいなのよ」

　戦場において重要……そんな魔法を習得しようとする魔導士がエクレアで……まさか本当に再び侵略戦争の兆きざしが？

「で……その魔法って、いったいどんな？」

　俺の緊きん張ちようした声に合わせてキリカさんは真剣に、そして神しん妙みように答えた。

「どんなに遠くでも見る事の出来る魔法よ」

　ガン!!

　俺は脱だつ力りよくの余りテーブルに頭をぶつけてしまった。

「戦場では戦せん況きようを見る為ための魔法が重宝される。一説ではこの魔法が使える者がいた為に百の兵で一万の兵を蹴け散ちらした国があったと……どうかした？　ダイチ」

　新たな問題だの侵略戦争の兆しだのといろいろ考えたが……魔法の効能を聞いて一いつ瞬しゆんで『目的』に思い至り、今までの緊張がバカらしくなってしまった。

　つまり《鷹の瞳》は〝望遠鏡〟の魔法なのだ。

　俺の反応で長老は俺が察した事を理解したようである。

　なるほど……それはアリーシャは頭を抱えるし、ティアに相談もしないだろうな。

「何でも露ろ天てん風呂直線上の山が危険だと言って、王女もグランツと飛び回っておる。最近捕とらえた者が五十年は王宮で名を馳はせた宮廷魔導士だったらしく、王女も落ち込んでおった」

「あ～～～～そ～～～～～～」

　何十年も心血注いで何の目的で魔法習得しようとしてんだか……その男共は。

「コウさん、どうかしたんですか？」

　心配そうに言うティアは、本質に辿たどり着いていないらしいな。

「教えないのが優やさしさ……かの？」

「そーっすね……」

　習得困難な合成魔法。その魔法の利用方法が『覗のぞき』だとは……さすがに言い難にくい。

「まぁ大だい丈じよう夫ぶだよ。戦争とかそういう心配は一切無いから……」

「はあ……」

　極力明るめに言っておくがティアは今一納なつ得とくがいかない様子である。そのうちキリカさん経由でそれとなーく教えておくべきかな？

　そんな話をしていると、厨房からアリスさんが盆ぼんに木のボウルを三つ載のせて現れた。

「ご歓かん談だん中失礼いたします。当店で試作中のメニュー『ラーメン』でございます」

「「「ラーメン？」」」

　俺以外の三人から聞き覚えの無い料理名に声が揃そろった。

　そう、俺が現在メイドさんたちと再現しようとしているのがコレだ。日本人であるなら急に食いたくなる食べ物の代表格──ラーメン！

　何とか米やら味み噌そやらを確保できた事で、俺の日本食ホームシックはある程度抑おさえられてはいるのだが、やはり食には種類が欲しくなる。

　食べ飽あきない日本食も大事だが、たまにはガッツリとしたものも恋こいしくなるのだ。

　だが初めてラーメンを目にした三人の目は見事に点になっていた。

「何なのだ？　この熱いスープに浸かったパスタは？」

「上にあるのはハム？……いや肉だけど色が違ちがうし。これどうやって食べるの？」

　困こん惑わくしてラーメンを見つめる三人だが、その中でティアだけは想像がついたようである。

「コウさん、もしかしてコレって」

「うん、似たもの食った事があるから分かるだろ？　昨日食った朝飯と一いつ緒しよで……」

　昨日の朝一緒に食った『うどん』を引き合いに出して説明しようと思ったのだが、ティアはその前の言葉に引っかかった。

「あ、朝飯……」

「あ、いや……」

　その言葉でさっきの魚屋の一件を思い出してしまった。真っ赤になるティアに釣つられて再び顔が熱くなる。

「「…………………」」

「何をしとるのだ。お主ら……」

　事情を知らない長老に事情を知っているキリカさんが言った。

「クックク……青春してるだけだからほっときましょう」

　……うん、しばらくほっといて……。
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　食い方はうどんと同じ、スープから麵めんを掬すくって啜すするのみ。

　しかし箸はしと〝啜る〟文化の無い連中には理解し辛づらいようで、レクチャーを交えた昼食になった。最初のうちは慣れなかった長老も、次し第だいに景気良く麵を啜り出した。

「ほう、こいつは新しい。しかも美味うまいじゃないか」

「うんうん、さっぱりしているのにしっかり味わいがあるっていうか……」

　キリカさんも長老に続いてラーメンを褒ほめ称たたえる。

　確かに不味まずくはない。どちらかと言えば美味おいしい方なのだが……。

「やはり、まだ物足りませんか？」

　アリスさんが俺の心情を代弁してくれた。

「いえ、すみません。悪いって事じゃないんです。ただ普ふ通つう過ぎると言いますか……」

「これは未完成なのですか？　こんなに美味しいのに」

　いぶしかげに言うティアの疑問はある意味もっともだ。俺も家庭で食べるラーメンならば文句は無いのだが。

「悪くはない……ただパンチが効いてないって言えばいいのかな？」

「パンチ……ですか？」

　さすがに異世界の王女であるティアに対して、この言い方は余りに抽ちゆう象しよう的だったようで小首を傾かしげてしまった。

「毎日食す物ならばコレでも良しと出来ますが、ごくたまに食する……それこそお店でお金を払はらっての食べ物としては物足りないという事でございます」

　アリスさんが分かりやすく解説してくれた。

「あっさりしているとダメなんですか？」

　ティアの疑問は正しくもあり、間ま違ちがってもいる。正直自分でもこのラーメンという料理についてのニュアンスを知らない者には伝え辛い。

　何故なぜならアッサリしていてもコッテリしていても間違ってはいない。そういう意味では目の前の試作品も間違いではないのだが……。

「一口でガツーンと来るようなインパクトが無いっていうか、どうしてもスープに一味足りないと言いますか……」

　メイドさんたちの協力の下、色々試行錯さく誤ごしてはいるのだが今のところ思い当たる原因は一つあるにはある。

「やっぱり水かな？」

　エルモント王国では原理は良く分からないが、水道と似たような魔導具の蛇じや口ぐちをひねると水が出てくる。魔力ゼロの俺でも使える便利な道具だ。

　ただこの魔道具から出てくる水が俺の求めるガッツリしたラーメンには合っていないようなのだ。水の種類で硬こう水すいや軟なん水すいなどがあるのは知っているけど、幾いくら何でも違いを見切るほどの見識は無いし、あったとしてもどこにあるかは分からない。

　試作品のラーメンを啜りつつ、それが異世界において『無いものねだり』である事を自覚した上で考えてしまう。

「……どうせならその辺の違いの分かる専門家でもいないもんかな……この世界に」




　　　　＊




　護衛師というのは主あるじが行動する際、常に寄り添そい守る為に体を張る……ようはＳＰのような業務が第一なのだ。有事の際に主を守る為にも護衛師はある程度王宮内部への侵しん入にゆうが許されており、第三王女専属護衛師であるキリカのセキュリティレベルはＳランク。王族の私室までの入室が許可されている。

　本来は本日の業務を終えているキリカだったが、ある『手紙』を預かったため、主の部屋を目指す。キリカは自分が今手に持った手紙を受け取った時の主ティアの反応を想像して苦く笑しようしてしまう。

「ま～たテンパるんだろうな～」

　呟つぶやきと共にその後彼女がどういう行動に出て〝誰を頼たよるのか〟まで予想が出来る。

　それを思うとキリカは不思議な気分だった。

「本当に不思議な男だな……アレは」

　出会ってからまだ数ヶ月足らず。だというのに今やティアにとっていなくてはならない存在となっている異世界の少年。料理や裁さい縫ほう、品種改良など未知の知識が豊富で無む駄だなくらいに器用だが魔ま力りよくが一いつ切さい無い庭師。

　だけど、その〝魔力が無い〟からこそ、自然と彼はティアの横にいる。

　キリカは親友であるティアを守る為に護衛師を志した。

　なのに自分よりも弱く、かつ魔力も無い男が自分よりもティアに寄り添っている……そんな現状に少しも自分が腹を立てていない事が本当に不思議だった。

　誰だれよりも王宮内でティアと近しい存在であると自負していたのだが、それでもどうしても二人には隔へだてられた壁かべがあった。

　考えるまでもなくそれは〝魔力で戦えるキリカ〟と〝魔力で戦えないティア〟の避さけられない壁。そのせいかどうしてもティアは必要以上にキリカにも遠えん慮りよがあった。

　ところがだ……コウ・ダイチが来てから、違う者が横にいるというのに二人には距きよ離りが出来るどころか、いつの間にか隔てられていた壁が無くなっていた。

　最近ティアはしなくてもいい遠慮をしなくなったのだ。悪く言えば少しワガママになった。急に『私も城下町に行きたい！』と言い出すのは分かりやすい行動だろう。

　遠慮なんてして欲しくなかったキリカは、そんな親友の変化が素す直なおに嬉うれしかった。

「さ～て……明日は朝から大変だぞ？　ダイチ……」

　頭の後ろで手を組んで第三王女専属護衛師は人知れずほくそ笑えんだ。




　　　　＊




　大広間の天てん井じようには煌きらびやかなシャンデリア。電灯は無くても魔力の明かりが闇やみに閉とざされた室内をキラキラと照らし出す。いかにも国のお偉えらいさんという佇たたずまいの連中が各おの々おの歓談している中、俺は以前も着た事のある借り物の軍服で立っていた。

「昼食会の時とは違って国内のパーティーだから大した規模じゃないなんて言ってたけどさ……正直場ば違ちがいな感じしかしないんだが……」

　愚ぐ痴ちる俺の横で同じように式典用の軍服を着込んだキリカさんが目配せしてくる。

「本音を言えば私だって同じ気持ちよ。まあ、王族と繫つながりがあると自然とこういう機会は増えていくものだし。ようは慣れよ慣れ」

「繫がりって言われてもな……ていうか、いつまで俺らの背後に隠かくれてるんだよ！」

「!!」

　俺たちの背後に隠れているモノがビクリと動いた。

　純白のドレスを纏まとい、王族の証あかしである『鳳おおとりの紋もん』を見せる為ために晒さらされた肩かたが色っぽさを感じさせる。いつもと違って三つ編みではなくストレートの髪かみにティアラを載のせた……完かん璧ぺきにお姫ひめ様さま仕様のティアであった。

　王族として相応ふさわしい格好の彼女は、王族らしくない挙動不ふ審しんな表情で青くなっている。

「だ、だってコウさん。私自分がパーティーの主役にだなんてなった事無いんですよ!?」

　直系の王族、しかも国王の実子である王女としてはあるまじき言葉だ。

「戦勝会なんかは確かに縁えんが無かったろうけど……さすがに誕生会くらいはあったろ？」

「そ……れは……」

　ティアが消え入りそうな声になるとキリカさんが溜ため息いきを吐ついた。

「勿もち論ろん王族にとって一つの重要なイベントだけど、この娘こは『役立たずの自分の為に国税を消費するなど論外だ』って言って開かい催さいを突つっぱねてたのよ。結果、誕生日は私と二人きりで祝うのが定番だったね」

　まあ、それはそれでアリだ。一人寂さびしくではなく唯ゆい一いつの友達が祝ってくれていたのならティアにとってこれほど救われる事は無かっただろうから……。

　ただ問題なのはそのせいで王族ならば誰しもが通る、自分が賞賛の中心に立つ経験が無かった事だ。昼食会の時はあくまで主しゆ催さい者しやだったが、今回は主しゆ賓ひんな訳だしな……。

　そもそも本日は、王女の功績を称える為に催もよおされたパーティーの日だ。

　そんな上流階級的な催しに、本来王宮庭園の庭師でしかない俺がいるのには理由がある。

　話は数日前、朝方いつものようにティアを待っていたら、王宮から「みゃ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]」と変な声を上げて道具小屋に待ち人が駆かけ込んで来た。この奇き声せいを上げている時は十中八九彼女がテンパッている時なのだが、残念ながら今回も例外ではなかった。

　何とか宥なだめながら話を聞くと、どうもエクレア王国との同盟を結んだ功績を称えてパーティーを開く事になったそうで、当然ながらティアはその主賓に選ばれたのだそうだ。

　この時点で彼女が俺に何を望んでいるかは察しが付いた。

　カルヴァドス研究所所長任命の時と同様、人から高い評価を受ける事に耐たい性せいの無いティアは、パーティーで一人注目を受けるプレッシャーにテンパり……エクレアに一いつ緒しよに行った俺に研究所副所長としてパーティーの同どう伴はんをお願いしに来たのだった。

　はい、回想終しゆう了りよう。

「しっかし強ごう引いんにも程ほどがあるだろ……こんな上流階級のパーティーに庭師が王女と一緒に参加するのは。副所長の肩かた書がきだって元々ムリヤリだったし……」

　ティアは俺の呟きを受けて、肩かた越ごしに会場内をチラチラ見ながら言う。

「そんな事はありません。エクレアとの同盟だって元はと言えばコウさんが国王と直接面会したから実現した事です。私はただアーちゃんとお友達になっただけなんですから」

「他国の王女様と同盟関係が出来る程懇こん意いって相当凄すごい事だと思うが……ところでさ」

「ハイ……」

「いつまでそうしているつもりだ？　お姫様……」

「うう～～分かってはいるのですが……」

　彼女自身このままでは良くない事を理解はしているが、踏ふん切りがつかないようだ。

「以前までは私が目立つ事はなかったので、ただ笑っていれば良かったのですが……」

　それは以前の『笑顔の仮面』を着けていた頃ころの事だろう。つまりパーティーで蔑さげすまれる事はあっても、褒め称えられる事が無かったからどうしていいのかが分からないのだ。

　そんなティアを見かねたキリカさんが、溜息混じりに取り出した武器を俺に手て渡わたした。

「……またコレ？　王宮のパーティー中っすよ？」

「この際仕方がないわ。じゃないとこの娘、一生動かないわよ」

　目線で『行け行け』と示すキリカさんに俺は眉まゆをひそめる。

「たまにはキリカさんが行ったら？」

「私は護衛師よ？　守るのが仕事なの。突っ込みは任せるわ」

「ズリー……あ～～～ったくよ～～～～」

「あ……あの、二人とも何を？」

　俺たちのヒソヒソ話に後ろで戸と惑まどうティア。

　俺はそのティアの尻しり目め掛がけて横一回転でハリセンを叩たたき込んだ。

　スパアアアアン！　「ピ！」

　妙みような声を上げたティアがハリセンの音で一いつ瞬しゆん静まった会場に押し出された。

「ア……」「おお、ティアリス王女だ」「……真の美と才を知る者……ティアリス王女」

「あ……あの……」

　尻を押さえつつ若じやつ干かん涙なみだ目めになる彼女の背後に、俺とキリカさんはスッと控ひかえた。

　少々恨うらみがましいティアの視線を感じるけれどコレばっかりはどうしようもない。基本的に護衛師と庭師が王女の前に立つ訳にはいかないのだから。

　俺たち二人から『骨は拾ってやる』という視線を受けて、ティアはようやくぎこちなくも来らい賓ひん客と会話を始める。ティアに近付く貴族連中は「おめでとうございます」だの「さすがはティアリス王女」などと決まりきった美び辞じ麗れい句くを並べ立てるから本人は戸惑っているけど、取り巻きの俺たちとしてはティアが褒ほめられているのは不快ではない。

「凄いものよね。年初めの時は誰一人この娘に近寄る貴族なんていなかったのに……」

「そんなに違ちがうの？」

　俺の言葉にキリカさんは目だけで会場を示して言う。

「会場内でティアに近付かないでこっちを見ている連中がいるでしょ？　隅すみの方でヒソヒソ話しているような……」

「ん？」

　言われて意識してみると確かにそんな連中は多い。というか大半がそんな連中で占しめられている気がする。たまに恨みがましい視線を寄こしているような……。

「あの辺の連中は結構あからさまにティアを悪く言っていた奴やつらよ。王家の中では鼻つまみ者のティアを称たたえるのは、他ほかの王族に不興を買うからってさ」

「あーつまり今まで馬ば鹿かにしてた手前、いきなり功績を挙げたもんだからどうやって接したらいいか分からないと？」

「そういう事。同時に今回のティアの功績は魔力を武力として使っていない。魔力イコール武力と考える連中にとっては面おも白しろくないのよ」

「……何だそれ？　魔ま法ほうならティアも使ってたじゃないか」

　俺みたいに一切使えない異世界人と違って、ティアはエクレアの農業改革と熔岩婦人マグマレデイの足止めに貢こう献けんしてしっかり植物生育魔法を使っている。

　しかしどうもそういう事ではないらしい。俺の疑問にキリカさんは渋しぶい顔で首を振ふる。

「魔ま導どう国家エルモントは魔法を武力に使う事で発展を遂とげた国。当然功績は武名によって挙げるもの、言っちゃえば『強い者が偉い』と思っている連中も多いのよ」

「……つまり武力ではない事、自分たちでは挙げられない功績を認めたくないと？　それで恨めしく眺ながめているってか？　バカバカしい……」

　そんな中、四苦八苦しながら対応に追われるティアの前に、無視出来ない人物が現れた。

「ご機き嫌げん麗うるわしゅう、ティアリス王女殿でん下か」

「御機嫌よう……大臣」

　少しだけ顔を引きつらせ、ティアが返事をした相手はこの国で最もティアを蔑んでいたと思われる大臣──通称強ごう欲よく大臣だ。

　本名も聞いた気がするが、気分的にコイツはもう俺の中で強欲大臣で通す事にする。

「さすがはティアリス王女でございますな。戦乱の兆きざしすらあったエクレア王国と無血で同盟を結んでしまうとは……私、感服してしまいましたぞ」

　そんな大臣の言葉にティアの表情がスッと変わった。

　焦あせりの表情から、王女らしい威い厳げんのあるものへと。

「此こ度たびの功績は私一人のものではありません。エクレア王国のアリーシャ王女をはじめ、国を守る為に尽じん力りよくして下さったエクレアの勇ゆう敢かんな騎き士しや魔導士たちや火か竜りゆうの皆みなさん、そして何より同行して下さった仲間たち……誰一人欠けても実現しなかったはずです」

　自分一人の手て柄がらと言われる事に拒きよ否ひ反応を示す彼女だが、『私の手柄じゃありません』と言うよりよっぽど王女らしい威厳のある言葉だ。

　しかし、ティアの言葉をよそに大臣はなおも歯が浮うくような褒め言葉を並べ立てていた。

　そんな様子にキリカさんはあからさまにイラッとした表情を見せる。

「……この国で一番この娘を蔑んでいた奴がよくまあペラペラと」

「でもさキリカさん。俺少しだけコイツの事を見直した」

　俺がそんな事を言うとキリカさんはますます嫌いやそうな顔になった。

「……どこが？　こんな恥はじ知しらずの代表みたいな行動が？」

「うん、金の為なら全すべてどうでも良いこの行動が……」

　俺は周囲でヒソヒソ話すだけの連中を目で示して言う。

「古い考えと因習──魔ま力りよくは武力の考えに凝こり固まり、プライドが邪じや魔まして何もせずにネチネチ話している連中よりはよっぽどマシだよ。金の為なら古い考えもしきたりも、外聞もプライドすら簡単に捨てるこの姿勢……ある意味凄いよ？」

「……それ絶対褒めてないよね」

「うん、人間的には絶対マネしたくねーけど」

　それから小一時間ばかりそんな事を入れ替かわり立ち替わり繰くり返して、ようやく一通り挨あい拶さつが終わった時にはティアはグッタリしていた。

「ごっくろうさん」

　努めて明るく言うとティアが絞り出すような声で言う。

「ううう……本当に疲つかれました。私今までこういう席で何故なぜ『笑え顔がおの仮面』を維い持じ出来たのでしょう？　今となっては全く分かりません……」

　以前ティアがしていたポーカーフェイスである『笑顔の仮面』。それが困難になった理由は簡単だ。感情を表に出さないのが笑顔の仮面だったのだろうが、元々ティアは感情の起き伏ふくが激しい。結構すぐ泣くし、不ふ機き嫌げんにもなるし、ちょっとした事でも上機嫌になる。

　だからむしろ『笑顔の仮面』を着けていた頃が不自然だったのだ。

　一度でも感情を動かしてしまえば維持する事はティアには無理だと俺は思う。

　だから未いまだに『笑顔の仮面』を着ける時があるとすれば、それは感情が動いていない時なのだろう。

「まあ少し休みなよ。俺は飲み物でも取って来るから……」

　俺はそう言って自然と彼女の手を取って、壁かべ際ぎわの椅い子すに座らせてあげた。

「ありがとうございます。コウさん……」

　柔やわらかいいつも通りの笑顔に、場ば違ちがいな空間でも少しだけホッコリする。

　だがその時、全身を寒けが走り抜ぬけた。

　こ……これは!?　数日前も感じた……殺気!?

　流れる汗あせもそのままに、俺は静かに振り向いた。

　今日は自国の王女を称えるパーティーだ。当然来賓客には王家の者も含ふくまれている。

　会場内にある集団は主に四つ、うち一つは一番小さいティアのものだったのだが、今では落ち着いて各おの々おのに散った後。問題の殺気は、残り三つの集団の中心から放たれていた。

　一つは赤いセクシーなドレスを妖よう艶えんに着こなすジュリア王女だ。数日前城下町へ行く前と同じような燃える瞳ひとみでこちらを睨にらみ付けている。

　そして他の二つの殺気を発する人物には見覚えが無かった。

　一人は長身の男性、軍服を着たその姿はイケメンと言って差し支つかえない程の美男子。金きん髪ぱつ碧へき眼がんのその容よう貌ぼうはギタリストでもすれば似合いそうだ。そしてもう一人は白と水色のドレスを着こなし、清せい楚そという言葉そのもので佇たたずむ青色のロングヘアの女性。

　その三人の視線が確実に穏おだやかではない雰ふん囲い気きでこちらに向いていた。

　三人とも俺が視線を向けるとすぐに自分の取り巻きとの歓かん談だんに戻もどっていくが、それでも俺は早はや鐘がねのように鳴る動悸を止める事が出来ない。

「な……何だったんだ？　あの人たちは？」

「ジュリア王女は知っているでしょうけど……金きん髪ぱつの男性はシュトゥルム王子、エルモントの第一王子であり第一王位継けい承しよう者よ」

　俺の疑問にキリカさんが答えてくれた。彼女もただならぬ殺気を感じたようだ。

「……つまりアレが『雷らい迅じん』？」

　俺の呟つぶやきにキリカさんは頷うなずいた。

『雷迅』──それは絶大な雷の魔法を駆く使しする王子に付けられた渾あだ名な。『炎ほのおの女王』と双そう璧へきをなすこの国の英えい雄ゆうの一人だ。

「もう一人の女性はシルフィー王女、第二王女でもあるけどエルモント大聖堂の聖女を務める人物でもあるわ」

　それは優すぐれた治ち癒ゆ魔ま法ほうで戦場では幾いく人にんもの傷を癒いやし、数多あまたの命を救った事で有名な『戦場の女め神がみ』の名前だった。

　つまり、あの三人はティアの実の兄姉たち……。

　そんな連中が何でこっちを睨んでいた？　さっきキリカさんが言っていた古い考え方、魔力を武力とは違う形で功績を挙げたティアが気に食わないのだろうか？

　俺がそんな事を考えていると、いつの間にか会場の中央で三人の兄姉たちが取り巻きを引き連れて対たい峙じしていた。

「ジュリア、それにシルフィー。いい加減、例の件をハッキリさせようではないか」

　先に口を開いたのは王子だ。しかしジュリア王女が腕うで組ぐみしながら不敵に笑う。

「ならば兄上、状じよう況きようから言ってもここは私が先に立つべきかと考えますが？」

　ジュリア王女の一言で会場内に冷たい緊きん張ちようが走はしる。周囲からは「やはり」だの「継承権争い」だの不ふ穏おんな声が漏もれ聞こえる。

　王子はジュリア王女の言葉にスッと目を細めた。

「何を言い出すかと思えば……ジュリアよ、それこそこういう時は長男である私が先に立つのが筋であろう？」

　一いつ触しよく即そく発はつ、突とつ如じよ火花を散らし始める両者。しかし更さらにもう一人のシルフィー王女が口を挟はさんだ。

「お持ち下さいお二人とも。兄上も姉上も戦乱の英雄、荒あら事ごとには向いていても平へい穏おんには向きますまい。……ここは大聖堂聖女たるこのわたくしにお任せ下さい」

　おっとりとした口調なのに一歩も引かない話し方である。会場内の不穏な空気が更に膨ふくれ上がってきた。

「な、何だ？　ティアの兄貴たちって……もしかして仲悪いの？」

「王位継承権で揉もめている話は聞くけどね……」

　王位継承権、また根深そうな問題だ。地球上の歴史でも王位を継つぐ為ために実の兄弟で殺し合ったり、親しん戚せき筋を一族郎ろう党とう皆みな殺ごろしにしたなんて記述は山のようにある。

「今はシュトゥルム王子とジュリア王女が争ってるってもっぱらの噂うわさなんだけどね。片や〝家か督とくを継ぐのは長男であるべき〟って言って、片や〝能力や才があるのなら男女など関係なく上に立つべき〟って主張して譲ゆずらないって……今の状況を見るにシルフィー王女もどうやら引く気は無いように思えるし……」

　言い争いはなおもヒートアップして「それはダメだ！」「兄上には任せられません！」など声が響ひびいて会場内のざわつきが大きくなっていく。

　俺は正直徐じよ々じよにイライラして来た。

　今日は妹が初めて王族として認められ、開かれたパーティーじゃないのか？

　戦場での猛も者さだとか、殺されかねない殺気だとか、先ほどまで感じていた〝アイツら〟への恐きよう怖ふ心が一気に冷めて行く。

　そして椅子に座ったティアが悲しげに俯うつむいているのを見た瞬しゆん間かん、俺の中で何かが切れた。

　妹の晴れ舞ぶ台たいに、王族だか英雄だか知らないが……何やってんだコイツら!!

「……キリカさん、あれ貸して」

「あれ？……ああ、なるほど」

　そう言ってキリカさんは二つ取り出して自分も〝それ〟を握にぎった。

「キリカさん？」

　どこから二つ出したとかそんな疑問は置いといて、キリカさんの行動に疑ぎ問もん符ふを浮かべていると……彼女はドスの利きいた声を出した。

「前にも言ったでしょ？　次やる時は私も誘さそえって……」

「……ラジャー」

　額に怒いかりの青筋を浮かべたキリカさんが、恐おそろしげに笑う。

　なるほど貴方あなたも同じ気持ちか。

　ざわつく会場の中、俺とキリカさんは──。




　ドバアアアアアアアン…………。




　二人同時にフルスイングで思いっきりハリセンをテーブルの上に叩たたき込んだ。

　爆ばく発はつにも似た轟ごう音おん、ざわついていた会場が一気にシーンと静まり返る。

　言い争いをしていた兄姉たちも、取り巻きの貴族たちも、そして椅子に座ったティアですら目を丸くしてこっちを見ている。

　俺はそれを自覚した上で、立場や不敬なんて知った事かとばかりに大声で言った。

「スミマセ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]ン!!　主役を他所よそにハエがうるさかったもので!!」




　　　　＊




　その後のパーティーは表面上は一応滞とどこおりなく終しゆう了りようした。

　正直今回こそは不敬罪での拘こう留りゆうもありえるかと思っていたが、俺もキリカさんもお咎とがめは無かった。

　王族を含めた上層階級をまとめてハエ呼ばわりした事に罵ののしり詰つめ寄る連中もいるにはいたが、それを窘たしなめたのは意外にも騒さわぎの原因であるティアの兄姉たちだった。

　職業上キリカさんはあの後室長からお小言があったらしいけど、誇ほこらしげに本人が語っていたから大した事はないのだろう。

　まあ、問題なのはやはりティアだった。

　パーティーが終了したのは日が落ちた後、色々落ち着くためにも道具小屋に連れて来たのだが……さっきからずっとシュンとした表情で俯いている。

「ゴメンな……折せつ角かくのパーティーだったのに……何か我が慢まんならなくて……」

　本日のアレは自分でも頭に血が上っていたと思う。

　ティアだって王女としての立場がある。自分の取り巻き、しかも信しん頼らいしている同行者があんな事をしては立つ瀬せが無いだろう。しばらくしてから、後こう悔かいの念が湧わき上がってきた。

　だがティアは俺の言葉にキョトンとした目で顔を上げた。

「何でコウさんが謝るんです？　私は凄すごく嬉うれしかったんですよ。コウさんもキリカも私の為に怒おこってくれたんですよね？」

「へ？」

「むしろありがとうございます。おかげで少しだけスカッとしました」

　そう言ってニッコリと笑うティア。……あ、あら？　そんな感じ？

「でも……やはり、兄上様も姉上様も……私の事を認めては下さらないのですね……」

　ああ……なるほど、落ち込む原因はそういう事か。

　元来ティアは引っ込み思案で自己主張の強い娘こではない。

　それでも今回は自分の功績が認められた上で開かれたパーティーだったのだ。今まで優ゆう秀しゆうな家族に劣れつ等とう感を抱かかえていたティアが、認められたいと望むのは自然な事だ。

　いや、そんな難しい事じゃない。

　兄ちゃん姉ちゃんに褒ほめて貰もらいたかっただけなのだろう。

　それからしばらく、囲い炉ろ裏りから炭が爆はぜる音だけが続いた。ドレス姿のままオレンジの光に照らされるティアの顔が悲しげだった。

　だが、不意にティアが思い付いたように顔を上げこっちを向いた。

「……そう言えばコウさん。コウさんのご家族ってどういう方たちなんですか？」

「んあ？　俺の家族？」

「はい、そう言えば聞いた事がありませんでした」

「家族って言っても……ごく普ふ通つうのリンゴ農家なんだけどな……」

「リンゴの栽さい培ばいをしているのですか!?　だからコウさんはリンゴの品種改良に詳くわしかったのですね？」

　一転して明るい表情になったティアを見て、それが慰なぐさめになるならと思い、俺は自分の家族について延々と語った。

　実家はリンゴ農家である事。リンゴ栽培を幼少期から手伝わされた事。親父おやじには大工仕事やら力仕事、母には家事全ぜん般ぱんを師事した事。

　そこから『銀足のオカン』になった経けい緯いは省く。今考えても『原因と結果』は滑こつ稽けいでいて一つも笑えないから……。

「コウさん、ご兄弟は？」

「兄貴が一人いるよ。一昨年おととし東きょ……都会に出ちまったけどな」

「お兄様がいらっしゃったのですね」

　両手を合わせてテンションを上げる彼女に俺は後ろ頭をボリボリ搔かいた。

「お兄様なんて上等なもんじゃねーよ。ケンカばっかしてた覚えしかないし。ゲームとかマンガを取り合ったり、チャンネル争いしたり。最後は親父に殴なぐられて終わり……」

「まあ……」

　ティアはそう言ってクスクスと笑い始めた。

「コウさんのお兄様は……その、ご実家に帰って来る事は無いのですか？　都会に出られたのですよね？」

「今年の春先に一回、花見の時季に帰って来たよ。『花見酒だけは地元に帰らないとな』なーんて分かったような事言ってたけどな」

「花見……ですか？」

　俺の言葉にティアが急に小首を傾かしげてみせた。

「言葉のままならお花を見るのですよね。でもお花を見ながらお酒を飲むのですか？」

　……あーそう言えば花見って文化も日本特有だって聞いた事はあるな。そもそも桜って代しろ物ものは知らない人には想像も付かない植物らしいし。

　どう説明しても想像させるのは難しい……と、そこで俺は日本からこの世界に持ち込んだ私物の中に打って付けの物がある事を思い出した。

「確かカバンのポケットに……ああ、あったあった」

　それは押し花で作られた手作りの栞しおり、俺はそれをティアに手て渡わたした。

「……これは、お花ですね？」

　ピンク色の花弁を持つ一輪の花。日本人であるなら誰だれもが慣れ親しんだ花である。

「そいつは桜って言って、俺の故郷ではポピュラーな春の花なんだよ」

「綺き麗れいなお花ですけど……この小さなお花を見ながらお酒……ですか？」

　多分、今ティアの頭の中では一輪の花を見て酒を飲む情景が浮うかんでいるんだろうね。

「この花はあくまでも一部、桜は木の全体に花を付ける植物なんだよ。想像してみな？　いつも見ている樹木の枝がこの花で埋うめ尽つくされているところを」
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「!!　木全体にこのお花が!?」

　驚きよう愕がくし想像できないとばかりにブンブンと首を振ふる。

「凄いですね……そんな見事なお花なら……ぜひ見てみたいです」

　実はその願いを叶かなえる手段はあるにはあるのだが……。

「その栞に一いつ緒しよに挟まっているヤツがあるだろ？　そいつが桜の種だ」

「本当ですか!!」

　分かりやすくテンションが上がるティア。植物生育の魔ま法ほうを使える彼女なのだから種さえあればこの世界に桜を誕生させる事は容易だろう。

　ただ、今すぐにでも桜を生み出しかねない彼女に俺は水を差しておく。

「ただ……そいつが春の花だってのはさっきも言ったろ？　今は秋の半ば、誕生させてもすぐに散っちゃうだろうな」

「あ……そうなんですか……」

　途と端たんにしおしおとテンションが落ちるティア。う～ん、分かりやすい娘だ。

「春先になったら生み出そうぜ？　その時は弁当でも用意してさ……」

「……はい、楽しみにしてますね」

　俺は桜の栞をティアにそのままあげる事にした。遠えん慮りよはしていたが『この世界の字を読めない俺には使う機会が無い』と言うと、ニッコリ笑って受け取り懐ふところにしまいこんだ。

「でも良いですね……ご家族との思い出……」

　そう呟つぶやくティアはどこか遠くを眺ながめているようであった。

「こんな私ですが……あるんですよ？　家族の思い出」

「へえ……」

「お母様がまだご存命の頃ころ……家族全員で隣りん国ごくの湖に行った事があるんです……」

　家族の話はティアにとってデリケートな話題、今日は特にそうだ。でも彼女は聞いて欲しいのだろう。楽しいのか悲しいのか……はっきりしない表情で話を続ける。

「水すい神じん国こくの聖水を湛たたえたデネル湖。あの頃は兄上様も、ジュリア姉上様も、シルフィー姉上様も、みんな仲良くして下さいました……」

「………………」

「いつから……なのでしょうね……仲良く出来なくなったのは……」

　また悲しげに俯うつむき始めるティア。

　俺は泣きそうな彼女の頭からティアラをひょいと取ってやった。

「……コウさん？」

　不思議そうな顔をしたティアの目の前で俺は奪うばったティアラをクルクル回してやる。

「難しく考えるねぇ、王女のティアリスさんは。俺の知っているメイドで所長のティアちゃんはもっと単純思考だぜ？」

「それは……普ふ段だん私は何も考えていないって事ですか？」

　俺の無礼な物言いにティアは頰ほおをプクッと膨ふくらませてみせる。

「昔はどうだった……じゃなくて、ティアがどうしたいかが大事なんだろ？」

「え？」

「だったらどうしたいかだけを考えようぜ？　兄貴や姉貴と仲良くなりたいってんならそれだけをよ。俺なら……魔法以外の事だったら何でも協力するから」

「……コウさんの方がよっぽど単純思考じゃないですか？」

「うるせーよ……自覚はあるんだからほっとけ」

　そう言うとティアはクスリと笑って、冗じよう談だんっぽく敬礼をしてみせた。

「でも……ありがとうございます。よろしくお願いしますね、軍師様」







　それからしばらくしてティアは王宮へと帰って行った。

　キリカさんは小屋の前で待っていてくれたらしく、帰り際ぎわに俺に向かって二本の指を立てウインクしていた。さながら悪戯いたずらを成功させた悪友のように……。

　苦く笑しようして二人を見送った俺は小屋の引き戸を閉める。

「なかなか格好良い事言うじゃない？　『俺なら何でも協力してやる』だなんて……。な～んで貴方あなたが銀足のオカンなんて言われてたのか不思議だわ～」

「!!　来てたのか、嬢じようちゃん!!」

　いったいいつの間にそこにいたのか。俺をこの世界に引き込んだ張本人である月明かりの女め神がみルーチェが、囲炉裏の前の座ざ布ぶ団とんに寝ね転ころがってニヤニヤしていた。

「……どこから見てた？」

「ん～……貴方が桜の栞を彼女に渡わたしている辺りかな？」

「グ……」

　つまりティアにのみしゃべっていたつもりの言葉を全すべて聞かれていた事になる。

「『ティアがどうしたいかが大事なんだろ？』なんて……言う時は言うわね～」

「だああああああ!!」

　俺は顔から火が出そうになってその場に蹲うずくまった。若じやつ干かんテンション上がり気味で格好付けた台詞せりふを口走っていた事が急に恥はずかしくなって来た。

　第三者から冷静に言われると、より恥ずかしい!!

　俺がそんな風に悶もだえ苦しむ姿をルーチェは扇せん子す片手に上じよう機き嫌げんに見ていた。

「ほっほっほ……。や～初めて貴方に勝った気がするわ～」

　……今なら羞しゆう恥ち心しんで死ねるかもしれない……今日はやらかす事が本当に多い……。

　しばらくそのネタで幼女に弄もてあそばれて若干心にダメージを負ったものの、何とか立ち直ってから俺は女神にお茶と漬つけ物ものを出した。

「相変わらずお茶ちや請うけのチョイスが渋しぶいわね」

　口ではそう言いつつも、早さつ速そくルーチェは小さな口で漬物をポリポリし始める。

「んで、今日は何の用だ？　何か違ちがう事でも分かったのか？」

　この女神が俺をこの世界に引き込んだ理由は、アカシックレコードに刻まれた『滅ほろびの物語』を修正する為ためだ。

　女神としてはまだ未熟な彼女はアカシックレコードの最初と最後しか読み取る事が出来ず、今は日夜解読できるように昇しよう級きゆう試験に勤いそしんでいるのだとか……。

「勿もち論ろんよ。アカシックレコードに刻まれた最初の滅びの火種は四つ、うち『Ｅのランチタイム』『紅こう焰えん石せきの生いけ贄にえ』『魔ま導どう兵器国家との冷戦』は消す事に成功したわ」

「……三つ目には余り関かかわっていないけどな」

「結果が全て、勝てば官軍よ！　コレを見て頂ちよう戴だい」

　そう言うとルーチェは手の平をかざして光を照射、空間に光の虚きよ像ぞうを生み出した。彼女が見せたい時間と物を映し出す《時見の魔法》だ。

　そこに映し出されたのは緑色の髪かみを雑に短く切り揃そろえ、全身の至る所に傷を負い、左ひだり肩かたの鳳おおとりの紋もんを斬きり潰つぶした女戦士の姿。認めたくはないが、それは血けつ風ぷう戦せん姫きグレイシスと呼ばれる戦士の姿……十年後のティアの姿であった。

　現在の控ひかえめで守ってあげたくなる愛らしさは欠片かけらも見当たらない、逞たくましい女じよ傑けつの姿。それはある人物と瓜うり二ふたつである事に今いま更さらながら気が付いた。

「……ジュリア王女？　炎ほのおの女王にそっくりだ」

　そりゃあ元々姉妹なのだから似ていても不思議は無いのだが、昼間いわれの無い殺気を放っていた人物とティアの未来の姿が似ているのは……何か腑ふに落ちない。

「……それで？　血風戦姫がどうしたのさ？」

「気が付かない？　顔を良く見て……左ひだり頰ほほ」

「左……あ!!」

　そう言われて俺は初めて気が付いた。そこにあった物が無くなっている事に。

「顔面にあった三本の爪つめ痕あとが……傷が無い!!」

　以前は確かに痛々しく張り付いていた傷きず跡あと、それが消しよう滅めつしていた。

「あの傷は魔ま竜りゆうと化したグランツを仕留める時に付いた傷。グランツが魔竜になった原因はそもそも王女アリーシャが生贄にされたから。これはアカシックレコードに変化が現れ出した良い証しよう拠こよ」

　そうだ、そもそも前回エクレアでの事件で『アリーシャが生贄になる未来』を潰したのだから同時に『グランツが魔竜になる未来』も潰した事になる。つまり……。

「歴史が変わり始めているって事だな！　このまま行けばティアの運命も……」

　俺が最終的に変えようとしているのはティアの死に繫つながる未来だ。それの具体的な兆きざしが現れてきたならこんなに嬉うれしい事は無い。

　しかし興奮気味の俺をルーチェは冷静に窘たしなめた。

「落ち着きなさいよ、あくまで変わったのは顔の傷だけ。結末が変わっていないのはこの姿で分かるでしょ？」

「ぐ……確かにな」

　ティアの運命が全て変わったなら、そもそも十年後の姿が血風戦姫な訳はないのだ。

「おまけに今回少しでも良い兆しが見えた事は、闇やみ渡わたりにとって面おも白しろくないでしょうし」

「闇渡りか……」

　ルーチェを含ふくむ神々は一人が一つの世界を担当しており、本来は自分の担当する世界以外には干かん渉しようできない。

　だが、人間の『虚きよ無む』の感情に憑ひよう依いして世界に干渉しようとする神が存在する。

　そいつらはルーチェのようなより良い未来を目指す『改編者』や、傍ぼう観かんを選んだ『司書』と呼ばれる神々とは異なり、最悪な未来を目指すという非常に趣しゆ味みの悪い感性を持った連中だ。

「残る火種は後一つ『水神国の内乱』。あの性悪女が手を……いえ、口を出さない訳はないでしょうね……」

　よっぽど闇渡りが気に食わないようで、ルーチェは眉まゆをひそめて爪つめを嚙かんだ。

「爪嚙むのは止やめなさい。女の子が……」

「ア……ごめん。つい……」

　恥ずかしそうに親指を隠かくすルーチェ。いつもなら小言を付け加えるところだが今日は止めておく。気分的には俺も目の前の幼女と一いつ緒しよだから。

「水神国の内乱についての解読はまだ不完全なのだけれどね」

　そんなルーチェが話した地名に俺は引っかかった。

「水神国って言ったよな？　確かさっきティアからも聞いた国の名前のような……」

「さっき……ああ、そうそうティアリス王女の思い出の場所よ。聖水が国の重要資源でもあるデネル湖がある水神国ベルガとアンダイル……」

「聖水だって？　何か特とく殊しゆな水でも湧わいてんの？」

「うん？　私には違いが良く分からないけど……何でも水の精せい霊れいが住むこの湖は七色の水源とかって言われていて、汲くみ取る所で微び妙みように味が違うとか何とか……」

　汲み取る所で微妙に違う味……もしかすると一つの湖なのに場所によって性質の違う水が湧いているって事か？

　地球上ではありえない事だがここは異世界、空飛ぶ魚や巨きよ大だい植物に比べたらその程度は普ふ通つうな気がしてくる。

「一応、内乱までの期間は二年以上ある事にはなっているわ」

「一応……な」

　注ちゆう釈しやくを入れるルーチェの表情は険しい。前回自分が知らせた猶ゆう予よが闇渡りによって前まえ倒だおしされた事を警けい戒かいしているのだろう。

「なら、趣味と実益を兼かねて……行ってみるしかなさそうだな。ティアの思い出の地に」

　俺は頭を搔かいて今後の計画を口に出した。

「今後の火種の情報収集とラーメンの材料探しに……!!」

























　エルモント王国の訓練場は許可さえ取れば、24時間いつでも使用ＯＫという便利な共同施し設せつだ。

　ある日の早朝、朝もやがまだ晴れないというのに訓練場ではすでに数十人の屈くつ強きような兵士たちが真しん剣けんな表情で一人の女性を見み据すえていた。

　しかし中心に立つ女性は涼すずしい表情、むしろ囲んでいる連中の方が緊きん張ちようの面おも持もちだ。

　タンクトップにスパッツ、見事なボディラインの女性は手足に赤い宝石のある特殊な手てつ甲こうとブーツ。常人ならばまともに扱あつかえない魔道具『炎ドラゴ龍ニツク・爪クロー』。彼女──炎の女王と称たたえられるジュリア・Ｅ・カルヴァドスの代名詞とも言われる代しろ物ものだった。

　自らの燃える魔ま力りよくを炎龍爪へと共鳴させ、それぞれの赤い宝石が淡あわく輝かがやく。そしてジュリアは静かに言った。

「……来い」

「「「「「「おおおおおおおおおお[image: !!!]」」」」」」

　それが合図、囲んでいた屈強な兵士たちは一いつ斉せいにジュリアへ襲おそい掛かかった。

　近きん距きよ離りからは木ぼつ剣けんを打たれ、遠えん距きよ離りからは魔ま力りよく弾だんを放たれる。

　常人であれば絶対に大おお怪け我が確実な逃にげ場の無い波状攻こう撃げき。

　しかし、そんな息吐つく暇ひまも無い攻撃を、ジュリアはその場から動く事無く体たい捌さばきのみで受け流して行く。

　打ち下ろされた木剣を右みぎ腕うでを回していなし、横よこ薙なぎの木剣に左手を添そえて側転、無数の魔力弾を左足のみで受け止め、最後に突つきを繰くり出した兵士の木剣の先せん端たんに右足で乗った。

　対たい峙じする兵士ですら魅み了りようされる刹せつ那なの動き、しかし一撃げき目めがかわされた事を自覚した兵士は乗られた木剣を素す早ばやく引く。

　何しろこの訓練の一撃目は彼女には防ぼう御ぎよの訓練、二撃目からは攻撃の訓練に入るのだ。

　兵士が警戒したのは正解だったのだが「ヒュ」と息を吐はく音が聞こえたと思った時、切っ先を見ていた兵士の下から声が聞こえた。

「ワンテンポ遅おそい」

　その瞬しゆん間かん兵士は腹部に食くらった強きよう烈れつな一撃で吹ふっ飛ばされた。体格の小さい女性が大男を吹っ飛ばした事に驚おどろきもせず、別の兵士たちが木剣を手に殺さつ到とうする。

「覚かく悟ご!!」

「甘い……」

　振り下ろされる木剣を横からいなして、そのまま木剣を握にぎった兵士ごと地面に引き倒たおす。後ろから迫せまる兵士を水面蹴げりで倒し、倒した二人を遠距離で構えていた魔ま導どう士したちへとブン投げ吹っ飛ばす。

　それが全すべて一いつ瞬しゆんの出来事、ダメージを食らった兵士の呻うめきが後から聞こえてくる。

「おおおおおお！」

　そして最後に残った一番体格の良い兵士とジュリアはわざと組み合った。

「があああああ！」

「……」

　体格では優に三倍はありそうな力比べ、しかし体格で勝まさるはずの兵士の方が苦く悶もんの表情で押され始めた。

「ぐああああ……おおい！　お前らも手伝え!!」

　必死の表情の男の声に周りで見ていた三人の兵士が加わった。いずれも同じように力自じ慢まんで体格の大きい男たちである。加わった計四人の男の力で一瞬だけ押し返したかと思われたその時、ジュリアは不敵な笑えみを浮うかべた。

「はああああああ!!」

　ジュリアが吼ほえると四し肢しの宝石が激しく輝きを増す。そして……。

「「「「おおおあああああああ!!」」」」屈強な男たちは一瞬で押し負けて吹っ飛んだ。







「ふう……」

　一息吐いて汗あせを拭ぬぐうジュリアに力負けした兵士から声が上がった。

「参りました。まったく……俺たち『紅ぐ蓮れん』は、姉あね御ごを守る為ために結成された部隊なのによ。これじゃあ立つ瀬せがねぇや」

　各おの々おの立ち上がりながら苦く笑しようを漏もらす兵士諸君。彼らはエルモント王国騎き士し団第三部隊、その中でもジュリアを守護する為結成された特殊部隊『紅蓮』の者たちだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？　なにぶんお前らとの演習は腕うでが立つ分加減が出来ん」

「そりゃあ喜んで良いところなんすかね？　どの道一瞬でやられちゃ世話ねぇよ」

　心配するジュリアに愚ぐ痴ちを漏らしたのは巨きよ軀くの兵士。

「何度も言っただろう？　私の動きや力は炎龍爪を使った反則技だと。本来の力比べだったら私はお前の足下にも及およばない」

　それは世辞でも何でもなくジュリアにとって厳然たる事実。体内のエネルギーを火の魔導具で爆ばく発はつ的に燃やす事で得られる力なのだから。

　ようするに火の魔ま法ほうによる瞬間的なカロリー消費、世の女性たちには垂すい涎ぜんの技術だ。

「……にしても珍めずらしいっすね？　姉御が演習に参加するのは」

「本当だな。いつもは月一くらいなのに……」

　非常に目め敏ざとい部下たちからジュリアは顔を背そむけて頰ほおを搔いた。

「少し……思うところがあってな……」

「はあ……」

　数日前にあったパーティー、その翌日にジュリアのもとに三等分された緑色の果実が届けられたのだ。ある人物から怒りを込めて……。

　その人物からのメッセージを正確に受け止めて以来、彼女はモヤモヤを吹き飛ばそうと訓練に勤いそしんでいるのだ。

　その事を思い出し、ジュリアは忌いま々いましげに呟つぶやく。

「……言われなくても……」

　固く握った拳こぶしから自然と魔力の炎ほのおが漏れる。

　そんな中、ジュリアは訓練場から見える王宮の陰かげから怪あやしいくらい周囲を警戒する人ひと影かげがいる事に気が付いた。

「？……あれは」




　　　　＊




　エルモント王国の主要都市エルモントシティは王城を中心に城下町が広がる形で形成されている。城下町のだいたい西側、少し外れた場所にその駅舎は立っていた。

「ここが民間の風馬馬車の停留所か。え～っと……目的の馬車は……」

「水神国行きの馬車は駅舎から二番目のアレだ。ほら、あの青い旗を付けてるヤツ」

「ああ、ありがとうございます……ってあれ？　ククールさん？」

　背後から聞こえた声は友の為に影を演じる銀ぎん髪ぱつのクールガイ、諜ちよう報ほう部隊隊長のククールさんのものであった。

「はよっす。どうしたんですか？　こんな朝早く……」

　現在は日が昇のぼって少し、日本から持ち込んだ時計は六時半を指している。

「それはこっちのセリフだ。君が水神国に赴おもむくと聞いたものでね」

　そう、俺はこれから件くだんの水神国へ行くところだ。

　ルーチェの情報だけでは、また闇やみ渡わたりに出し抜ぬかれるかもしれない。そう思い、表向きはラーメンの水を探す水質調査の名目で研究員として……いわば出張のようなものだ。

　ただ今回は親善大使として向かったエクレアとは違ちがい、王女のティアを連れて行く訳には行かないので俺一人である。その辺を説明するとククールさんは鼻を鳴らして苦笑する。

「そりゃまた……よくティアが納なつ得とくしたな」

「いえ……揉もめまくりました。私も行きたいですって見えざる尻尾しつぽを振りまくり、瞳ひとみをウルウルさせる子犬を振り切るのが……断腸の思いで……」

「ああ……それは分かる」

　元々はティアやキリカさんと一いつ緒しよに幼少期を過ごした幼おさな馴な染じみであるククールさんにはその辺の感覚に覚えがあるようだ。

「しかし、その罪悪感を振り切ってまで行く理由は……聞かない方が良いのか？」

「……そうしてもらえると、ありがたいです」

「そうか……」

　元々悪役を演じている彼は、俺が何かを隠かくしている事を何となく察しているようだ。

「でも、気を付けて行って来いよ？　大っぴらじゃないがあの国の情勢は決して安全とは言い難がたいからな」

「やっぱり……内乱？」

「そこまでは言わんが、東のベルガと西のアンダイルは今もって犬けん猿えんの仲だからな。一いつ触しよく即そく発はつってヤツだよ」

　聖水の湖デネルを有する水神国は、元々『デネル』という一つの国だったらしい。

　ところがお決まりの後こう継けい者しや争いで何百年も前に国は分ぶん裂れつ、『西水神国アンダイル』と『東水神国ベルガ』に分かれてしまった。

　そして現在も両国のいがみ合いは続いているのだとか。

「何も無ければ俺が一緒に行ってやりたいが……あいにく我が国の王宮も情勢が不安定でね。大臣の腰こし巾ぎん着ちやくとしては動きが取れないんだよ」

　彼の本ほん性しようを知ってから理解したが、基本的にククールさんは酔よって愚ぐ痴ちるキリカさんが言うところの〝昔のアイツ〟のままだった。

　ようは義理人情に厚い、気の良いアンちゃんなのだ。

「気にしないで下さい。そっちの仕事を邪じや魔ましちゃ悪いし……。でも不安定って？」

　俺の言葉にククールさんは少し考えてから口を開く。諜報部として俺に漏らして問題無いか情報を整理したようだ。

「王宮内部で派は閥ばつが勝手に出来上がりつつあるんだ。『雷らい迅じん』派か『炎の女王』派かでな」

「あ～なるほど……」

　それだけで大体の察しは付いた。つまりあのパーティーでの延長、水神国と同じで後継者争いか。現状分裂している他国を思うと何かやるせない気分になってきたな……。

「まあ……そんな訳で、ほら！」

「え!?　わとと……」

　ククールさんが急にほうってよこした小さな布ぬの袋ぶくろには、銀貨が詰つまっていた。

「！　ククールさん、こんな大金は……」

「さる筋の方から、路銀の足しにしろって君に渡わたすよう頼たのまれたんだよ。綺き麗れいな金だから心配すんな」







　そんな感じで思わぬ臨時収入を手に、俺は西水神国アンダイル行きの風馬馬車へと乗り込んだ。早朝だし乗客は少なく、五十人は乗れそうな客席にせいぜい五人程度がまばらに座っているのみだ。行商人風の男や、ローブをまとったいかにも魔導士っぽい人等々。

　二人がけの椅い子すに一人で座ると、間も無く風馬が鳥に似た甲かん高だかい嘶いななきを上げて走り出す。相変わらずサスペンションも無い馬車の乗り心地ごこちは最悪で、揺ゆれと衝しよう撃げきにしばらくすると腰こしが痛くなってくる。

　しかしそれでも人力よりはるかに速い。あっという間にエルモントの町並みが見えなくなり草原が目の前に広がる。

　そこには魚屋の大将の話が噓うそではない証しよう拠こに、至る所で魚が浮ふ遊ゆうしていた。

　水族館の水すい槽そうを眺ながめているような不思議な光景、そんな景色を眺めながら２時間はたった辺りで馬車は急に停車した。ガクンといきなりの衝撃に前につんのめってしまう。

「な……何だあ？」

　行商人の男が不満を漏らすと御ぎよ者しやが客車に乗り込んで来て頭を下げる。

「お客様申し訳ございません。ただいま進路上をカツオの大群が通過中です。しばらくお待ち下さい」

「カツオの大群？　それってもしかして……刺ささりガツオ？」

　俺の疑問に御者さんは人のよさそうな顔をしかめて肯こう定ていする。

「はい、秋の風物詩ではありますが……最近多いのですよ」

　そう言われて俺は客車から降りて進路上の草原へと目を向けた。

　前方に広がる緑の草原に張り付く道を、黒い線が塞ふさぐようにかかっている。いや、良く見るとそれは線ではなく点の集合体。昔テレビで見た事のある蝙蝠こうもりの群れに酷こく似じしている。

　ただ、スピードが尋じん常じようではない。たまたま進路上にあった小さな岩山が、群れに巻き込まれた瞬しゆん間かんに砕くだけ散り、爆発音が後から聞こえてきた。

　すみません。昔のコントとか思って申し訳ありません。

　大将の言った事は大げさでも何でもなかったのだ。

「タタキにしたヤツは普ふ通つうに美味うまかったのに……」

「はい、あれは本当に美味おいしかったです」

「そうだろ……ん？」

　俺は背後から聞こえた声にとっさに振ふり返る。しかしそこには俺同様興味本位で客車から降りて来た乗客たちしかいない。

　……何か今、凄すごく聞き慣れた声が聞こえたような。

　しかし考える間も無く御者さんが言った。

「刺さりガツオの通過まであと少しですので、そろそろ乗車して下さい」

　そう言われて俺を含ふくめた乗客は全員ゾロゾロ客車に乗り込んだ。扉とびらが閉まろうとしたその瞬間いきなり何者かの手が隙すき間まから突つっ込まれ、バンと強ごう引いんに開かれた。

「ハー、ハー、ハー……ヒー」

　その人物は俺の良く知っている人物、息も絶え絶え、滝たきのような汗あせを流ながし、乱れまくった前まえ髪がみの奥から光る眼光が激しくギラついている女性騎き士し。

「キリカさん？」

　足をふらつかせ乗り込んで来たキリカさんは確かく認にんの必要も無いくらいに疲ひ労ろう困こん憊ぱいだが、その瞳は明らかに怒りに燃えていた。

「ハーハー……ゴホ、ダイチ……」

「いったいどうしたんですか？　そんなフルマラソン後の選手みたいに」

　激しい息切れでしゃべる事もままならないらしい。

　水すい筒とうを差し出すとキリカさんは引ったくり、一気に水を喉のどの奥へと流し込む。

「ブハ……サンキュー。少し……落ち着いて来た……」

　口元を拭ぬぐうキリカさんの仕草にいつもの爽さわやかさは無く、阿あ修しゆ羅らのごとく迫はく力りよく満点だ。

「な、何か用っすか？」

　発言を間ま違ちがえた時点で身に危険が及およびそうなので、おっかなびっくりキリカさんに聞く。

「いや、用があるのは君じゃない……」

「は？」

　そう言いつつ呼吸を整えたキリカさんは客車の中心をツカツカ歩いて、ローブを着た魔ま導どう士し風の人物の前に立った。

　その瞬間、あからさまにその人物は体をビクつかせた。

「用があるのは、こっちのバカ娘むすめの方よ！」

　キリカさんがそう言って魔導士風のローブを剝はぎ取ると……。

「……ティア、何してんの？」

「ア……アハハ……」

　それは見間違えようもない、いつもと同じ三つ編みで町娘姿が板に付きまくり、そろそろかまぼこになれる王女様であった。

　キリカさんは怒いかりの形相でティアの背後に回って両拳こぶしで頭をグリグリする。

「な、に、してんのよ！　王宮じゃいきなり王女が消えたって大おお騒さわぎなのよ!!」

「イタイ、イタイ、イタイ……だってコウさんデネル湖に行くって言うから……」

　……大体の察しは付いた。今回連れて行けないって事に納得の行かなかったティアは、城から無断で抜け出して付いて来ちゃったのだろう。

「……私今日は非番だったんだけど、ティアがいなくなったって王宮から緊きん急きゆう連絡があったのよ。思い当たるのがダイチが行くデネル湖だと思ったら案の上……」

「しっかし……キリカさん、よく追い付けたな。エルモントから既すでに結構離はなれてるのに」

「スカイダッシュの連続運用で何とか。馬車が止まってなければお手上げだっただろうけどね。……おかげで魔ま力りよくも体力もスッカラカン、今日はもうスカイダッシュは使えないわ」

[image: ]

　そう言ってキリカさんはティアの腕うでを摑つかんだ。

「さ、帰るわよ」

「え……」

　その途と端たんにティアの表情が絶望に染まる。当然といえば当然、今回は王女を守れる態勢での移動ではない。キリカさんが追い付いて来たのはティアの安全確保の為ためだ。

「コ……コウさ～ん」

　あからさまに俺に助けを求めるティア。一いつ瞬しゆん助けてあげたくなるが、さすがにな。

　俺からも今回は帰るように説得しようとすると、御者さんが口を挟はさんだ。

「何だか分かりませんけど……引き返すのは無理ですよ？」

「え？　いや馬車ごと引き返せなんて言いませんよ。途と中ちゆうで下車して……」

「いえその、そういう事ではなくてですね……」

　御者さんは口ごもりながら黒い線に見える刺さりガツオの群れを指差した。

「あの刺さりガツオの群れはどういう訳かこの時季には草原を蛇だ行こうする感じで回遊するんですよ、水神国からエルモントへの道に沿って。今回は運良く前方に発見できましたけど、運悪く直ちよく撃げきされたら怪け我がじゃすみません」

「は？　つまり……魚群が抜ぬけるまでは草原を戻もどれない？」

「はい、一つの魚群が草原を抜けるまで二～三日はかかります」

「にさんにち!!」

　驚きよう愕がくの表情を浮うかべるキリカさんとは対照的に、パアッと表情を明るくするティア。

「水神国へ行くのは大だい丈じよう夫ぶなんですね？」

「それは問題ありません。魚群は後退はしませんし、次の魚群が来るのは一～二週間は掛かかりますから」

「では魚群より上空を、翼よく竜りゆうを使って行けば……」

　最後の希望とばかりに別の方法を口にするキリカさん。だが御者さんは眉まゆをひそめた。

「残念ですが翼竜は魚群がいる場所は飛んでくれないんです。危険を本能的に察知するみたいで……」

「く……」

「こうなっては一いつ緒しよに行くしかないね……」

　俺が半分諦あきらめろと感情を込めてそう言うと、キリカさんは舌打ちをしてティアの隣となりにドカリと腰を下ろした。

「キリカ？……あの……怒おこって……ますよね？」

　恐おそる恐るティアが話しかけると、キリカさんは腕を組んで「ふん」と鼻を鳴らした。

「私が何を怒っているか……分かるかしら？」

「え？……それは」

　目を伏ふせて悲しげな目をするティア。そんな彼女の頭をキリカさんは急にホールドして右拳をグリグリする。

「どーせやらかすなら私も巻き込めって言ってんの！　何年アンタの親友やってると思ってんのよ水みず臭くさい!!」

「みゃ～～～ゴメンなさいゴメンなさい！」

　途端に笑い合いじゃれ合う女子二人。仲良き事は美しきかな……。

　結局今回の調査もいつもの面子メンツで行く事になったようだ。

「これも一つの予定調和なのかな？」




　　　　＊




　それから馬車は幸いにも今度は途中で止まる事も無く、数時間のうちに目的地である西水神国アンダイルへと到とう着ちやくした。しかし……。

「これが聖水を湛たたえるデネル湖？」

　俺は目の前に広がる光景に思わず絶句してしまった。

　ティアやルーチェの話から俺は、透すき通るくらいに青く美しい湖をイメージしていた。だが実際の湖は毒々しい程ほど緑色に濁にごり、周辺にある木々は軒のき並なみ立ち枯がれている。

　見た目の印象を言うなら──地じ獄ごく絵図だった。

「そんな……あんなに美しかった湖が……」

「これじゃあ飲用どころか魚だっているかどうか……」

　ティアの反応とキリカさんの言葉で元からこうではなかった事がうかがい知れる。

「こいつは水の精せい霊れい様さまの怒りじゃ……」

　精霊の怒りという物ぶつ騒そうな言葉に振り返ると、いつの間にか見知らぬ爺じいさんが立っていた。黒い口くち髭ひげを生やした、何と言うか頑がん固こそうな爺さんである。

「精霊様の……怒り？」

　ティアの呟つぶやきに爺さんは目をむいて詰つめ寄ってくる。

「そう、精霊様は怒っておる！　いつまでも憎にくき東のベルガをのさばらせている事に！」

「は……はい？」

「湖の中心にある水精霊の神しん殿でん、そこに精霊様は封ふう印いんされておるのだ」

「精霊が……封印？」

　エクレアのボルフィン火山にかつて封ふうじられた火の精霊がいた。前回は辛からくも再封印する事が出来たけど……まさか、またその類たぐいなのか？

「数百年も前の事じゃ。まだ国がデネルだった頃ころ、ベルガの先祖共は事もあろうに我らの守り神である水の精霊を封印しおったのじゃ！」

「ベルガが？」

「そう……じゃが奴やつらはその事実を認めようとはせず『封印したのはアンダイルの人間だ』などと言いがかりを付け、更さらに『精霊様は自分たちのモノだから返せ』と……盗人ぬすつと猛たけ々だけしいにも程がある！」

　自分語りで怒りを露あらわにする爺さんは顔を真っ赤にしている。

「じゃから、精霊様は言っておられる。さっさとベルガを滅ほろぼして我が封印を解けと……」

「そ、そんな……」

　悲痛な顔をするティアを他所よそに、俺は一応持参したバケツに湖の水を汲くんでみた。

　ひどい悪あく臭しゆうを放つ水、そして水面に浮かぶ緑色の物体。かなり汚お染せんされた状態なのだが、こんなのを日本でも見た事がある気がする。

　思わず顔をしかめつつ湖周辺の状じよう況きようを確認すると、西水神国アンダイルの町並みから繫つながる水路が見えた。そこから湖に流れ込んでいるのは多分生活排はい水すいだろう。

「もしかしてこれ……アオコか？」

　だとしたらこれは魔ま法ほうとか精霊とか以前の問題なんじゃ？

「爺さん、ちょっと聞いても良いかな？」

「何じゃ若いの。話の腰こしをおってからに……」

　調子良く隣りん国ごくの悪口を並べ立てていた爺さんは少し不ふ機き嫌げんそうだ。

「湖がこんな感じで緑色になったのはいつからなんだ？」

「……ここ数ヶ月ほどじゃ。最初は少し緑色の物が浮いてるくらいだったがの……」

「ここ数ヶ月？　爺さん、町から湖に流れ込んでいるあの水路はいつからの物なんだ？」

「？　ワシが幼い頃からあのままじゃ。何百年も前じゃと思うが……それがどうした？」

　排水は何百年も続いていて、汚染は最近始まったというのはさすがに計算が合わないな。

「ふう[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]ん……」

「コウさんどうしたのです？」

　考え込む俺を心配したティアが覗のぞき込んだ。

「んー正直俺の知識はティアにとっては異次元の事だし、何しろ世界観が違ちがうからそれが合っているとは断言出来ないんだが……」

「はあ……と言いますと？」

「水質汚染の原因は精霊様が怒ったとかじゃないんじゃないか？」

「貴様！　何を根こん拠きよにそんな根も葉も無い事を！」

　俺の言葉に傍そばで聞いていた爺さんはそう怒ど鳴なると、ハッとした表情になった。

「そうか貴様……ベルガの者じゃな？　デネル湖の状況の責は自分たちには無いとアンダイルにデマを流そうと企たくらんでおるのじゃな……」

「は？　何言ってんの」

「そうはいかん！　貴様らの思い通りにはさせんからな！」

　そんな事を言って爺さんは見た目の年ねん齢れいよりもはるかに機き敏びんに立ち去って行った。

「何だったんだ？　あの爺さん」

「あんまり不用意な事言わないでよ？　水神国は精霊信しん仰こうの厚い国なんだから」

　俺が疑問に思っているとキリカさんが手を腰に注意してきた。

「……それで？　この湖の状態に対する君の見解は？　副所長」

　キリカさんの言葉にティアも「ふんふん」と頷うなずく。

「あそこに水路があるのが分かる？　あそこから生活排水が湖に流れ込んでいるだろ？」

「え～っと……そうですね。でもそれがどうしたのです？」

「細かい説明は端折はしよるけど、流れ込んでくる排水は栄養があり過ぎる水なんだよ」

「栄養が……あり過ぎる？」

「それが……どうしたの？　栄養があるとダメなのかしら？」

　俺の説明に首を傾かしげる二人。俺は彼女たちにさっき汲んだバケツの水を見せる。

「この水に大量に浮かんでいる緑色のコレなんだけど……俺の世界での知識と同じなら、コイツは植物の一種、アオコだと思う」

「アオコ？　植物なんですか？　コレが？」

　どうやらティアたちにとって範はん疇ちゆう外の知識のようだ。まぁ普ふ通つうの人間は知らないよな。

　おそらくこの湖は過か剰じような栄養によってアオコが増ぞう殖しよくしてしまい、そのせいで太陽光が遮さえぎられて湖中の生物が死し滅めつし、腐ふ敗はいし、汚お泥でい化してしまったのだ。そもそもアオコ自体が発生させる毒素も一つの原因だとは思うけど。

　いつの間にか体育座りで俺の話を聞いていた二人の表情がみるみる暗くなっていく。

　気持ちは分かる。俺もこの手のドキュメンタリーなんかを見ると気持ちが鬱うつになって、必要以上に排水に気を遣つかうようになるものだ。

「そんな……人間の生活排水の為に……湖が……」

「じゃあダイチは精霊じゃなくて水神国の人間がこの湖を汚染しただけと言いたい訳？」

「うん、ただそれは原因の一つだと思う」

「一つ？　他ほかに原因があるの？」

　そう、それだとどうしても納なつ得とくのいかない事がある。単純に計算が合わない。

「あの爺さんが言うには生活排水を垂れ流していたのは何百年も前からなんだろ？　だったら何百年も前からこの湖はアオコだらけじゃないとおかしい」

「ああ！　確かに!!」

　ティアが両手を合わせて立ち上がった。

「あのお爺さんの話では汚染が始まったのは数ヶ月前、それはおかしいです」

　それにそんな状態の湖だったら、幼少期に訪おとずれたティアが見た透き通る湖の思い出がある事もおかしくなる。

　ただ、ここからは地球での常識からは外れた発想で考えなければならない。

「汚お水すいを浄じよう化か出来る何かがこの湖にはある……もしくは数ヶ月前まであったんじゃないかと思うんだけど……」

「浄化する何か……って何です？」

「水質汚染の講義に比べて自信無げね」

「そう言われてもなぁ……水質汚染の改善っていうかアオコの処理って実際はスゲー大変なんだよ？　各自治体やらボランティアやらが協力して何年もかかってようやく改善するかもしれないって問題なんだから……」

　そう、汚水処理は簡単にはいかない。何百年も前から生活排水を垂れ流していたのに透とう明めい度を誇ほこっていたのなら、なおさら高度な浄じよう水すいシステムが無い訳はない……はず。

　そう、それこそ何というか科学的ではなく異世界的な。

「ティア……前ここに来た時と何か違いは無いか？　細かい事でも良いからさ」

　漠ばく然ぜんとした質問だが、こうなると以前を知っているティアだけが頼たよりだ。

「そうですね……私の記き憶おくでは透き通るような青い湖と……」

　そう言ってしばらく唸うなっていると、急に彼女は声を上げた。

「あ！　そうです思い出しました。確かデネル湖の湖畔には見事なバラの木が無数に生えていたはずです。バラの花がそれは見事に咲さき誇っていたのを覚えています」

「バラの木？」

「ええ。紅白に彩いろどられた美しいバラがデネル湖の湖畔に映はえて、それは美しい光景でした」

「紅白とは、まためでたいな。誰だれかが意図的に植えたのならいいセンスだ」

　うっとりとしながら話すティアにそう応じると、彼女は首を振ふった。

「いえ違います。赤と白のバラを植えてあるのではなく、同じ木、同じ枝から赤と白のバラの花が咲くのですよ」

「同じ枝から!?」







　ティアの記憶を頼りに昔湖畔で見たというバラの木の群生場所へ足を運んだ。

　距きよ離りとしては数分程歩いた場所なのだが、俺たちが目にしたのは見事に立ち枯れてしまっている木々であった。

「やっぱり……ここもですか……」

　あからさまに落ち込むティアの肩かたをキリカさんが支えてやる。元の光景を知るだけにショックは大きいのだろう。立ち枯れた木々の葉は茶色に染まり、花もほとんど落ちている。

　ただその花が俺は気になった。落ちている花も、かろうじて枝に付いている花も、全すべてが白なのだ。

「ティア。本当にこのバラの木は紅白の花が咲いていたのか？　ここに落ちてるのは全部白だけど……」

　一つ拾ってみるが、端はしは茶色く変色していてもそれはやはり白色のバラだった。

「そんなはずはありません。幼い頃私は紅白のバラを頂いた事があるんです」

　少しムッとして言うティアの顔には噓うそは見えない。っていうかこの娘こが噓を吐つけるとは思えないしな……。

　俺はそれを踏ふまえて枯こ死ししたバラの木を良く見てみると、奇き妙みような事が分かった。

「……枝に花をもぎ取った跡あとが大量にあるな」

　それは枯死したバラの木全体に言える事だった。剪せん定ていとは違う。白いバラの花とは別の……まるで半数はあった紅いバラの花を全てもぎ取った跡のような……。

「見付けたぞ、ベルガの手先どもめ！」

　静せい寂じやくを切り裂さくように、突とつ然ぜん後ろから叫さけび声が聞こえた。振り返るとそこにいるのはさっき走り去った黒くろ髭ひげの爺じいさん。よっぽど急いだのか息切れしている。

「ぜえ、ぜえ……どこに隠かくれたかと思えばこんな所におったとは」

「おいおい……無理すんなよ爺さん」

「そうですよ。お体は大切になさって下さい」

「う……やかましい！　ベルガの手先が優やさしくするな！　最近孫すら冷たいというに」

　何やら悲しげな家庭事情が聞こえたが、そんな事を言っていられないようだった。

　爺さんの背後から手に武器を携たずさえた二十人程ほどの自警団っぽい連中が現れたから。

「皆みなの衆！　こいつらが精せい霊れい様さまを侮ぶ辱じよくしアンダイルにデマを流そうとするベルガの手先どもだ！　今も湖こ畔はんでよからぬ事を企んでおったに違いない！」

「え？……いやいやいや、ちょっと待って下さいよ。俺は別に侮辱なんか……」

「そうですよ。むしろコウさんのお話は湖の今後について非常に重要な……」

「黙だまれ！　問答無用！　口答えするのが既すでに敵である証しよう拠こ！　皆の衆、やってしまえ！」

「「「「「「うおおおおおおおおお!!」」」」」」

　膨ふくれ上がった殺気を爆ばく発はつさせた血気盛んな自警団の若者が押し寄せて来た。

　状じよう況きようを確かく認にんしたキリカさんは槍やりを構えて俺とティアの前に立つと、押し寄せた先頭の三～四人の武器を目にも留まらぬ速さで叩たたき落とした。

「え？　ゴハ！」「あれ？　グボ！」

　自警団たちは武器を落とされた事を自覚した瞬しゆん間かんには顎あご、鳩尾みぞおち、後頭部へと正確無比な打だ撃げきを受けて昏こん倒とうしていた。この間彼女は俺たちの前から一歩も動いていない。

　しかしキリカさんの射程圏けん内ないに入る事の危険性を把は握あくした彼らは、距離を保ったまま俺たちを囲み始めた。それを見み据すえてキリカさんは一筋の汗あせを流ながして舌打ちをする。

「……頭に血が上っても戦術の基本は押さえているようね……」

　確かに敵の射程範はん囲い外から囲むのは戦術の常じよう套とう手段。ただ、キリカさんの戦いを何度か見た事のある俺には今日の戦い方に違い和わ感かんがあった。

「キリカさん、スカイダッシュは？　いつもならこのくらいの人数一いつ瞬しゆんで……」

　スカイダッシュを併へい用ようした空中奇き襲しゆう攻撃、キリカさんが最も得意とする戦い方のはずなのだが、今日は地に足を着けて槍やり捌さばきのみで戦っている。

　俺がそう言うとキリカさんは苦く笑しようして言った。

「忘れたの？　言ったでしょ、私今日は魔ま力りよくを使い切ったって……」

「あ……」

　そうだった。キリカさんは今日は非番だったのに、ティア不在の報を受けて慌あわてて馬車に追い付く為ために魔力を使い果たしたのだ。おまけに全力疾しつ走そうを繰くり返したせいで体力も底を突きかけているはずだ。

　更さらに問題なのが戦えない足手まといの存在──俺とティアがいる事でキリカさんはその場から動かないのではなく動けない。俺たちが背後にいなければ、槍捌きだけでもキリカさんはこの場を切り抜ぬけるのだろうが……。

　そんな事をしていると自警団の集団の中で、手から赤い光を発する連中が前に出る。

「げ……あれって……」

「……当然、次はそう来るよね……」

　それは俺にも見覚えのある火の散さん弾だんを放つ遠えん距きよ離り攻撃、囲みの外から蜂はちの巣すにする魂こん胆たんがアリアリだ。

「「「「火弾丸フアイヤーブリツツ!!」」」」

「伏ふせろ！」

　火の魔力による無数の散弾、それらが殺さつ到とうするのとキリカさんの声はほぼ同時。俺は咄とつ嗟さにティアへ覆おおいかぶさった。

「はああああああああ!!」

　裂れつぱくの気合いでキリカさんは槍を振り回して無数の散弾を受け止める。甲かん高だかい金属音が連続して聞こえるが、弾はじき損そこねた何発かが背中を掠かすった。

「アジィ!!」

「コウさん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　腕うでの中でティアが心配するが、大変なのはむしろ俺よりキリカさんの方のはずだ。

　止とどまる事を知らない魔ま力りよく弾だんの集中砲ほう火かをエンドレスで捌さばき切れる訳が無い。次し第だいに槍捌きから、回転速度と正確さが目に見えて落ちて行く。そして火弾が止やんだ時にはキリカさんは息も絶え絶え、目も虚うつろになり今にも倒たおれそうな程だった。

　フルマラソン後の全力無酸素運動、幾いくら何でも無む茶ちやにも程がある。

「ハア……ハア……マッ……ズ……力が……」

「なかなか頑がん張ばるが……次じ弾だんは避さけられまい」

　自警団たちから嘲ちよう笑しよう混じりの言葉が聞こえた。マズイ、次魔力弾を放たれたら終わりだ。

　かざした手から再度赤い光を放ち出す自警団たち。キリカさんは虚ろな目で、それでもティアの前に立ち槍を構える。

　万ばん事じ休す──俺は覚かく悟ごを決めた。

「全員魔力弾、一いつ斉せいそ……ゴガ！」

　だが次の瞬間、号令を上げようとした自警団の男は妙みような声を上げて倒れた。

　余りの突然の出来事に自警団たちの反応がワンテンポ遅おくれる。そこに現れたのは、一人の女性だった。

「貴様、何者だ!!」

　警けい戒かいの声を上げる男に、オレンジ色の髪かみの女性は不敵に笑った。

　声を上げた男の真横で。

　遠目に見ていた俺には彼女が瞬間移動をしたようにしか見えない。それくらいの速度。

「ゴハ!?」

　自分の真横に彼女がいる事に気付く事も出来ずに男は裏うら拳けんを食くらって意識を失った。

「遅おそい。不ふ審しん者を視し認にんしたなら有う無むを言わせず即そく行動に移れ。それが不審者でなく敵対者であった時はこうなる……」

「おのれ火弾丸、撃うてえええ！」

　女性の呟つぶやき、いや指導に同調したように一気に魔力弾を放つ自警団たち。

　しかし女性は散弾が殺到する前に、地面に右足をいわゆる震しん脚きやくのように踏み込んだ。

「炎レツ脚グレツ爆ドウオ壁ール！」

　その瞬間彼女の前の地面から激しい火柱が立ち上って無数の魔力弾をかき消した。

「炎脚爆壁だと!?　実戦であの高度な火か炎えん魔ま法ほうを使いこなすとは何者だ!?」

　激しい火柱に驚きよう愕がくする自警団たち。しかしその間にも女性は火柱を突つき抜いて来る。

「何！　ガゴッ！」

　腹部に膝ひざ蹴げりを食らい妙な声を漏もらして昏倒する。慌てて別の自警団が魔力を放とうと手を向けても既に遅く上段回し蹴りが当たって吹ふっ飛び、勢いそのまま体全体を捻ひねって後ろの敵に踵かかとを落とす。

　無む駄だの無い動きは完全なるワンサイドゲーム。彼女が動きを止めた時、その場で意識を保っていたのはさっきの頑がん固こ爺さんのみだった。

「ひ……ひい!!」

　戦神の如ごとき彼女の戦いに爺さんは完全に腰こしを抜かしていた。女性は静かに爺さんの前にしゃがむと鋭するどい目付きでゆっくりと口を開く。

「この者たちも、そして私もベルガでもアンダイルでもない……ただの旅人だ。ご老体、勘かん違ちがいなさらぬようお願いする」

「は……はひ！」

　黒髭の爺さんは若じやつ干かん涙なみだ目めでコクコク頷うなずくと、はいつくばった姿勢のまま器用にその場から退散して行った。

　後に残されたのは倒された男たちの中心に佇たたずむ光景が異様に似合う女性。

　今日は軍服ではなく、スッキリとした旅人風の若草色の服にスカーフを巻いているが、明るい特とく徴ちよう的なオレンジの短たん髪ぱつ、鋭い眼光とそして何よりも四し肢しに輝かがやく紅い宝石の魔ま道どう具ぐ。

「ジュリア……姉上様……」

　ティアがその人物の名をうわ言のように呟く。

　ティアの実じつ姉しでありエルモント第一王女、またの名を『炎ほのおの女王』ジュリア・Ｅ・カルヴァドスその人であった。だが次の瞬間、キリカさんが前のめりに地に倒れ伏した。

「キ、キリカ!!」

「キリカさん！　大丈夫か!?」

　俺たちが心配していると自然な動きでジュリア王女が近付きキリカさんの手をとる。そして簡単な触しよく診しんをすると息を一つ吐はいた。

「おそらく大丈夫だ。目立った外がい傷しようもないし、極度の疲ひ労ろうによる衰すい弱じやくだろう」

「そ、そうですか……」

「よかった……」

　ホッとする俺とティアだったのだが、次の瞬間パンと心の底に響ひびく乾かわいた音が響いた。

　それはティアがジュリア王女に頰ほおを叩かれた音、ティアは何が起こったか分からず頰を押さえて固まってしまう。

「姉上……様？」

「ティアリス、お前はこんな所でいったい何をしている……」

　見据えるジュリア王女の目は静かな怒ど気きを孕はらんでいた。

「大方の察しは付くが、お前には王女である自覚が無いのか？　主あるじの行動は偏ひとえに部下に影えい響きようを及およぼす」

「あ……」

「護衛師キリカの今の姿はお前がもたらした災わざわいだ」

　姉からの冷たくも厳しい正論にティアは膝ひざを突いて真っ青な顔を押さえる。

「わ……私のせいで……キリカが……」

「王たる者、己おのれの意図しない事でも部下の命運を左右する。そんな事も分からんのか」

　その言葉が止とどめだったようだ。ティアは気を失ったキリカさんにすがり付いて嗚お咽えつを漏らし始める。

「ごめんなさい……私のせいで……こんな……」

　確かに今回のティアの行動は軽けい率そつ過ぎた。容よう赦しや無いとは思うけどこの説教について俺は口を挟はさむつもりは無い。

「あの……ありがとうございます。危ないところを」

　踵きびすを返して背を向けるジュリア王女に頭を下げると、彼女はムスッとした顔を向けた。

「大した事はない。妹の不始末を処理したに過ぎん……それに君には借りもあるからな」

「借り？」

　そんなものあったっけ？　どちらかと言えば例のパーティー以降彼女に対しては無礼しか働いていないと思うのだが……。

　冷静に考えるとこんなに強い人に対してあの時は強気に出過ぎていた。俺がその辺についても謝罪した方が良いかとか考えていると、ジュリア王女の目付きが変わった。

「！……待て、庭師。何か聞こえないか？」

「何か……て？」

　言われてからなるべく耳を澄すまして周囲の情報を拾ってみる。

　これでも耳は良い方で、学校では必要以上に女子たちと近い所にいたせいで、要いらない情報が自然と入ってきたものだ。どういう訳かこういう時には明るい話題は入って来ないのだが、どうやら今回も例に漏れず悪い情報が入って来る。

「湖の水音、風が枯かれたバラを揺ゆらす音、何か金属がカチャカチャぶつかる音……に交じって『こっちですじゃ、兵士の皆みなさん』とか言ってる爺じいさんの声……」

　自分が並べ立てて言った言葉に背筋が凍こおった。

「……どうやら空耳ではないようだ。私にも同じものが聞こえる」

　そう言って渋しぶい顔をするジュリア王女。つまりさっき腰を抜かして退散したと思われた爺さんが、今度は自警団ではなくアンダイルの兵士たちを連れて来た!?

「あの爺さん無駄に根こん性じようだけはあるな!!」

　絶ぜつ叫きようする俺に対してジュリア王女は冷静に状じよう況きよう分ぶん析せきをする。

「庭師、さすがにこれ以上の戦せん闘とう行こう為いは外交問題になりかねない。ティアリスたちを連れて一いつ旦たん引くぞ」

「異議無し！」

　俺はそう言ってまだ泣きじゃくるティアに駆かけ寄った。

「ティア、新手が来る！　早く逃にげないと！」

「でも……コウさん……キリカが……」

　未いまだにキリカさんを負傷させた罪悪感に押しつぶされ、ティアは腰が抜けたように動けないようだ。俺は涙で濡ぬれまくった彼女の顔面を両手で摑つかんでムリヤリ顔を合わせた。

「コウ……さん？」

「いいかティア、確かに今回お前の行動は軽率だった。姉ちゃんのお叱しかりはごもっとも、反論の余地は無い」

「………………」

「だけど、俺もキリカさんもそれを嫌いやだとは一つも思っていない。それを間ま違ちがえるな」

「……でも現にキリカは……」

　また下を向きそうな顔を俺はグイッと無理やり上げて、キリカさんの心情を代弁する。

「『やらかすなら私も巻き込め』ってキリカさん言ってたろ？　あれは『私には迷めい惑わくをかけろ親友だろ』って事なんだからな！」

「あ……」

　本人不在での憶おく測そくの代弁だが、あながち間違っていないと思う。

「猛もう省せいなら後で幾らでも出来る。それこそ謝罪なら後で本人に目め一いつ杯ぱいすればいい。何なら抱だき付いて泣いてやれ、絶対喜ぶから！　だから今は……」

「……はい」

　返事をしたティアの目にはわずかに光が戻もどっていた。

　こうなればもう大丈夫。そう思った瞬しゆん間かん、背後から寒け、いや殺気を感じた……また？

　俺は最も早はや反射的にジュリア王女の方を見てしまう。咄とつ嗟さに目をそらしたジュリア王女だが、間違いなく彼女は俺にガン付けてたよな……。何やら拳から炎が漏れているし。

　借りがあるって言ってみたりガン付けて来たり……いまいちこの人の行動が良く分からん。印象的には次期国王を狙ねらう質しつ実じつ剛ごう健けんな女戦士って感じだったんだが。

　……それに勢いに押されて思い付かなかった事が一つあった。

「ジュリア……王女。少しお聞きしたいのですが？」

「……言い難にくそうだな。君は軍人ではないし敬けい称しよう敬語は不要だ」

　大おお仰ぎような事を言うジュリア王女である。……何か俺には敬称を使う王族の知り合いが少ない気がするのは気のせいか？

「じゃあ……ジュリアさん。何で今ここにいるんですか？」

　ピシ……その言葉にここまで厳格だった彼女の表情が固まった。おや？

「水神国行きの馬車は刺ささりガツオの回遊のせいで俺たちが乗ってた一台のみ。でも確か貴方あなたは今朝けさも国内にいたはずですよね？」

「な……何を根こん拠きよにそんな事……」

「というか城内にいたはずですよね？　メイドのシェリーさんが、今朝もジュリア王女が演習に出ていたって言ってましたし……」

「庭師のわりに無駄な交友範はん囲いを……」

　アレだけの敵を相手に涼すずしい顔をしていた炎の女王が、滝たきのようにダラダラ汗あせを流し始める。俺がなおも質問しようとすると彼女は「む？」と真しん剣けんな表情に戻った。

「話は後だ庭師！　あれを見ろ！」

　ジュリアさんが指し示した方角を見て俺はギョッとした。すでにアンダイルの兵たちがガチャガチャと鎧よろいを揺らしながらすぐ傍そばに近付いてきていたのだ。

「とにかく隠かくれるぞ！　あそこの森林に」

　俺は気を失ったキリカさんを慌あわてて背負い、ティアは彼女の槍やりを持って、バラの群生地帯から少し離はなれた場所にある森林に向かって走り出した。背後から「いたぞ！　逃がすな！」なんて声が聞こえて来る。

　最早振ふり返って確認するまでもなく間違いなく発見されたようだ。

　方向も何もかも気にしていられず草木を搔かき分けて森林の奥へと進んで行く。

　しかしアンダイルの兵士諸君は優ゆう秀しゆうなようで正確に俺たちの後を追って来る。だいぶ走ったはずなのに気配は消えず、樹木に隠れて姿は見えなくても時々「どこだ！　ベルガの手先ども！」なんて声も聞こえてくる。

　しばらくすると当然というか、専門外である俺とティアの息が上がって速度が急激に落ちて来た。それを見たジュリアさんが大きな木の根元を指し示した。

「二人とも少し休きゆう憩けいをしろ。このままでは護衛師の二の舞まいだ」

　確かにその通り。俺たちは木の根に隠れる格好で腰を下ろす。用心深く背後を覗のぞき込むと木々に隠れてたまに兵士たちの鎧が光って見える。

「く……逃げ切れないか？」

「最悪……もう一暴れするしかないか？」

　ジュリアさんはそう言って手てつ甲こうに触ふれる。

　だがその時、兵士たちの声が聞こえる方に急に白い靄もやのようなものが立ち込めてきた。

　それは段々森林内部に広がって行き、ついには辺り一面、白一色に変えて先が全く見えなくなる。

「こ、これは水みず魔ま法ほうの《白霧の幕ホワイト・アウト》？」

　背後から当とう惑わくした兵士たちの声が聞こえてくる。

「くそ！　だとすると奴やつらはベルガの手先じゃない。盗とう賊ぞく団の一味だったんだ！」

「盗賊団デネルの連中か。自警団で太刀たち打うち出来ない訳だな……」

「……仕方が無い。一旦引くぞ、このままでは遭そう難なんしかねない」

　おそらくリーダー的な男の声に兵士たちの声や鎧の音が遠ざかり始める。そして数分もすると森林自体の音以外何も聞こえなくなった。

「助かった……のか？　連中、引き上げたっぽいけど……」

「そのようですね……」

　俺とティアは安心感から脱だつ力りよくする。しかしジュリアさんは厳しい表情で拳こぶしを正面に構えたままである。

「ティアリス、それに庭師よ。気を抜ぬくのはまだ早いぞ？」

「え……？」

「この霧は魔法によるもの……これを使用した者が味方とは限らない」

　ジュリアさんは構えたまま正面に向かって声を張り上げた。

「礼を述べるべきなのか否いなか判断が付かない。我らとしても助けて貰もらった立場ゆえ、敵対者とは考えたくないのだ。とにかく姿を見せては貰えないだろうか？」

　ジュリアさんがそう言うとその声は結構間近から返って来た。

「君たちは水神国の者ではない。だから一応確認したかったのだけれどな」

　その瞬間、白く辺りを染めていた霧が一いつ瞬しゆんにして晴れた。

　そしてジュリアさんの構える正面には無ぶ精しよう髭ひげを生やした青年と幾いく重えにもスカーフを頭に巻いた勝気そうな女性、その周りを取り囲み武器を構えた人々が立っていた。

「こんな近くにこんなにいたの!?」

　俺と一いつ緒しよにティアも驚おどろく辺り、察知していたのはジュリアさんだけだったようだ。

　こげ茶色の髪かみ、アウトロー風な青年は軽く笑うと手を広げてみせた。

「まずは構えを解いて貰えないか？　我ら『盗賊団デネル』に本気の君と戦せん闘とう出来る程ほどの猛も者さはいないよ。炎ほのおの女王、ジュリア・Ｅ・カルヴァドス王女？」

　いきなり本名を言われたジュリアさん。

　しかし彼女はそことは違ちがうところに驚いたようだった。

「盗賊団……？　言っている意味が分からないのだが……アンダイルのナッシュ王子とベルガのマール王女」

「「えええ!!」」

　盗賊団のリーダー格っぽい二人にジュリアが言った正体に俺とティアはユニゾンしてしまった。


































「う……うん？　ここは……」

　石造りの部屋に設置された簡素なベッド。そこに寝ねかされていたキリカさんがそう呟つぶやいたのは翌日の夕刻だった。

「お！　キリカさん気が付いたか。さすがの回復力だな」

「……ダイチ？　ここは……ん？」

　体を起こしたキリカさんは自分に倒たおれ込んで寝ね息いきを立てているティアに気が付いた。

「キリカさん丸一日寝てたからな。『キリカにここまでさせてしまったのは私の責任です』って聞かなくてね。不ふ眠みん不ふ休きゆうで看病してたよ」

「そ、そう……」

　キリカさんは照れたように優やさしく笑って、眠ねむるティアの頭を撫なでた。

「気にする事無いのにな……。迷めい惑わくくらい幾いくらでもかけてくれっての」

「はは……勝手にキリカさんの代弁しちゃったけど、やっぱ間ま違ちがってなかったか」

「どういう事？」

　キリカさんの疑問に答えるべく、気を失ってからの事を説明した。炎の女王ジュリアさんの登場と逃とう走そう劇。そして森の中で助けられた盗賊団の存在。

「ここは水神の森の中にある盗賊団デネルのアジト……なんだってさ」

「アジトね……頭領がアンダイルの王子とベルガの王女の盗賊団ってどういう事なの？　直接的な戦争はしてなくても互たがいにいがみ合う組織の代表同士じゃない」

「それをこれから聞く事になっている。君の意識が戻もどった後で」

「あ、貴方あなたは！」

　キリカさんは扉とびらから入って来たジュリアさんにベッド上に座ったまま敬礼をした。

「申し訳ありません、このような格好のまま。それに先の戦闘では至らぬ私まで救って頂いたようで……」

　恐きよう縮しゆくするキリカさんをジュリアさんは片手で制した。

「畏かしこまらなくても良い、君は立派に仕事をした。その代だい償しようがその姿なのだから……」

「は！　恐縮です」

　軍人ノリと言うか何と言うか。

　本来の王女と護衛師のやり取りってこんなもんなんでしょうね。普ふ段だんティアとキリカさんのやり取りを見る限り考えた事も無かったけど……。

「急ぐ必要は無いが、しばらくしたらホールまでティアリスを伴ともなって来てくれ。そこで盗賊団から話を聞く事になっている」

「ハイ！　承知いたしました」

　そう伝えるとジュリアさんは部屋から出て行った。その途と端たんにキリカさんは息を吐はく。

「ふー、緊きん張ちようした。まさか炎の女王に助けられる事になるなんて……」

「アリーシャが聞いたら血の涙なみだを流して羨うらやましがりそうな話だね」

「アリーシャ王女だけじゃないよ。炎の女王にどんだけファンがいると思う？」

　俺が冗じよう談だんめかして熱ねつ狂きよう的ファン代表の名を口にするとキリカさんは苦く笑しようした。

「でもさ、想像してたよりもずっと気さくな人だね」

「は？　ジュリア王女の事？」

「うん、何だかんだ言っても妹も俺たちも助けてくれたし、俺には敬けい称しようを使わなくて良いなんて言ってくれたし……」

　俺がそう言うとキリカさんは呆あきれたように息を吐いた。

「前から思ってはいたけど、君は大物なのか何なのか分からなくなるね……」

　そんなやり取りをしているとキリカさんの膝ひざの上から「う……」と声がした。どうやら眠り姫ひめのお目覚めのようである。

「キ……リカ？」

「はあ～い」

　ボンヤリした目を向けていたティアだったが、目に光が戻ると同時に涙るい腺せんが決けつ壊かいした。

「キリカ！　キリカ！　ゴメンなさいゴメンなさい、私、私!!」

　正面から抱だき付いて泣きじゃくるティアの頭をポンポン叩たたいてやるキリカさん。

「大だい丈じよう夫ぶよ、私は大丈夫。ティアが看病してくれたからね」

「ギリガアアアア……」

　大泣きするティアに困った顔をこっちに向けるキリカさんだが、苦笑している辺り悪い気はしないらしいな。

　だが次の瞬しゆん間かん、俺とキリカさんはギョッとして部屋の扉に目を向けた。

　またまた感じた強きよう烈れつな殺気。それが誰だれのものなのか、最も早はや確かく認にんの必要も無さそうだ。

　閉まった扉の向こうから放たれる強烈な殺気。ただ今回に限って言うと、向いた方角は俺では無かった。

「ダイチ……私、何かやらかしたのかしら？」

　ティアの頭をよしよししながらキリカさんは顔を青くしていた。

「さあ……」

　気の利きいた事も思い付かず、俺はそう言うしか無かった。

　今の炎ほのおの女王ジュリアさんの殺気は完全にキリカさんへと向いていた。




　　　　＊




　アジトは水神の森の中に元々あった洞どう窟くつを土の魔ま法ほうで改造する事で造り上げたんだとか。その為ため自然にあった洞窟のわりに部屋数も多くかつ整っている。キリカさんが寝ていた部屋もその一つで、部屋の全すべてがホールへと直結する動線上にあった。

　俺たちが通されたホールは二～三十人なら余よ裕ゆうで集まれそうな程広いのだが、今は歩ほ哨しように立つ二～三人の連中しかいなかった。

　その中心部にアンダイルとベルガ、両国の王族が立っていた。

「ようこそ水神国へ。私は西水神国アンダイルの王子、ナシュレイ・Ｔ・アンダイル。……よければナッシュと呼んで下さい」

「東水神国ベルガの王女、マール・Ｍ・ベルガと申します。以後お見知りおきを……」

　二人ともワイルドな見た目に反して礼れい儀ぎ正しい自己紹しよう介かいである。

　こういう場合はこの場で一番上の者からだよね。俺がそんな思いでチラリとジュリアさんを見ると彼女はああ、という顔付きになった。

「顔見知りだし今いま更さらな気もするが……エルモント王国第一王女、ジュリア・Ｅ・カルヴァドスだ」

「エ、エルモント王国第三王女、ティアリス・Ｅ・カルヴァドスです。昨日は危ないところを助けて頂きありがとうございました……」

　ティアがお礼も交えて自己紹介すると、二人の王族の顔が驚おどろきに変わった。

「おお！　では貴方あなたがあの！」

「戦乱の暗雲が立ち込めたエクレアとの同盟を成功させた救国の聖女！」

「は？……えええ！　聖女!!」

　色めき立つ二人にオロオロし始めるティア。どうやらティアの名声は国外の方にこそ広がっているようだ。……若じやつ干かんの誇こ張ちよう付きで。

「これは精霊様がもたらされた僥ぎよう倖こうかもしれない！　一いつ触しよく即そく発はつの水神国に救国の聖女が現れたとなれば!!」

「ええ！　ひょっとすると!!」

「あ……あの、その噂うわさは間違って……」

　自分の評価に抵てい抗こうのあるティアが訂てい正せいしようとしているが、盛り上がる両国の王族は聞いてくれない。

　でもティアがこうやって評価を受ける事を誇ほこらしく思ってしまう。隣となりを見るとキリカさんもジュリアさんも、賞状を貰もらう我が子を見つめる親おや御ごさんのように優しげな瞳ひとみを……あれ？　今何かおかしくなかったか？

　俺は何か違い和わ感かんを覚えたが、深く考える前にキリカさんが肘ひじで突つっついてきた。

「ほらダイチ、自己紹介」

「あ……」

　すでにキリカさんも自己紹介を終えたようで、俺は慌あわてて頭を下げた。

「え～っと、エルモント王国の王宮庭園で働いてます、庭師のコウ・ダイチと申します。よろしくお願いします」

「「庭師？」」

　二人の目が同時に丸くなった。まあ、そりゃそうか。肩かた書がきを考えると他国へ王女たちに同行する者としては俺だけ浮ういている。

　しかし不思議そうにする二人にジュリアさんが口を挟はさんだ。

「彼はただの庭師ではありません。妹の才能を、魔法に限らず全て最大限に生かす事が出来る唯ゆい一いつの人物です。現在は所長を務める妹を補ほ佐さする為にカルヴァドス研究所の副所長を務めております」

　目が点になった。俺もティアもキリカさんも……。

　外交上の外面なのかもしれないが、身内とはいえ政敵に当たり、しかも嫌きらっているはずの妹に繫つながる俺を評価する言葉がこの人から聞かれるとは……。

　そこまで聞いたナッシュ王子は途端に真しん剣けんな顔になった。

「では、その優ゆう秀しゆうな庭師殿どのは何ゆえに、救国の聖女とこの国へ赴おもむいたのだろうか？」

「あの……ナシュレイ王子……その救国の聖女は……そろそろ」

　ティアが半泣きで呼び名について懇こん願がんする中、俺は正直に入国の目的を言う事にした。本当の目的は当然伏ふせて……。

「この国の水が聖水と言われるくらい美味うまいって聞いたからなんですけど……湖を見る限りではとても飲み水としての利用は無理そうですね……」

「そう……か。聖水が目的だったか……」

　ナッシュ王子は頭を抱かかえ、情けなさそうに言う。

「いや、わざわざご足労頂いたのに申し訳ない。数ヶ月前まではそれは美しい湖だったのだが……精せい霊れい様さまのお怒いかりに触ふれたのか、あの有様で」

「数ヶ月前までは綺き麗れいだった？　間違いなく？」

「ああ……飲み水として使用できる程ほど澄すんだ湖だったのだが……」

　……やはりおかしい。何にも無くて数ヶ月前に急に汚お染せんが始まるのは。地球の基準で考えるなら数ヶ月前から大量の排はい水すいをする工場が稼か動どうを始めたとかが定番だが。

「アンダイルでもベルガでも……湖に排水する工場とかが出来たりしませんでした？」

　俺の突とつ然ぜんの質問に首を傾かしげる二人、当然俺の意図を知らないジュリアさんも同様に。

「排水する工場？　昔からある工場はあるが……」

「そうですね、ベルガも同じです。数ヶ月前となると……」

　やはり地球上の常識ではダメらしい。急激な排水が原因で湖の自じ浄じよう作さ用ようを超こえたのでないのなら……何らかのシステムがあるはずなんだが。

「庭師さん……どういう事なのでしょう？」

　マール王女の質問に俺は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよする。その辺の話を水神国の人に話すと、またあの爺じいさんのように怒おこり出すんじゃないか？

　俺がそう思って躊躇ためらっていると、隣からティアがそっと手を握にぎった。

「大丈夫ですコウさん。あのお爺さんだって順序良く聞けば分かってくれたと思います」

　ティアの言葉に励はげまされ、俺は自分の考えるアオコ大量発生説を両国の王族とジュリアさんに説明することにした。説明を聞いている際は驚いていたようだが、

「あの緑の水の正体は植物で、しかも増ぞう殖しよくの原因が我々が日常で流している排水!?　な、なるほど……確かに理に適かなっている」

「さすがは救国の聖女の補佐の方、私たちの知らない知識をお持ちです」

　予想外に二人ともちゃんと話を聞いてくれ、しかも理解を示してくれた。やっぱり聞く人によって違ちがうのかな？

「ただ、さっきも言ったけど……それでは時間が合わないんですよ。排水の方式が昔から変わってないなら汚染が始まったのが数ヶ月前ってのがおかしいですし……」

「確かにそうだ。それに君の話を聞くとアンダイルとベルガでそれぞれが主張している精霊様の怒りも信しん憑ぴよう性せいが無くなって来る……大体いがみ合いは何百年も続いているのだ」

「そうね……それならもっと前から湖が汚よごれているはず。精霊様の〝せい〟にするのは違う気がして来ましたわ」

　両国の二人が考え込み始めた。

「だからこそお聞きしたいんですけど……両国の国内で何か変わった事はありませんでしたか？　特とく殊しゆな施し設せつが出来たとか、特別な何かが流行はやったとか……」

　俺の質問に更さらに考え込み唸うなり出す二人。

「そうですね……数ヶ月前というと……小康状態だった国内に妙みように反アンダイルの思想が広まり出した頃ころでしょうか？」

「うちの国もだな。『隣りん国ごくに連なる全ての物を破は壊かいせよ』みたいなお題目で」

「隣国に連なる？　例えばどんな物ですか？」

「隣国の王家を象しよう徴ちようする紋もん様ようを焼き尽つくせと……アンダイルではベルガの紅あかいバラ、ベルガではアンダイルを象徴する白いバラの付く物は全てな……」

「紅いバラ？　ではもしかして湖こ畔はんのバラの木に白しか無かったのは……」

　俺の疑問にナッシュ王子は頷うなずいた。

「ああ、それは反ベルガの連中が紅いバラを全て毟むしり取って街かい道どうで燃やした跡あとだな。バラの木は湖の影えい響きようか全て枯かれてしまったが……」

「ベルガでも花の色が逆なだけで全く同じです」

　何だろうこの違和感。両国内に急に広まり出した思想。

　昔からいがみ合っている両国なのだからどちらがやり出してもおかしくないかもしれないが……何か腑ふに落ちない。

「それで？　それ程ほどまでにいがみ合う両国の王族である二人が、何ゆえにこんな所で盗とう賊ぞく団などと名乗っているのだ？」

　ジュリアさんの質問はもっともだ。だったらこの二人は何をしているんだ？

「おそらく歩哨に立つ連中は王国の兵士だろう。王族の前で身動き一つしない姿勢は立派だが、盗賊の手下としては不自然だからな……」

　知らないうちに観察されていた事に息を吞のむ歩哨の盗賊風兵士諸君。

「そういじめてくれるな炎の女王。彼らも本来は王宮の兵士、我々の思想に賛同しなければこんな所にはいなかった連中だ」

「思想？」

　ティアの呟つぶやきにナッシュ王子はコホンと咳せき払ばらいを一つする。

「それについては私とマールの出会いから話す事になるのだが……我々は何と言うか……幼おさな馴な染じみと言われる間あいだ柄がらでな……」

「幼馴染……」

　ピクリと眉まゆを動かすキリカさん。この人には男女の幼馴染は禁句に近い。

「王族としてそれぞれの国の教育を受けた私たちは、初めて水神の森で顔を合わせた子供の頃大ゲンカをしました。……でも大人たちに隠かくれて遊ぶのに水神の森は絶好の場所だったのです。幼い私たちは毎日顔を合わせるようになって……気が付いたらいつも一いつ緒しよに遊んでいました」

「そして……幼いながらに分からなくなったのだ。子供同士ではこんなに仲良く出来るのに、何ゆえ水神国は西と東に割れるまでにいがみ合うのか……とな。疑問を持った私とマールは二人で両国の諍いさかいの象徴、封ふう印いんされた水神の神しん殿でんへと赴いたのだ」

「水神の神殿って湖の中心の……爺さんが精霊が封印されてるって息巻いてたあの？」

　俺の言葉にナッシュ王子は頷いた。

「ああ、どちらの国も『そっちが封印した、悪いのは隣国だ』と譲ゆずらない封印の地。……だがその封印にはそれ自体に意味があったのだ」

「封印の意味？」

　俺の疑問に答えるように、マール王女が引き継ついで話す。

「堅かたく閉とざされていた石造りの扉とびらは、それこそ屈くつ強きような者たちが何人がかりで当たってもビクともしませんでした。でも……幼い私とナッシュが一緒に扉に触れた途と端たんに、あれほど重かった扉が羽のように軽かろやかに開いたのです」

「封印が解けた……という事なのか？」

　ジュリアさんの言葉にマール王女は首を横に振ふってみせた。

「少し違います。封印など元から無かったのです。ただ開け方が間ま違ちがっていただけ。両家に連なる血族の者が手を取り合い仲良く開けば良かったのです」

「ああ……なるほど」

　封印がされたと言われるのが国が分ぶん裂れつした時。湖畔にいた爺さんは隣国が腹いせにやったと息巻いていたが、この開閉法が正しいとすれば先人たちの想おもいは一つしかない。

「手を取り合い、いつの日か分裂した両国を一つに……この扉は先祖からのメッセージである事は子供であった我々にもよく分かった」

「実際の神殿内部はどうなっていたんですか？」

　興味本位で聞くとナッシュ王子は半笑いで手を広げてみせる。

「中央部に水の精霊様を象徴する水すい晶しようと噴ふん水すいがあるくらいで……あとは精霊様どころか何にも無かった。以来そこは我々にとって最高の遊び場になった訳だ……」

「私たちはそこで将来を誓ちかい合ったのです。いつか国を一つにし、共に生きようと……」

「わあ……」

　感動に目をキラキラさせるティア。キリカさんもジュリアさんも少し顔が上気している辺り無関心ではなさそうだ。

　いがみ合う両国の王子と王女、そりゃあ燃え上がるだろうね。

　気き恥はずかしさを吹ふき飛ばすようにジュリアさんは咳払いをする。

「ううん!!　盗賊団と名乗る組織を結成したのは……両国の抑よく止し力の為ためか？」

「はい、どちらの国でも戦せん端たんを開こうとする勢力が幅はばを利きかせています。そういった貴族や王族から軍資金を奪うばい、更に脱だつ税ぜいなどの黒い証しよう拠こを国家に流し失しつ脚きやくを狙ねらったり……褒ほめられたやり方ではありませんが……」

「私もマールも王族の肩かた書がきがある以上表立って行動が出来ない。恥はずかしながら現状でそのような行動を取ると拘こう留りゆうや最悪処しよ刑けいすらありうる」

「お……王族なのに処刑もありうるの？」

　俺の言葉に不本意そうに二人とも頷いた。つまりそこまで両国はこじれているのか。

「だからこそティアリス王女！　救国の聖女と言われる貴方あなたならばこの国の状態を打開する事が出来ないだろうか!?」

「え……ええ!?」

　急に話を振られて驚おどろきの声を上げるティア。

「私からもお願いします。表立って活動出来ない以上国家要よう請せいも出来ません。ゆえにアドバイスを頂くだけでも……何なに卒とぞ!!」

　真剣な眼まな差ざしで頭を下げるアンダイルのナッシュ王子とベルガのマール王女。

　普ふ段だんは自信など欠片かけらも持ち合わせないティアだが、こんな時にこの娘こがどうするのかは決まっている。困っている人を放っておける程、この娘は王女としては賢かしこくない。

　出来る出来ないに関係無く、考えも無しに言うはずだ。

「分かりました。私でよろしければ微び力りよくながらお手伝いいたします……」

　真剣な眼差しでそう言った。……ほら、やっぱり。

「ティアリス！　お前は昨日何をしたのか、もう忘れたのか!?」

　俺とキリカさんがやっぱりなって顔をしているとジュリアさんから叱しつ責せきが飛んだ。

「主あるじの発言や行動は全すべて部下へと影響する。お前はその事を考えた上で発言しているのか!?　護衛師や庭師を巻き込む事を承知で！」

「そ……それは……」

　ジュリアさんの言葉は王族として、人の上に立つ者の心得として正論だ。自分の不用意な発言や行動は良きに付け悪しきに付け連なる者全てに影響を及およぼす。

　確かにティアはその辺について余り考えていない。

　ただ、だからこそこいつはティアなのだ。

「いいんすよジュリアさん、巻き込まれても。コイツが考え無しの単純思考なのは分かり切ってます。でも悪事を働こうとしている訳じゃないし……」

　俺が涙なみだぐむティアの頭に手の平をポンと置くとキリカさんも苦く笑しようして続く。

「昨日みたいにいきなり一人で無む茶ちやされるより遥はるかにマシですよ。それに……巻き込んでくれなくなったら……私はティアリス王女の護衛師を志願した意味を失います」

　キリカさんは柔やわらかいティアの頰ほおをプニプニ突つっつく。どっちも王女に対する態度としては完全に失格で不敬でしょうね。

「コウさん……キリカ……ゴメンなさい……」

「こういう時はありがとうでしょうが！　もう……」

　俺たちのやり取りにジュリアさんは舌打ちをしつつ背を向けた。

「勝手にしろ。私は……休ませて頂く！」

　そう言い残すとジュリアさんは宛あてがわれた個室へと戻もどって行った。

　何だろう……最後の悔くやしそうな顔は？




　　　　＊




　水神の森のアジトに匿かくまわれた俺たちは、そのまま滞たい在ざいする事になった。

　一人一室準備できる程ほど部屋数が豊富なのだが、護衛師のキリカさんはティアと同室だ。

　ちなみに両国の王子と王女は日が落ちる前に自国へと戻って行った。何でも影かげ武む者しやを立てているらしいのだが、さすがに完全に任せる訳にはいかないらしい。

　そんな訳で今現在盗賊団デネルのアジトは数名の盗賊風兵士の方々がいるだけで、あとは客人の俺たちのみなのだ。

「他人をアジトに残して帰るって……盗賊としては危機感無いよな……」

　そんな事を呟きつつ自室の扉を開くと……木製のベッドの上に幼女がいた。

「こんばんは」

「……こんばんは」

　いつも脈みやく絡らくも無くいきなり現れる月明かりの女め神がみルーチェが、そこで寝ねそべっていた。

　俺は素す早ばやく部屋に入り、後ろ手で静かに扉を閉じた。

「また唐とう突とつだな……。唐突じゃない登場は今まで一度も無いけどさ」

「真夜中に来なかっただけ褒めて欲しいわ。これでも少しは気を遣つかったつもりなのよ？」

「気遣いねぇ……」

　俺は部屋に置いてあるたった一つの椅い子すに逆向きに座って背もたれに肘ひじを置く。

「んで？　ここに来たって事は何か新しい事でも分かったのか？」

「もちろん……」

　そう言ってルーチェは「よっ」と起き上がってベッドの端はしに座る。

「貴方もこの国……水神国の内情は大体理解できたでしょ？　アンダイルとベルガはいつ戦争起こしてもおかしくないくらい一いつ触しよく即そく発はつだって……」

「ああ、嫌いやっていう程ほどな……」

　この国に到とう着ちやくしてからのあらましを思い返すだけでゲンナリしてくる。

「このまま行けば両国は数年後に本格的な戦争を始める。そして悪い事にエルモント王国もこの水神国の内乱に加担しちゃうのよ」

「は!?　エルモントまで……何で？」

「エルモント王国では王族の派は閥ばつ争いがこれから起こるのよ。王子派か王女派かで……」

「まさか……雷らい迅じんと炎ほのおの女王？」

「ええ……そして二つの派閥に分かれた勢力が水神国の別々の国に加担したとしたら、どうなると思う？」

「……代理戦争？」

　俺が出したくない答えを絞しぼり出すとルーチェは顔を引きつらせて頷うなずいた。

「王子派も王女派も、どちらも対立を煽あおる取り巻きたちが原因でね。そのうち国内でも内乱の空気が漂ただよい出す……」

「内乱!?　あのジュリアさんが？」

　ルーチェが語るのはアカシックレコードでの未来の姿。でもここ数日見て来た炎の女王ジュリアさんがそんな事をする人物とは俺には思えなかった。

　どちらかと言えば情に流されやすいティアを戒いましめる、王族としての在り方を知っている、まさに質しつ実じつ剛ごう健けんな人物。仮に兄と対立したとしても国民に被ひ害がいを与あたえる内乱より、最小で終わる決けつ闘とうを選ぶ気がするんだが……。

「最終的には分裂しかかった国をまとめる目的で、国外に両派は閥ばつにとって〝共通の敵〟を作ろうと考えてしまう……ここまで来ればオチは読めるわよね？」

　自分が今のルーチェと同じように口元がひくついているのが分かる。

「……東大陸？」

「……正解」

　正直俺には『またか！』という思いが駆かけ巡めぐった。

　潰つぶしたはずの三つの火種も全てがその未来へと繫つながっていた。アカシックレコードはどうしても魔ま族ぞく侵しん攻こうの未来を変えたくないのか？　それとも……。

「まさか……この未来にも闇やみ渡わたりが関かかわっているのか？」

「いいえ、あの性悪が関わってるのは〝ここ〟じゃない。残念だけどこの流れは黙だまっていても人間たちが起こす未来よ」

　つまり、違ちがうところで関わっているって事なのはうかがい知れる。

「アンダイルとベルガが本格的に戦端を開くのは数年後、でもその原因は開戦の数ヶ月前から湖の汚お染せんが始まった事が原因なのよ。『精せい霊れい様さまがお怒いかりだ。隣りん国ごくをいつまでものさばらせておくからだ』って」

　ルーチェの説明には意図的なおかしさを感じる部分があった。数年後に起こる戦争の理由が、開戦数ヶ月前に起こった湖の汚染だと？

「待ってくれ！　湖の汚染なんてとっくに起こっているじゃないか！　精霊様のお怒りなんてのも湖こ畔はんにいた地元の爺じいさんが言ってたし……」

　背筋に冷たいモノが走り抜ぬける。それはエクレアでもあった嫌な予感。

「そう、そこよ。時系列がまた乱れている」

「また事件が早まっているってことは……つまり……」

「ええ、闇渡りが関わっているのは多分ここ。湖の汚染を早める事で戦争の時期をあと数ヶ月に前まえ倒だおししたのよ……」

「……マジかよ」

　数ヶ月前と言えば俺がこの世界に召しよう喚かんされてティアが昼食会を成功させた頃ころだ。つまり闇渡りはその時からすでに水神国にちょっかい掛かけていたらしい。

「嬢じようちゃん、湖の汚染の原因……何か分かるか？」

　俺の言葉にルーチェは申し訳無さそうに首を振ふる。

「ゴメン、見当も付かないわ。貴方が言うように直接の原因は生活排はい水すいによるアオコの大量増ぞう殖しよくで多分正解だと思う。でも闇渡りがどう関わっているのかは……」

「……だろうな、クソ！」

　今のところ分かっている事は汚染が始まった同時期に妙みように隣国に対する排はい斥せき思想が強まった事だけだ。

「水神国の連中が言うように水の精霊でもいてくれればなぁ……」

　俺は頭を抱かかえて息を吐はいた。ナッシュ王子の話を聞く限り俺はこの国の精霊信しん仰こうは日本に存在する八百やお万よろずの神に似た考え方だと思っていた。形が無くともそこにある自然の存在に感謝する……そんな信仰なのだと。

　つまり精霊がこの世界に実際にいても、多分この国にはいないのだ。

「え？　いるわよ水の精霊」

「は？……いるのか？　この国に？」

　驚く俺にルーチェはしれっと答える。

「言い方を変えると水の精霊はどこにでもいる。正確にはこの国に水の精霊に呼び掛ける端たん末まつがあるのよ。ほら湖の中心にある神しん殿でんの中に」

「ああ！　ナッシュ王子が言ってた神殿の水すい晶しようのオブジェか！」

　ナッシュ王子とマール王女が幼少期に遊んだ話にあった。それは象しよう徴ちよう以外に意味の無い物かと思っていたらしいが、そういう代しろ物ものだったのか！

「ただ……精霊は気まぐれな存在。端末を介かいして〝呼び出す〟んじゃなく〝呼び掛け〟て気が向いたら来てくれるかもしれない……そんな連中よ」

「……召喚とは違うってか？」

　俺は完全に強制的にこの世界に呼び込まれた気がするんだが。

「でも一度行く必要がありそうだな……水神神殿に……」

　水の専門家であろう精霊に話を聞ければ汚染の原因が分かるかもしれない。

「ったくよ～。問題が国政レベルに達したらオカンの出番は無いって言ったのは誰だれだよ」

「……それはゴメン。でもまだ開戦する決定的な情報が流れてないから……まだしばらくは大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……」

「決定的な情報……何なんだそれ？」

　俺が聞くとルーチェは珍めずらしく口ごもって頰を搔かいた。

「あ～～う～～～ん……何と言いますかね……両国にとっての重要人物同士が……その……恋れん愛あい的な……スキャンダル的なゴニョゴニョ……」

「な……何だよハッキリしないな」
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　俺が眉まゆをひそめているとルーチェが意を決したように顔を赤らめて俺に耳打ちした。

「あのね……」




　　　　＊




　その日の早朝の事、西水神国のアンダイル城を守る門番が欠伸あくびを嚙かみ殺していると一人の初老の男性が近付いて来た。

　静かに歩み寄る男に敵意は感じず、門番は比ひ較かく的てき落ち着いたトーンで声を掛けた。

「親父おやじさん、そこで止まってくれ」

　門番の言葉に素す直なおに従う初老の男性。素直に従い止まった事で門番は安心して話す。

「城に何か用かい？　あいにく開門時間までまだ大分あるけど……」

　兵士がやんわりそう言うと、初老の男性は口を開いた。

「いえ、兵士殿どの。実はにわかには信じられぬ、良からぬ噂うわさを耳にしたもので……こうして参上した次し第だいなのですが……」

「良からぬ……噂？」

　その時門番の兵士は初老の男性の奇き妙みような点に気が付いた。

　確かにそこにいるはずなのに、今まさに自分と話しているはずなのに……その男性の顔が分からないのだ。

　ともすればそこにいるのに見落としそうなくらい……存在感が無い。

「実は……信じられぬ事なのですが……」

　初老の男性は顔も全く分からないのに……その瞬しゆん間かん、確かに笑った。




　　　　＊




　日が昇のぼってからしばらく……大体朝飯が終わったくらいの時間帯にナッシュ王子とマール王女はそれぞれの国からアジトへ戻もどって来た。

　すでに盗とう賊ぞく風のペアルックで仲良く一いつ緒しよに。

「おはようエルモントの皆みなさん。昨日はよく眠ねむれただろうか？」

「あ、おはようございます」

　丁度朝飯の片付けをしていたティアは笑え顔がおで挨あい拶さつ。俺はそれを確かく認にんすると禿はげカツラとちょび髭ひげを着けてアンダイルの王子に襲おそい掛かった。

「このバカチンがあああ!!」

　スパアアアアン……！

　フルスイングのハリセンは景気の良い音をナッシュ王子の頭で響ひびかせる。

「な、何をするか庭師!!」

　俺の強きよう襲しゆうに王子は驚きよう愕がくを露あらわにし、取り巻きの兵士たちが「貴様！　乱心したか！」などと殺気だって言ってくるが、俺は構わず王子の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「何で順番を守らんかった！　何でこんな時期に手を出しちゃったんだよ!!」

　王子だけでなく王女も、そして取り巻きの兵士たちもあっけに取られた。

「こんな時期に敵対国家の王族同士で御ご懐かい妊にんなんて火に油どころじゃねーだろうがよ！」

「………………………は？」

　俺の言葉でホール内にどうしようもない静せい寂じやくが訪おとずれた。

　かろうじて動いた王子が王女を見つめると彼女は真っ赤になって俯うつむいた。

「……言い出せなくて……」

「「「「「「「「オオオオオオオオオオオオオオオオ!!」」」」」」」」

　その瞬間、アジト内で声が一いつ斉せいに爆ばく発はつした。

　口々に皆「めでたい」だの「おめでとうございます」だのはやし立てる。俺だって何も無ければそっちに加わりたかったけど、祝いムードなのはここが身内だからに過ぎない。

　俺は王子の胸倉をガクガクさせる。

「湖の汚染が広がっている今発覚したら、両国の王族が結ばれた事で精霊が怒おこったなんて暴論が出るとか考えなかったんかい!!」

「それは……」

　実際ルーチェの話すアカシックレコードでの戦争の引き金はそれなのだ。

「何でせめて国勢が安定するまで待てなかったんじゃあああ!!」

　俺がそう言うとナッシュ王子は胸倉を摑まれたまま言い返してきた。

「ならば聞くが……庭師よ！　貴様なら我が慢まん出来たと言うか！」

「……何？」

「幼い頃から常に一緒だった、自分好みの愛いとしくてたまらん女がそばに四六時中一緒にいるのだぞ？　そんな状じよう況きようで男として我慢出来たのか……そう聞いている!!」

　そう言われると……。

　俺は上見て、右見て、下見て、ティアを見て……反射的に手を放してしまった。

　その途と端たん、王子が何やら勝ち誇ほこった顔付きになった。

「ほら見ろ……」
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　何を言われたのか思い至った瞬間、顔面が爆発した……ティアも一緒に。

「そそそそそそれとは話が、ちが、違うでしょうが!!」

「いいや違わんなぁ！　お前も同じ状況であれば!!」

　ドガアアアアアアアアアア……。

　その瞬間ホールに響き渡わたる破は壊かい音に一いつ瞬しゆんで静寂が訪れた。

　そこには不ふ機き嫌げん全開にテーブルを蹴けっ飛ばし、岩いわ壁かべにぶつけて粉々にしてしまったジュリアさんが片足で立っていた。

「騒さわがしい……落ち着きなさい……」

「「はい……」」




　　　　＊




　あの後多少の一ひと悶もん着ちやくはあったものの、特にお咎とがめは無かった。

　しかし部屋に戻って寝ね転ころがる俺は落ち着かない気分だった。

　本音で言えば祝ってやりたい。でも今後の展開を知っているとそうもいかないのだ。

　ルーチェの語った水神国の物語は余りに重い悲劇だった。

　思い出してもあの展開には吐き気がしてくる。

「……ガキの誕生も祝ってやれない信仰なんて必要なのか？」

　何だか問題がゴッチャになってきた気がして溜ため息いきが漏もれる。結局は全すべて湖の汚お染せんが原因なのだろうが……。そんな事を考えていると、突とつ然ぜんドアからノックが聞こえた。

「庭師……いるか？　私だ」

「は？　ジュリアさん？」

　少々びびりつつ扉とびらを開くと、そこにはいつもの五割増しで目付きの鋭するどいジュリアさんが立っていた。

「な、何すか？」

「……少し顔を貸してもらいたいのだが……良いだろうか？」

「つ、面つら貸せ……」

　何か不良に絡からまれた時を思い出すな……。

　急に校舎裏うらに連れて行かれて「俺の女に手を出すとは良い度胸だな！」なんてすごんできた不良上級生に「確かにイイ女ですね彼女。自分の男の為ために『料理教えて』なんて言うし、貞てい淑しゆくに見えるようにって髪かみも黒くして頑がん張ばってますもんねー。……それで？　その男は、今、いったい、何をしている？　延々のろけ聞かされながら、てめえの女に料理教えている、哀あわれなこの俺にてめえはいったい何してんだああ!!」って言い返した思い出。

　不良上級生は土下座で謝っていたが……むなしい勝利だったな……。

「……どうした？　何やら遠くを見るような……」

「……お気になさらず」







　連れて行かれたのは校舎裏……ではなくアジトの外。

「君に少々話したい事があってね。……先日のパーティーの後、私だけでなく兄上とシルフィーにも届け物をしただろう？」

「ああ……メロンですか」

　確かに俺はティアの兄姉たちに三等分したメロンを届けている。色々感情を込めて。

「あの果実はもしかするとそれだけで国家交こう渉しようが出来るかもしれない程ほどの大変な発明だ」

「は……はあ、そうですか……」

　俺が生返事をするとジュリアさんは姿勢を正した。

「庭師、いやカルヴァドス研究所副所長コウ・ダイチ殿。実は折り入って君に頼たのみたい事があるのだ」

「頼みですか？」

「ああ、ティアリスの事だ」

　俺が意図を探さぐりあぐねていると、ジュリアさんは畳たたみ掛かけてきた。

「兄やシルフィーに先んじてティアリスと接せつ触しよくする為にどうしても君の協力が必要なのだ！」

　……何だそれ？　つまりティアに政治的な利用価値が出てきたから、他ほかの兄妹より先に良好な関係を築きたい……そういう事か？

　俺は……少しこの王女、炎ほのおの女王を買いかぶっていたようだ。

　要するにコイツも強ごう欲よく大臣と何にも変わらないらしい。

「……お断りします」

　俺の言葉にジュリアさんの目がスッと細くなった。

「何だと？」

「俺は副所長ですよ？　ティアの協力を得たいならやり方が間ま違ちがってませんか？」

「……貴様」

　ジュリアさんの全身から殺気が膨ふくらみ出したのがド素人しろうとの俺にも分かった。ここ最近何度も感じた殺気……でも俺は冷めた感じで受け流す。本当に……どいつもコイツも……。

「そうか……あくまでも君は……あの娘この笑顔を独ひとり占じめしようと言うのだな……」

「………………………………はい？」

　ジュリアさんが膨ぼう大だいな殺気と共に発した言葉に俺の思考は一瞬停止した。

　今、何つった？

「そうやってメイドのあの娘も、白衣のあの娘も、浴衣ゆかたのあの娘も、町まち娘むすめのあの娘も……全て独り占めしようと言うのだな！　ズルイではないか!!」

　そう言うとジュリアさんは俺の胸倉を摑んでガックンガックンし始めた。

「ちょちょちょちょっと！　何だいったい？　何なんだ？」

　何だ？　何なんだこの行動は？　俺は今まで何かを勘かん違ちがいしていたのか？

　そう言えば俺が今までこの人の殺気を受けた時は常にティアと一緒だった。

　一緒に町に出る時、パーティーで座らせてあげた時、落ち込む彼女を慰なぐさめた時。ついでに言うとキリカさんに殺気が向いたのは彼女がティアをよしよししている時だった。

　ま……まさか……この人……。

「ジュリアさん！　アンタもしかしてティアの事が大好きなのか!?　本当は愛めでたくて仕方ないのか!?」

　俺の言葉にジュリアさんは炎よりも顔を赤くして更さらにヒートアップした。

「悪いかあああああああ!!」







「す……すまない……取り乱した……」

「あ……いえ……」

　時間を置く事でジュリアさんは冷静さを取り戻していた。

　地面に胡坐あぐらをかいている姿は最も早はや近所の威い勢せいの良い姉ちゃんのノリである。

「それで……どういう事なんですか？　俺はティアとキリカさんからの又また聞ぎきしか知らないから、ティアは役立たずとして家族から疎うとまれている印象しかなかったんですが……」

「うぐ!!」

「おまけに中でもジュリアさんからは一番嫌きらわれているってティアが……」

「グアガアアアア!!　誤解だアアアア!!」

　胸を押さえてバタバタのた打ち回るジュリアさん。何か色々突つき刺ささったらしい。

「王家に連なる者は総じて魔ま力りよくが高い。その事は知っているな？」

「はあ、前に聞きました。絶大な魔力で国民を守れる事が王族である必ひつ須す要件だって」

「そう……だがもう一つ王族には義務が生じるのだ」

「……もう一つ？」

　ジュリアさんは目の前に指を一つ立てて言った。

「絶大な魔力を行使できるがゆえに、王族は戦場に立つ義務があるのだ」

「な!!」

　それは知らなかった。ただそれが真実なら、まともな魔力も持ち合わせないティアなんて……。

「戦場だぞ？　雷らい迅じんと謳うたわれる兄上も私も何度死にかけた事か……。勇ゆう猛もうな大だい魔ま導どう士しとして名を馳はせた王おう妃ひ、母上が命を落としたのも戦場だった」

　思い出したくない思い出なのだろう。ジュリアさんの目が暗くなった。

「だからこそ、我らカルヴァドス王家は密ひそかに決意した。魔力の持ち合わせが少ないティアリスを絶対に戦場にやらない事を……」

　あっけに取られるとはこの事だ。

「……つまりティアに対して冷たかったのも、役立たずとして放っておいたのも……」

　ジュリアさんは大きく頷うなずいた。

「ああ、戦場へ赴おもむかない王族だ。仲良くしていては対外的にはどうしても王家が贔屓ひいきをしているように見られてしまう……。その代わりティアリスに耐たえ難がたい苦しみを与あたえていたのは分かっていたのだが……」

「まわりくでぇなあ！　もう!!」

　俺は思わず絶ぜつ叫きようしてしまった。何なんだそれは!?

　つまりティアは家族にちょー愛されていたんじゃないか！

「そう言ってくれるな……こうして一応あの娘は戦場に行く事無く生き永らえているのだから……我々兄姉も何も無ければ今の関係を続けるつもりだった」

　そこまで言うとジュリアさんは目付きを変えた。

　喜びに満ちた、肉にく食しよく獣じゆう的な感じに。

「ところがだ！　最近ティアリスに劇的な変化があった……どこかの庭師のおかげでな。何と戦乱も起こさず国家間の同盟を結んでしまうという偉い業ぎようだ！　つまり王族としてこの上なく立派な功績を挙げたのだ……我々兄姉は狂きよう喜き乱らん舞ぶした！」

「きょ、狂喜乱舞？」

「そうだ！　そうなれば最早ティアリスと仲良くしてもあの娘が贔屓のそしりを受ける事は無い！　つまり妹と仲良くしても良い！　感動に打ち震ふるえた……だけどそこで少々問題が起こってしまったのだ……」

「問題っていったいどんな？」

　個人的には、だったらさっさと仲良くすればと思うのだが……。

「誰だれが一番に妹に声を掛けるか……つまり誰が一番にティアリスを褒ほめるかでだ!!」

　力強く拳こぶしを握にぎり力説するジュリアさんである。俺は思いっきりズッコけた。

「お、おい……おいおい！　ちょっと待ってジュリアさん？　じゃあ何か？　パーティー会場で兄姉三人で喧けん嘩かしてたのは……」

　ジュリアさんは決まりが悪そうに頰ほおを搔かいた。

「……一番にティアリスに声を掛けるのは誰かで……な。正直、君とキリカが諌いさめてくれて助かったぞ……」

「マジで？　てっきり次期国王の座で争っているもんだとばっかり……」

　あの場では俺だけじゃなく皆みながそう思っていたはずだ。しかしジュリアさんは心外そうに眉まゆをひそめた。

「次期国王？　そんなの兄上に決まっている」

「だって……才ある者は男女関係無く上に立つべきとか何とか……」

　キリカさんから聞いていた事をそのまま伝えると、ジュリアさんは腰こしに手をやり息を吐はき出した。

「兄上はそんな事を言って私に王位に就つけと言われるのだ。才なき者ならまだしも、才気溢あふれる兄上を差し置いて私が王座に就くのは間違っているだろ？」

　つまりキリカさんの情報は捉とらえ方が真逆で、兄姉揃そろって「そっちが相応ふさわしい」って言っていた訳だ……あ……あほくさい……。

「君が寄こしたメロンが『こんな凄すごい物を作った妹を褒めろ！　喧嘩してる場合か！』ってメッセージなのは……まあ……分かったけど……」

「あ～～～～そ～～～～～」

　暗に込めたメッセージもちゃんと伝わっていたらしい……気を遣つかって損した気分だ。

　この家族、周りがうるさいだけで魔ま法ほうさえなければアットホーム一家だったろうに……。

「……じゃあ、ジュリアさんが水神国に来た理由は？」

　ジュリアさんは俺の問いに「うっ」と呻うめいた。

「……早朝演習の後だが、挙動不ふ審しんなあの娘を見つけて……跡をつけたら水神国行きの馬車に乗り込んでいて……連れ戻もどすべきか迷ったのだが……その……デネル湖は私たち家族にとって思い出の地だし……あの娘の気持ちを考えると……」

「……引き止められなかったと……」

「うむ……いざとなれば私が助ければ良いかと……」

「……付いて来ちゃったと……」

「……うむ」

　予想はしていたが……やっぱりこの人、あの時一いつ緒しよに馬車に乗っていたらしい。

「それでよくティアに説教出来たね……姉貴らしくひっぱたいちゃったし……」

「言わないでくれえええ!!　自分でもやらかしたのは分かっているのだああ!!」

　両手で頭を抱かかえて悶もだえるジュリアさん。

　何かもう最初にあった恐きよう怖ふ心なんて微み塵じんも無い。

「……まあ、あれはあれで正論だったし」

「ああ！　思い出した!!」

　そう言ってジュリアさんはまた俺の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「君は私がひっぱたいた後のフォローを取ったな！　なぜそこを私に譲ゆずらない!!」

「はい？」

「叱しつ責せきからのフォロー、そしてそこから絆きずなを深めようという私の作戦が台無しではないか！　キリカもキリカで『この娘と私は一いち蓮れん托たく生しよう』みたいなカッコいい事言ってティアリスのハートをがっちり摑んでるし！　あれでは私には怖こわい姉上という印象しか残らないではないか！」

　またもやガックンガックンやられ、いい加減脳みそがシェイクされそう。

「ええ加減にしてくれ！　アンタは炎ほのおの女王じゃねえ！　炎のシスコンだ!!」

「おお！　上等ではないか！　その栄えい誉よ、謹つつしんで承うけたまわろうではないか!!」

「世間じゃ汚お名めいって言うんだバカタレ!!」

　この日エルモントの庭師と炎の女王の間に、極ごく秘ひ作戦に向けた変な同盟が結ばれた。

　その名も『ティアリスと仲良し作戦』……共同作戦の同盟と言うにはあまりにスケールの小さい事象ではあるのだが。







「あ～も～色々と問題を重ねないで貰もらいたいもんだけど……」

　俺が愚ぐ痴ちりつつアジトに戻ると、盗とう賊ぞく風の王子と兵士が慌あわてた様子で言い合っている。何かあったのだろうか？

　その二人は俺を見かけると血相を変えて詰つめ寄って来た。

「庭師！　貴様はマールの懐かい妊にんをいつどこで知ったのだ!?」

「え？　あの……王女が悪阻つわりを起こしているのを見たからですよ」

　何やらただならぬ気配、俺は咄とつ嗟さに噓うそを吐つく事にした。まさか女め神がみから聞いたとは言えないし、言える雰ふん囲い気きでもない。

　俺の言葉で王子の表情から険が少し抜ぬける。

「そ、そうか……。考えてみれば君は入国からずっとこのアジトから動けていないしな」

「……何かあったんですか？」

　俺の問いに隣となりの兵士が教えてくれる。

「本日アンダイル側へ垂れ込みがあったのです。ナッシュ王子とマール王女が親しい間あいだ柄がらで、すでに王女は身み篭ごもっていると……」

「は……はあ!?　だって発覚したのは今日、しかも……」

「そうだ、さっきの話だ。タイムラグを考えても情報が流れるには早過ぎる！　幸か不幸か仲間内に裏切り者がいない証明にはなるがな。残る可能性は君だけだったが……」

「まあ……それは分かります」

　王子も兵士も俺の事を疑っていいのかそうでないのか、判断が付かない眼まな差ざしだが、それは仕方が無い。俺が知り得たのは未来を知っていたからで……。

　そこに考えが至った瞬しゆん間かん、背筋を冷たいものが走り抜ける。

　そう……知っている者には、知っている者なら可能なのだ。

　その情報が開戦の発ほつ端たんになる事を知っている者には……。

「……その情報はいつ、どこから流れたんですか？」

「……今朝けさ方アンダイルの門番に初老の男性が話したらしいのだ。普ふ通つうのどこにでもいそうな町民だったらしい……ただ……」

「ただ？」

「直接話したはずなのに顔の印象が全く無いそうだ。見たはずなのに顔が分からないとか何とか……」

　やはりか……。俺にはそんな存在に心当たりがあった。

　直接手は出せなくても口なら出せる──それが奴やつらのやり口。戦せん端たんを開く材料が情報なのだとしたら、闇やみ渡わたりが関かかわらない訳がないじゃないか！

「……また、先を越こされた……」

「……どういう事だ？」

　怪け訝げんそうに言う王子に構わず俺は言った。

「王子！　アンダイル国内にはこの情報どの程度広がってるんだ？」

　急に勢い込む俺に若じやつ干かん引きつつも、王子が教えてくれる。

「国内にはまだ……王宮内部に流れている程度だ。だが、時間の問題だろうな……」

　……だろうな。国内に、民衆に今のまま敵対国家同士の懐妊が知られれば、湖の汚お染せんと繫つなげられて一巻の終おわりだ。

　もう一刻の猶ゆう予よも無い!!

「……ナッシュ王子、水神の神しん殿でんって今から行ける？」

「神殿だと？　なぜ今こんな時に……」

「いいから!!」

「……湖と神殿の所有は両国とも主張しているが、言った通り神殿の開け方を両国共に知らないからな。実際には放置状態で入る事はいつでも可能だ」

　アカシックレコードで示された戦端の原因をもう知られてしまった以上、湖の問題を早期解決するしか無い。何としてもこの世界の〝水の専門家〟に会わなくては……。

「庭師よ、いったい何をしようと言うのだ？」

　俺の真意を計りかねているようでナッシュ王子が聞いてくる。

「アンタの女とガキの未来がかかってんだ！　早々に水の精せい霊れいに会えなきゃ全すべて終わってしまう！　アンダイルも、ベルガも、この世界もな!!」

「な……！」




　　　　＊




　結局水神の神殿へ到とう着ちやくしたのはその日の晩となった。

　メンバーは神殿の扉とびらの開け方に両国の王族が必要な事からナッシュ王子とマール王女、それに数人の兵士たち。そしてエルモントの面々全員である。

　ちなみに懐妊の噂うわさはベルガ側にもすでに流れていたようで、マール王女は下手をすると城に軟なん禁きんされる寸前だったようだ。

　アジトのホールに集まった盗賊団のメンバーは各おの々おの動きやすい格好をしていて、エルモントの連中は俺も含ふくめて大たい概がい動きやすい格好なのでいつもと大差はない。だがティアだけはちょっと違ちがっていた。

　大きめのバンダナを頭に巻いて、ベストに短パンといういわゆる盗賊ルックをしている。マール王女から衣装を色々借りて着たらしいのだが……何と言うか……。

「似合っているのに……ティアが着ると全く盗賊に見えないのは何でだろう……」

　どうしても可愛かわいいコスプレイヤーにしか見えない。俺の感想にキリカさんも頷うなずく。

「……盗賊ゴッコになっちゃう感じね。鋭するどさが足りないから」

「そうです？　でも動きやすいですよ？」

　ティアは得意げにその場でクルクル回ってみせて……ジュリアさんと目が合った。

「あ……」

「……ふん」

　その瞬間ジュリアさんは息を吐いて物もの陰かげへと行ってしまった。その様子にティアが目に見えて肩かたを落とした。

「やはり……姉上様は私が気に入らないのですね……」

「ティア……」

　心配して後ろから肩を抱だくキリカさん。

　俺も何も知らなければ今の行動が不ふ機き嫌げんにしか見えなかったと思う。でも俺はあの人の本心を知ってしまった……多分今のは……。

「ちょーっとゴメン……」

　俺は物陰に隠かくれたジュリアさんを追いかけて……そしてそこの岩いわ壁かべに壁パンしまくる炎の女王を見た。

「ヤバイヤバイヤバイヤバイ……」

「アンタ何してんの？」

　俺が呆あきれて言うと、ジュリアさんはニヤついて真っ赤になった顔を上げた。

「か、か……可愛すぎる……」

「はあ？」

「あんな盗賊見た事ないぞ！　盗賊の討とう伐ばつは任務上今まで何度もやってきたが、あんなのがいたら私は有う無むを言わさず持って帰る!!」

「あのね……」

「いや！　むしろ盗ぬすみに来て欲しい!!　私の部屋に直接そのまま!!」

「落ち着かんか!!」

　スパアアアンと俺はついにエルモントの英えい雄ゆう、炎の女王にまで突つっ込みを入れてしまった。俺の人生……これで良いのだろうか？

「……君、意外と容よう赦しやないね」

　叩たたいた頭をポリポリ搔かいて言うジュリアさん。若干嬉うれしそうなのは何故なぜだ？

「突っ込み所しか無いんだよ！　だいたい……仲良くするのが目的なんだから、それをそのままティアに言ってやればいいじゃないか」

　基本的にティアは褒ほめられる事に耐たい性せいが無い。だからこそ効果的だと思うのだが。

　しかしジュリアさんは途と端たんに顔を青くした。

「ば、ばか者！　そ、そんな事は出来ん！」

「な、なぜ？」

「今までアレだけ怖くて厳しい印象しか与あたえて来なかったのだ。いきなりそんな事したら気味悪がられるだろ……」

「……そうかな？」

　俺の感覚では多分単純に喜ぶと思うのだが？

「わ、私のような無骨な者があのように可か憐れんな妹の横に立つのは……難しいのだ……」

　あ～なるほど……一つ分かった。絶大な魔ま力りよくを保持した強く逞たくましい英雄であるジュリアさんだが、この本質的な自信の無さ、ネガティブさ……妹と、ティアとそっくりだ。

「……血は争えないね」

「ん？　何か言ったか？」

「いえ別に。ただ、さっきのジュリアさんの行動……またティアに誤解与えてますよ？」

「は!?」

　ジュリアさんの顔がショックに固まった。

「当たり前でしょうが。自分を見た途端に姉が不機嫌そうにあっち行っちゃったんだから」

「のおおおおおお!!」

　頭を抱かかえてのた打ち回るジュリアさん……面おも白しろい姉ちゃんだ。

　一しきり転げまわるとジュリアさんは俺の手をガッシリ両手で握にぎった。

「コウ君、よろしく頼たのむ！　兄上やシルフィーがいない今こそ千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのだ！　妹と仲良くなる為ために!!」

「あ～～分かってますよ。分かってるから燃える瞳ひとみで泣かんで貰もらえます!?」

　全く、色々と忙いそがしいというのに……。

　その時、俺は物陰からひょいと覗のぞいたライトグリーンの髪かみに気が付かなかった。

「ジュリア……姉上様……？」







　水神の神殿はデネル湖の中心、つまりアンダイルとベルガの境、旧水神国デネルの中央に位置するのだが、ナッシュ王子が言っていた通り闇やみ夜よに紛まぎれて近付く俺たちを咎とがめる者はいない。湖の中心にある島の神殿に至る一本の橋にも誰だれ一人おらず、がら空きの状態だった。

　難なく神殿の前まで到着した俺たちだったが、そこには想像よりも遥はるかに巨きよ大だいな神殿がそびえ立っていた。俺は近所の神社程度の物を想像していたのに、コレは学校の体育館並みに大きいんじゃないのか？

「でっかいな～」

　俺の率そつ直ちよくな感想に王子は少々得意げに言う。

「そうだろう？　幼少の頃ころの私とマールにとって、ここは誰にも邪じや魔まされない最高の遊び場でな」

「両国から私たちに賛同してくれた皆みなは元々ここで一いつ緒しよに遊んだ者たちなのですよ」

　懐なつかしそうに言うマール王女に同調する兵士諸君。

「つまり盗とう賊ぞく団デネルは悪ガキ連合なのか？」

「コウさん！　言い方が……」

　俺の感想を窘たしなめるティアだったが、王子と王女だけでなく取り巻きの兵士たち、デネルの全員が笑い出した。

「ハハハ……違いない。ガキの遊びの延長、その為に私たちは盗賊団を結成したのだ」

　そう言いナッシュ王子はマール王女の手を取って神殿の重そうな石の扉へ向かう。

「そうですね。願わくは、この子にもそんな友が出来る事を……」

　王女は反対の手でお腹なかを押さえてそう言った。

　願わくは……か。

　二つの国の二人の王族が同時に手を触ふれた瞬しゆん間かん、石の扉は大おお仰ぎような音も立てずに紙のようにスーッと外側に開いた。

「本当に……こんな重そうな扉が……」

　驚きよう愕がくしつつ神殿に一歩踏ふみ入れた俺は更さらに驚おどろく。そこは別世界であった。

　石造りの神殿内部は石自体が発光しているのか、あるいは別の方法なのか、魔力によるシステムだとは思うが電灯などあるはずの無い異世界において非常に明るい。

　そして廊ろう下かは川のように水が流れ、飛び石が奥へと続いている。室内なのに川を上るような造り。更に流れる水は湖の汚染からは考えられない程ほど、清く透とう明めいである。

　絶えず流れる水が光を反射する光景は他ほかにたとえようもなく……芸術だった。

「す……凄すごいです。建物の中にこれほどのものが……」

「言葉に……ならないね」

「あ、ああ……」

　俺を含めて今が初見のエルモントの連中はポカンと見み蕩とれてしまっていた。

「エルモントの客人たちよ。私らの至宝に感かん銘めいを受けてくれるのは嬉しいが……先を急ごう。時間は余り無いのだろう？」

「あ……そうっすね……」

　ナッシュ王子にそう言われて歩み出す俺たち。

　ただ、ティアだけはその光景にまだ呆ほうけたままだった。

　俺が出で遅おくれたティアに声を掛かけようと思うと、ジュリアさんが怒ど鳴なった。

「何をしているティアリス！　隊列を乱すな！」

「ハ、ハイ！　申し訳ありません!!」

　身を竦すくませ驚愕したティアは半泣きで慌あわてて動き出した。

　俺は無表情でジュリアさんをちょいちょいと手招きする。素す直なおにこっちに来たジュリアさんの顔は「やっちまった」と青くなっていた。

『……ジュリアさん？』

『分かっている……君の言いたい事は……』

『声掛かけるのは良いけど、何でもっと優やさしく言わないかな!?　あの娘こ基本属性が小動物なんだからさ……』

　俺の指し摘てきに頭を抱える炎ほのおの女王。何かもうファン代表のアリーシャ辺りはガッカリしそうだな……。いや、あの王女なら受け入れるかな？

『私のナチュラルスタイルが軍人色の強いせいなのか……咄とつ嗟さだとどうもこんな感じになってしまって……』

『チャンスはまだ幾いくらでもある。いいかジュリアさん、笑え顔がおでとは言わない。ぶっきらぼうでも良いから不器用な優しさ……アンタのスタイルはそれで行きましょう！』

『お……おお、不器用な優しさだな。よし!!』

　人知れず気合いを入れるジュリアさん……本当に大だい丈じよう夫ぶかな？

　神しん殿でんの内部は飛び石を一つずつ踏んで行くようになっていて、先行する王子は身重の王女を気き遣づかい手を取って仲良く進んで行く。

　運動神経に定評のあるキリカさんとジュリアさんも問題なく、俺もそんなに苦労はしていないのだが……やっぱりというかティアが少々遅おくれがちであった。

　一歩一歩大して距きよ離りが離はなれていない飛び石を両足を揃そろえて跳んでいる。はっきり言って見ていて危なっかしい。

「よいっしょ！　ん～……よっと！」

「ティア、大丈夫？」

「大丈夫です……よっと！」

　キリカさんの心配を他所よそに笑うティア。だがそれから何個目かの飛び石で、お約束のように着地で足を滑すべらせた。

「あ……」

「ティア!!」「危ない!!」

　俺とキリカさんが慌てて駆かけ寄ろうとすると、ジュリアさんがティアの手をガッシリと摑つかんだ。

「あ、姉上様……」

「気を付けんかバカ者！　お前一人が負傷すればどれほど隊が遅れると思っている!!」

「……申し訳……ありません……」

　またもや怒鳴られて、今度は目に涙なみだを溜ためるティア。その瞬間、

　スパアアアアン……「ぐわ！」

　俺は有無を言わせずジュリアさんの脳天にハリセンを落とした。

「コウ……さん？」

「ダイチ！　貴方あなた……」

「ちょっとこっち来て下さい！」

「あ、ああ……」

　俺の行動に驚愕する二人を尻しり目めに俺はジュリアさんを物もの陰かげに引っ張り込んだ。

『アンタ一体何やってんの!?　マジで今のは神タイミングじゃねえか！　ぶっきらぼうに《気を付けろ》って言うだけで不器用な姉の優しさを演出出来たのに!!』

　頭を押さえるジュリアさんは涙目になっていた。正直少々ティアとだぶる。

『分かってはいるのだが、どうしても危ないって思うと……』

　危機が死に直結する戦場の英えい雄ゆうならではの染しみ付いたクセなのだろうか？　一いつ般ぱん社会での軍人ノリは弊へい害がいを生むだけだと思うけど……。

『このままじゃティアと仲良くするのは無理なんじゃ……』

　俺の呟つぶやきにジュリアさんはカッと目を見開いて俺の両手を摑んだ。

『そんな！　見捨てないでくれ!!　同じ轍てつは二度と踏まんと約束する!!』

『だあああ分かったから泣くな！　そして手を握り締しめるな！　折れる折れる!!』

　炎ドラゴ龍ニツク・爪クローで増ぞう幅ふくされたジュリアさんのパワーに俺の両手はメキメキと悲鳴を上げていた。

「ジュリア姉上様とコウさん……一体何をなさっているのでしょう？」

「さあ？……というかいつの間にか仲良くなってない？」

　護衛師の呟きにティアは少々頰ほおを膨ふくらませていた。




　　　　＊




　水の精せい霊れいを象しよう徴ちようした水すい晶しようのオブジェ、それは両国の王子と王女が幼少期を共に遊び、将来を誓ちかい合った場所、神殿の一番奥にあった。

　神殿内の水は全すべてここから流れているようで、人工的な泉から綺き麗れいな水が湧わき出している。その様が一番美しく見えるように部屋全体が計算して造られているようだ。

　ただ、部屋に入った時気になったのはそこじゃなかった。

「何者だ！」

　そこに佇たたずむ人物をこの国で神殿内部を知る数少ない者である王子も知らないらしい。

　流れる髪は白に近い水色、清せい楚そなドレスを着ているのだが不思議な透とう明めい感かんがある。

　間ま違ちがいなく美人なのに何故なぜだか人間的な魅み力りよくを感じない。たとえるなら大自然の美しさを目まの当たりにしたような……。

　まるで人魚を髣ほう髴ふつとさせる女性は瞳をゆっくりと開く。双そう眸ぼうは水の如ごとき輝かがやきを放つ。

　その瞬間キリカさんとジュリアさんは冷や汗あせを流して構えた。

「な!?　どうしたんだよ二人とも……」

「君は何も感じないのか!?」

　そう言われて周囲を確かく認にんすると俺以外の全員が警けい戒かいを露あらわにしていた。何かいきなり仲間外れな気分である。

「コウさん、この女性……人の魔ま力りよくではあり得ません。ジュリア姉上様より、お父様より……いえ、火か竜りゆうの方々よりも遥かに大きい……」

　ティアの呟きにキリカさんも同調する。

「何なの？　湖なんて問題じゃない……大海を前にしたみたいなバカげた魔力……」

　そうか、違ちがいは魔力。俺には魔力の才が一いつ切さい無いからその辺の事を認識できない。銃じゆうを凶きよう器きと思えない赤子と同じようなものか。

「ようこそいらっしゃいました。異界よりの旅人よ……」

　俺以外の皆が圧あつ倒とうされるほどの魔力を持った女性はよく通る声でそう言った。

　警戒する大半の者には意味が理解出来ないようだが、この場においてその言葉の意味を理解出来る者が三人いる。ティアとキリカさんと……そして俺だ。

　自然と二人の視線が俺を向いた。

　そう、この場で『異界の旅人』に当てはまるのは召しよう喚かんされた者、俺しかいない。ティアにもキリカさんにも極力公表しない方が良いと言われているが、この場で隠かくしだてしても意味は無いだろう。彼女の言葉の意味が分からず問いただそうとするナッシュ王子を制して俺は前へと出た。

「俺に……何か用でしょうか？」

「魔力を持たぬ、魔力を知らぬ、しかし知識に富む人間。私は水と共に生きる水そのものの存在、水の精霊……私は貴方を待っていました」

「水の精霊……じゃあアンタが……」

「精霊様……」「精霊様だと!?」

　俺が感かん慨がい無く呟くとその瞬間、信しん仰こう心篤あつい水神国の連中は王子王女含ふくめてその場に平へい伏ふくしてしまった。

「あ、あの？」

　水の精霊は困ったようにオロオロするが、水神国の連中は動かない。

「精霊様！　此こ度たびは夜半にもかかわらず無礼にも訪問し、真に申し訳ございません。私はアンダイルの第一王子ナシュレイと申します……」

「度たび重なるご無礼平にご容よう赦しやを……わ、私はベルガの第四王女マールと……」

「あ～も～いいから止やめてくれない？　そういうの!!」

「……え？」

　いきなり軽くなった口調に驚いて水神国の連中が顔を上げると、水の精霊は噴ふん水すいの縁ふちに座って腕うで組ぐみをしていた。

「せっかく威い厳げんたっぷりに相手しようと思ってたのに……堅かた苦くるしくてやってられないわ」

　プンプンと音が聞こえそうにむくれる水の精霊、どうやらこっちが素すのようだな。

「だいたいナッシュもマールも初めて会った訳じゃないでしょ？　私も一いつ緒しよに遊んだのよ？　小さい頃ころ」

「「は？」」二人の驚おどろきの声が被かぶる。

「分からない？　忘れちゃった？　沢たく山さんいた遊び友達の中に紛まぎれてこの神殿で……」

「……あ！　確かにいた。青い髪かみの女の子……」

　ナッシュ王子は言われて思い出したようだ。

　何か都市伝説にありそうな話だな。皆みなで一緒に遊んでいる時、気が付くと一緒に遊んでいた女の子。大人になって思い出すと皆も覚えているのに誰だれかは分からない……みたいな。

「し、しかし……あの時にこんな膨ぼう大だいな魔力を有した子なんて……」

　まだ納なつ得とくいかないようで、ナッシュ王子は疑問を口にする。

「魔力を下げるのは簡単。私は水そのもの、小さくちぎればいいのだから……ホラ」

　そう言って水の精霊は小さい少女の姿に変わった。

　俺には単純に大人が子供に変わったようにしか見えなかったが、魔力を知覚できるこの世界の人たちには違う印象を与あたえたようで「魔力が小さくなった……」「こんな事が……」なんて驚きよう愕がくしている。

「まだ納得いかない？　私は水そのもの、水ある所に必ずいる……だからここであった事はみんな知ってるよ？」

「え？」

「貴方たちがここで遊んだ事も、二人がここで喧けん嘩かしたのも、ナッシュが熱い愛の告白をしたのも、貴方が強ごう引いんにマールを……」

「ワ[image: ー][image: ー]！　分かった、分かりました！　信じますからその先は勘かん弁べんして下さい!!」

　大おお慌あわてで止めに入るナッシュ王子は耳まで真っ赤になっていた。どうやらトップシークレットらしいが、同時にマール王女も真っ赤になっている辺り予想が出来てしまう。

「……んで？　精霊さん、俺に用事って何なんだ？　どっちかと言うと俺が頼たのみに来たつもりだったんだけど……」

　黙だまっていると話が進まない。俺は口を挟はさんだ。

「ああ、うんそうそう。貴方だけがこの世界の常識から外れた知識を持って湖の汚お染せんについて正確に把は握あくしているようだしね」

　水の精霊の言葉にナッシュ王子がハッとする。

「で、では湖の汚染はやはり貴方のお怒いかりでは……」

　水の精霊は腰こしに手をやり頰を膨らませる。

「失礼ね。私は水の精霊、水そのものの存在。水はただそこにあるだけよ。聖水か汚お水すいか決めているのはそこに生きる者であって私じゃないわ……」

　つまり精霊にとっては聖水も汚水も水は水、どうでも良い事らしい。

「はっきり言わせて貰もらうけど、私にとってはアンダイルもベルガもどうでもいいの。だけど私をダシに戦争を起こされるのはいい迷めい惑わくよ！」

「「申し訳ありません……」」

　それぞれの国を代表して謝罪する両国王族。この二人はむしろマシな方でしょうけど。

「そこで君に頼みたいんだけど……」

「はあ……汚染をどうにかしろと？」

「そうなのよ。言った通り私は水そのもの、人にとって何が良くて何が悪いか……そんなの分からないの。原因を把握している貴方なら何とか出来るでしょ？」

「マジですか……俺はそれを聞きにここに来たのに……」

　俺はショックの余り膝ひざを突いてしまう。専門家である水の精霊が俺に頼むって……じゃあもうお手上げじゃないか……。

「コウさん！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ティアが心配してくれるが反応出来ない。

　もうこうなったらナッシュ王子とマール王女をエルモントに亡命させて貰うか？　外交上色々あるだろうけどジュリアさんなら納得してくれるだろうし……。

「え～？　君にも分からない？　解決策……」

　俺が妥だ協きよう策を考えていると水の精霊はガッカリしたように言う。

「……汚染の原因は分かってますけど今まで何で浄じよう化かされていたか、なんて……」

「ん～そうか～。バラの花がみんな枯かれてから湖が緑になったな～とは思っていたけど」

「…………………何？」

　水の精霊が言ったその一言。それが俺の脳のう裏りに響ひびき渡わたった。

「ちょっと待って……バラが枯れたのは湖の汚染より後じゃなく前？」

「うん、数ヶ月前から急に……」

「精霊さん、つかぬ事を聞くけど……バラの花が枯れた理由、分かります？」

　俺の質問に首を傾かしげる精霊。

「ん～～？　理由……私植物は専門外であんまり詳くわしくないんだけど……」

「何でも良いんです。枯れる前にあった変化でも何でも……」

　俺の言葉に水の精霊は手を打った。

「ああ、そう言えば枯れる前にアンダイルは白一色、ベルガは赤一色になってたね。紅白が綺麗だったのに」

　精霊の答えで俺は真相に近付いた気がした。汚染が始まったのは数ヶ月前、その頃に両国で流行はやった下らない風潮。それがもしも意図的に流されたのなら……。

「ナッシュ王子、それにマール王女。紅白のバラの片方の色を隣りん国ごく排はい斥せきを謳うたう連中が毟むしり取ったのは数ヶ月前ですよね？」

　急に話を振ふられてうろたえる王子と王女。

「……あ、ああ、確かにそうだ。大通りで盛大に燃やす輩やからがいたのはその頃だ」

「ベルガも同じです。隣りん国ごくの象徴を許すな……と」

　やっぱり……俺は自分の考えに確証が持てて来た。

　仮にこの世界のバラの花が湖の浄化装置だったなら。紅白の花が、吸収した汚水を処理する重要な役割を担になう、それこそ電気分解浄じよう水すい器きのプラスとマイナスみたいな物だったとしたら……片側を失う事で吸収した毒素を分解できずに枯れてしまうのでは？

「そういう事か……汚染が広がった理由はそれだ！　汚水を処理してくれるバラの花が機能不全になったんだ！」

　だとすると今回闇やみ渡わたりが関わったのは〝隣国の象徴を排斥する行動を先導〟する事だ。バラの花を合法的に毟らせたのだ。バラの浄じよう水すい機能まで知った上で……。

「コウさん、何か分かったんですね！」

　ティアが何やら我が事のように嬉うれしそうに言う。

「ああ！　精霊さん、バラの木で生き残っている部分がどこかに無いか？　幹でも根っこでも良いから！」

「バラの幹や根っこ？　そんな物どうするの？」

「いいから頼む！」

「ふ～ん、分かったわよ……」

　俺の頼みに水の精せい霊れいは水に飛び込んで見えなくなった。

　そして余り時間を空けず、精霊は手に何かを握にぎって浮ふ上じようして来た。

「これがデネル湖で唯ゆい一いつ生き残っていた根っこの一部よ。他ほかはみんな腐くさっちゃってた」

「これは……レンコン？　バラの根じゃ……」

　精霊が渡してきたのは煮に物もので美味おいしい、俺はきんぴらが好きな奴やつにそっくりなのだが。

「それが湖にあるバラの根っこ。貴方あなたの常識は知らなーい」

　水の精霊はニヤニヤして泉の縁に肘ひじを突く。

　ああ、つまりこの世界での常識か。

　レンコンは沼ぬま地ちなんかに生えるハスの地ち下か茎けい、空いた穴は水を通す為ための物。つまりこの世界のバラはココから水を吸収排はい出しゆつしていたって事か……。

　湖の浄化システムがバラの木すなわち植物。

　そして目の前で小首を傾げるのは植物生育には無敵の王女。

「……見えて来たな……解決策!!」

「本当ですかコウさん！」

「庭師よ、それは真まことか!!」

　皆が色めき立つ中、俺は自分の考えを語る。生活排はい水すいを処理していたバラの木が紅白の片側を無くしたせいで起こったアオコの増ぞう殖しよく。

「なるほど……つまり結局は人間たちが自分で自分の首を絞しめていたのですね」

「汚染でバラが枯れたのではなく、バラが枯れたから汚染が広がったのか……」

　難しい顔で唸うなるマール王女とナッシュ王子、そこに誘ゆう導どうした存在もあるのだが、そこは伏ふせておく。

「ではコウさん、もしかするとそのバラの根っこに私が植物成育魔ま法ほうを使えば……」

「おそらく湖の汚染は改善するだろうな……」

　俺の考えに察しが付いたようでティアがテンションを上げる。

「コウさん、では善は急げです！　早さつ速そくその根っこをデネル湖に……」

「待て、慌あわてんな」

「ピ！」

　俺が以前教えた諺ことわざを言い、今にも神しん殿でんから飛び出そうと振り返ったティアのバンダナの結び目を俺は引っ張った。

「何するんですか……」

「今回は急がば回れだ！　ナッシュ王子、それにマール王女」

　少しずれたバンダナを直すティアを無視して俺は両国の王族二人へ聞く。

「仮に今、湖の汚染が改善されたとして……水神国の、アンダイルとベルガの諍いさかいは無くなるのだろうか？」

　俺の言葉に両国王族の顔は目に見えて暗くなる。

「それは……無くならないだろうな。元々両国に分ぶん裂れつした理由は王家の継けい承しよう権問題で王族内部で起きた諍いを発ほつ端たんとしている……元を辿たどれば精霊様は無関係だ」

「争いの原因を棚たな上あげにして何百年もいがみ合いを続ける為に精霊様をダシにしているのです。情けない話ですがここで湖が綺き麗れいに戻もどっても〝我が国の祈いのりが通じたのだ〟と両国共に主張するに決まっています」

「でしょうね……」

　何しろ闇渡りは事件を早めたのであって作り出した訳じゃない。この国にあった元々の問題を利用したに過ぎない。今回の湖の汚染は黙っていても数年後には起こった事なのだ。

　俺にとってはこの国の内乱があったままでは困るのだ。

　このままではエルモントに飛び火がある……ってのは勿もち論ろんある。

　ただ、俺の直情的な感情はもっと単純だった。

　俺はこの場に集まっている連中が嫌きらいじゃない。国同士の争いを食い止めようと結成された盗とう賊ぞく団デネル、妹が心配で付いて来たジュリアさん、主あるじを死ぬ思いで追いかけて来たキリカさん、そして……珍めずらしくワガママを実行したティア。

　この場にいる全員にこのままでは不幸が訪おとずれるのだ。

「……何かないか……二カ国が手を結べる何か……」

「どうしたのだコウ君、さっきからブツブツと……」

　心配したジュリアさんが話しかけて来た。脇わきでティアが小さく「コウ君？」と呟つぶやいた気がしたが……？

「ジュリアさん、戦争を起こしそうな程ほどいがみ合った国同士が仲直りする方法……なんて……無いかな」

　俺がそう言うとジュリアさんは半ば呆あきれたように腰に手をやる。

「そんな都合の良いもの……あれば教えて貰いたいものだ」

「だよね……」

「戦争状態を回かい避ひする為にはどちらも妥協、つまりはどこかで折れる必要がある。〝こっちが正しい、そっちが間ま違ちがっている〟とどちらも妥協しないのであれば回避は難しい。上手うまく行っても膠こう着ちやく状態がせいぜいだな……」

　戦場の英えい雄ゆうジュリアさんならではの意見、多分今までもそんな事があったのだろう。

「どっちにとっても益えきがない事が分かっていても〝自分は悪くない〟と思っているうちはどうしても折れる事は難しい。正当性、自分たちの正義を振りかざすプライドが一番の壁かべだな……」

　チラリと両国王族の二人を見ると俯うつむいてしまっている。ジュリアさんの言葉は胸に痛いものばかりなんだろうな。

「くそ……湖浄じよう化かの目め処どが立ったというのに……」

「戦争は結局個人のケンカのようにはいかない。残念だがな……」

　その声は諦てい念ねんの感情を含ふくんでいた。英雄、炎ほのおの女王と言われる彼女だって好き好んで戦場を駆かけて来たのではないようだ。避さけられれば避けたかった戦いもあったのだろう。

「確かにな……個人のケンカもそれはそれで厄やつ介かいだけどな……」

　俺は何となく日本で高校生していた頃ころを思い出した。

　敵対する女子同士を親友にまで昇しよう華かさせた方法を。

「あ……そうか、今必要なのは相手に対する妥協じゃない……自分にとっての妥協……」

　個人レベルのケンカの仲ちゆう裁さい方法、ケンカしている本人たちを強制的に妥協せしめる為に必要だったモノの存在。

「ある……あるぞ！　アンダイルとベルガを強制的に一つに出来るショック療りよう法ほうが!!」

　俺の叫さけびに全員が目を丸くした。

「ほ、本当に、本当にか!?　二カ国の内乱を終わらせる事が出来るのか!?」

　勢い込むナッシュ王子、しかし俺は手で制して言う。

「それは分からないよ。それこそ今後のアンタらの課題、俺が提示出来るのはきっかけだけなんだから……」

「む……それはそうだな……」

　一気に表情を引き締しめるナッシュ王子、こういうところはやはり王族だな。

「ただ、それには必要なモノが幾いくつかあるんだけど……」

「必要なモノ？　何だそれは!?」

「何でも言って下さい。我々に出来る事でしたら何でも……」

　勢い込む二カ国の王族……いや盗賊団デネルの頭領の二人。この二人が〝何でも〟と言うのであれば、大だい丈じよう夫ぶだろう。

　俺はニヤッと笑って言った。

「あんたらの悪ガキ連合、盗賊団デネルは今から俺たちが貰もらい受ける！」

「「は？」」

　その後俺は作戦の概がい要ようを伝える。

　最初のうちは皆みな半信半疑で聞いていたが、次し第だいに盛り上がりを見せ始めた。

「それはまた……大だい胆たんな作戦と言うか……」

「さすがは救国の聖女の補ほ佐さ、考える事が違ちがいますね……」

「それは違いますマール王女」

　そう王女が呟くとティアが口を挟はさんだ。

「私は救国の聖女ではありません。エクレアでも本当に同盟を結んだ救国の英雄は……」

「ハイハイ、その辺にしようね」

「むぐ！」

　俺はティアの口を後ろから塞ふさいでやった。

「いいじゃんティアが救国の聖女で。実際今までも決め手になったのはティアの魔法であって俺の実力じゃない」

「むごふふぁ、ほうはん!!（ですが、コウさん!!）」

「俺は結果が出ればそれで良いの。過程を人に任せて自分は結果だけを誇ほこる……なんて出来るもんかい」

「ふぉんな……（そんな……）」

　振ふり返ったティアの目が泣きそうになっている。あ～も～そういう顔しないの！

　俺たちのやり取りを見て王子と王女が苦く笑しようを漏もらした。

「なるほど……君たちは〝二人合わせて〟な訳だな、これは失礼した庭師……いやコウ・ダイチ殿どの」

「奇くしくも盗賊団デネルは私たち二人が頭領の組織。頭領の座はあなた方にお譲ゆずりいたしましょう」

　そう言いつつナッシュ王子は俺に短たん剣けんを渡わたし、マール王女がティアにペンダントをかけてあげた。

「これより盗賊団デネルはこの二人に託たくす！　皆異存は無いな!!」

「「「「「「おおおおおおおおお[image: !!!]」」」」」」

　デネルの連中だけでなくキリカさんも手を上げて雄お叫たけびを上げる。

　俺は盛り上がる全員を前に短刀を抜ぬいて片手で掲かかげてみせた。

「いいか！　盗賊団デネルは悪ガキの集まりから始まった、ガキの戯ざれ言ごとの延長だ。俺たちは悪ガキだ。頭の固い大人振ぶってる連中に一ひと泡あわ吹ふかす、その為にいる!!」

　俺はオロオロとしているティアの背中を押した。

「！……こ、今回がデネルの最後の仕事だ！　や……やろうども、最後のいたずらだ。きばっていこうじぇ……」

「「「「「「お……おおおおおおおおおお[image: !!!]」」」」」」

　この場のノリで俺が考えた台詞せりふだったけど最後の最後で嚙かみやがった。

　やっぱこの娘こに荒あらくれ者の台詞は無理があったかな？

「なかなか楽しそうじゃない？」

　泉の縁ふちに頰ほお杖づえ突いて寝ねそべる水の精せい霊れいはニヤニヤ笑っていた。

「他人ひと事ごとじゃ困るぞ精霊さん。アンタには決め手をやって貰うんだから……」

　今回の俺の思い付きは水の精霊の全面協力が必要なのだ。

「分かってるって。面おも白しろそうだしね……ところで異界の旅人さん」

「何だよ水の精霊さん」

「それ、言いにくいでしょ？　いちいち水の精霊って〝の〟が入ってつっかえるし……」

「ん……まあ確かに……」

　そこまで気にしていなかったが、指し摘てきされると確かに気になってしまう。

「もう一つお願いがあるんだけど……貴方あなたに私の名前を付けて欲しいのよ」

「名前？」

　その瞬しゆん間かん周囲がざわつく。「精霊への名付け!?」「まさか本当に人間が契けい約やく!?」なんて妙みような興奮があるというか……。横を見るとティアもキリカさんも、ジュリアさんまで驚きよう愕がくの余り目を丸くしていた。

「な、何か大変な事なのそれ？」

「コ、コウさん……事の重大さ分かってます？　精霊の名付けは契約の証あかし。歴史上の大だい魔ま導どう士しですら成し得なかった事なんですよ？」

「は？　そんなに大変な事なの？　大自然に対してたかが人間が付けた名前が？」

　俺がそう言って再び精霊さんを見ると彼女は両手を広げて苦笑していた。

「な～んて魔ま法ほうが常識のこの世界では魔ま力りよくに意味を持たせてそんな事を考えちゃうのよ。実際は君の言う通り、どんな名で呼んだって契約になんかなんないわよ」

「そりゃそうだよね……」

「え!?　違うのですか!?」

　むしろ横で聞いていたティアが驚おどろいた。

「当たり前、私は水そのもの、大自然における水、人に益をもたらす事もあれば害を及およぼす事もある。人が自然を契約で縛しばるなんて出来る訳ないわ」

「はあ、そうなんですか……」

　本人に否定されたもののいまいち納なつ得とくの行かない表情、それは周囲の人間全すべてに言えた。

「まーこんな感じよ。この世界の住人は魔力に結び付けて強い意味を自分たちで持っちゃう。そんなのまた水神国に諍いさかいの種を残す事になるでしょ？　だから君に軽い気持ちで付けて欲しいの。君の国の名前を」

「そう……言われてもね……」

　急にそんな事を言われても迷ってしまう。

　確かに魔力の概がい念ねんがそもそも無い俺が名付けるのは適当かもしれないけど……見た目は美しい人魚、西洋風な外見の水の精霊なのだ。

　俺の国の名……って言われても……。

「まさか清し水みずさんでもないでしょうし……」

　しかし俺がそう呟いた時、精霊さんの耳がピクリと動いた。

「シミズ？　何それどういう意味？」

「あん？　清らかな水って書いて清水。俺の故郷ではポピュラーだけど……」

　俺はそう言って流そうと思ったのだが、水の精霊の瞳ひとみが今まで以上の輝かがやきを放つ。

「シミズ……清らかな水……シミズ。良いです、良いじゃない！　気に入った!!」

「…………は？」

　一いつ瞬しゆん頭が真っ白になる。しかし水の精霊さんは構わず皆の前で高らかに宣言した。

「水神国の民たみ、並びにエルモントの王家の皆みな様さまを前に私は宣言しましょう。本日この時より私はシミズ。清らかなる水の精霊シミズです！」

「「「「「「おおおおおおおおおお[image: !!!]」」」」」」

　さっきと同じくらいの大だい歓かん声せいに俺は慌あわてて精霊の手を引いた。

「ちょ、ちょ、ちょ！　それで良いのかアンタ!!」

　慌てて止めに入った俺だったが、精霊はむしろ心外そうに言う。

「何よ。何か問題なの？　君の世界の、君の国ではそんなに変わった名前なの？」

「い、いや……そんな事はない。むしろ普ふ通つう過ぎるくらいポピュラーな立派な名前なんだけど……その……」

「ならいいじゃない。私は凄すごく気に入ったわ!!」

　おかしくはない。決しておかしくはないんだけど……あの西洋風の外見から考えると……何かやっちまった感が……。

　テルギルギウス大陸に初の漢字を名に持った精霊が生まれた瞬間だった。




　　　　＊




　水神の神しん殿でんからアジトへ戻もどり、俺はティアと作戦会議をしていた。

　今回の……というか今回も作戦の要かなめはティアなのだ。他ほかに誰だれもいなくなったホールは壁かべにもたれて欠伸あくびを嚙み殺すキリカさんがいるだけで、俺たちしかいない。

「……なるほど、つまり私がコウさんに貰ったコレが重要なんですね？」

　水の精霊清水さんから貰ったレンコン似のバラの根ともう一つ、今回はこの二つが必要不可欠なのだ。

「ティアがそれを持っていてくれて助かったけどな……」

「だって……これはコウさんに貰ったお守りですから……」

　ティアはそれを優やさしく握にぎって微笑ほほえむ。

　あんまり屈くつ託たく無くそういう事を言わないで欲しい……俺は直視出来ずそっぽを向いた。

「そ……それはそうと……出来そうか？　魔法の時間差発動ってヤツ……」

「あんまり長い時間は自信無いですね……。長くてもコウさんがお味み噌そ汁しる作ってくれるくらいの時間しか……」

「あ～そんなもんか……」

　困ったように小首を傾かしげるティアの表現はやたらと庶しよ民みん的で、でも時計の概念の無いこの世界では的確である。

「という事は……十～十五分くらい……ギリギリかな？」

「すみません……私が未熟なばかりに……」

　また沈しずみそうになるティアの頭に俺は丸めた紙をポコンと落とした。

「ふえ？」

「落ち込むんじゃない。そもそもこの作戦はティアの魔法が無ければ思いも付かなかったんだぞ？　胸を張れ、胸！」

「う、うえ？……こう、ですかね？」

　俺に言われて少し偉えらそうに胸を張ってみるティア。それは子供が必死に背せ伸のびしているように見えて……。

「うん、ティアには全く似合わないな」

「コウさん、ひどいです！」

　そんな事をしているとホールに入ってくる人の気配がした。

　歩ほ哨しように立つキリカさんは、視線を投げるけど特に何もしない。

「コウ君、今ちょっと良いだろうか？」

「あ……はい」

　そこにいたのは真しん剣けんな表情のジュリアさん。多分そろそろ来る頃ころだとは思っていた。

「ティア……少しゴメン」

「あ……」

　ティアに断りを入れて、俺はジュリアさんに連れられてホール前の通路に移動する。

　腕うで組ぐみして壁にもたれるジュリアさんは真剣だが警けい戒かいしている風でもないようだ。

「異界の旅人、確か水の精霊は君をそう呼んだ……」

「やっぱり……それですよね」

　あれだけ堂々と名指しされたのだ。バレない訳はないよな……。

　俺は頭を搔かいて虚きよ偽ぎを交えて話すことにした。

「原因は分かりませんけど、数ヶ月前に俺は別の世界からエルモントに……正確にはティアの私室に召しよう喚かんされた異世界人です」

「なるほど……むしろ合が点てんが行った。君の言動や性質、魔力を持たない体、何よりも魔ま術じゆつ的ではない知識と技術。他国というだけではさすがに説明が付かなかったからな……」

「すみません、ティアとキリカさんにあまり公表しない方が良いって言われてて……」

「……それは賢明だな」

　ジュリアさんはふむっと呟つぶやいた。

「……やっぱり……可愛かわいい妹の傍そばに得体の知れない異世界人は望ましくないですか？」

　俺が半ば笑いながら言うと、ジュリアさんは苦く笑しようで返す。

「バカを言え。妹にあれだけの事をさせておいて、今いま更さら出身が異世界程度で解任など出来るか。ティアリスに対する責任は取って貰もらわないと……それに」

「それに？」

「今君にいなくなられては私が困る。目的を果たすまでは近くにいて貰わないと」

　その瞬間、ホールから甲かん高だかい叫さけび声が響ひびいた。

「ダメです!!」

　そこにはこれ以上なく顔面を紅潮させて目に涙なみだを溜ためたティアが立っていた。

　いつの間にかこっちに来ていたらしい。

「ティア？」「ティアリス？」

　あまりの剣けん幕まくに面めん食くらってしまう俺とジュリアさん。しかしティアは止まらず、かまわず、まくし立てる。

「あ、姉上様！　確かにわた、私は未熟な役立たずです。自分自身の身も守れず、あげくにキリカを倒たおれさせる程ほどダメな王女です！」

「ティアリス……それは……」

「魔力に至っては姉上様の足元にも及びません。……でも……でも……だからって！」

　初めてジュリアさんがティアリスに圧あつ倒とうされたその時、ティアは叫んだ。




「だからって、それでも！　それでもコウさんだけは譲ゆずれません!!　コウさんの傍は、コウさんのお隣となりは私の場所です!!」




　…………痛い程の静せい寂じやくが訪おとずれた……。

　え？　今……この娘こ、何を言った？　何やら物もの凄すごい事を言わなかったか？

　何か勘かん違ちがいしているようで……勘違いから何やら物凄く恥はずかしい何かを？

　理解が及んだ瞬しゆん間かん、ジュリアさんが耐たえ切れなくなったようで大だい爆ばく笑しようを始めた。

「アハハハハハハ!!　ハハハハハハ!!　ティアリス貴方言う時は言うね!!　アハハハハハハハハハ[image: !!!]」

　腹を抱かかえてのたうつジュリアさんにティアは赤い顔のまま不満げだ。

「な、何が可笑おかしいんですか！」

[image: ]

　しかしそんなティアに構わずジュリアさんは俺の肩かたをバシバシ叩たたく。

「ヒ、ヒ、ヒ、ハハハハハ……いやいやコウ君。ククク……うちの妹は可愛いだろ？」

「……答えなきゃいけませんか……」

　はっきり言って、俺は今ティアの顔を直視出来ない。頭が沸ふつ騰とうして爆ばく発はつしそうな気分だ。

　コイツ……多分最近ジュリアさんと密談しているのを何やら勘違いしているようだ。

　その勘違いから何を口走ってんだよ!!

「いや、コウ君、これは私が悪かった。やはりこういう事に人の手を借りようと思ったのは間ま違ちがいだったな」

　まだ収まらない笑いを堪こらえつつジュリアさんはティアに近付くと、音も無くひょいっと首根っこを摑つかんで担かつぎ上げた。

「え？」

「悪いけど、ちょっと妹は借りてくよ。今のティアリスに比べれば私の悩なやみなんてどうって事ないね」

「だったら最初っから……あ～も～勝手にしてくれ……」

「コ、コウさ～ん？」

　いまいち状じよう況きようを飲み込めずジュリアさんの背中でブラブラ揺ゆられるティア。

　ただもう俺にはティアを構ってやる余よ裕ゆうは無かった。




　　　　＊




「ええ!!　では姉上様がコウさんに近付いた目的って……」

「その通り。ティアリスと仲良くなる為ための相談に乗って貰っていた」

　アジト内に宛あてがわれた部屋にジュリアはティアを連れて来て事の真相を伝えた。

　本当は妹に自分の心情を吐と露ろする事が気き恥はずかしく、そして怖こわかったジュリアだったのだが、妹のやらかした、ある意味勇気ある発言に自分の戸と惑まどいなんてどうでも良くなってしまった。今までの迷いが何だったのかと思える程あっさりとジュリアは妹に話していた。

　真相を聞いた途と端たんに、ティアは顔どころか全身が真っ赤になって湯気を立ち昇のぼらせる。

「で……では……では、わ、私は勘違いで？」

　ジュリアは意地悪く笑ってみせた。

「いい啖たん呵かであったな。〝コウさんのお隣は私の場所です〟だったか？」

「みゃあああああああああ!!」

　部屋の椅い子すに座ったままティアは頭を抱えて丸まってしまった。

　その様には、長年見続けた笑え顔がおの仮面を付けた王女の面おも影かげなどどこにも無い。

　何年も前、ジュリア自身もまだ幼かった、王おう妃ひもまだ存命だったあの日。家族で訪れたデネル湖の湖こ畔はんで共に遊んだ妹を髣ほう髴ふつとさせる無む邪じや気きな姿だった。

　ジュリアはそんな丸まった妹の姿が愛いとおしくなり、思わず正面から抱だきしめた。

　守る為に離はなれたのに妹を傷付ける結果になってしまった家族の誓ちかい。

　理由があったとしても傷付けた自分が今更妹に触ふれて良いのか？

　そんな思いで自分から行動を起こす事が怖くて仕方なかったというのに……。

「本当に……何を怖がっていたのかな……私は……」

「姉……上……様？」

　ビックリして見上げたティアが見たのは照れ笑いを浮うかべる初めて見る姉の顔。

「白状しようか？　実は私はずっと、ず～っとお前をこうして抱きしめたかったのだ。最近はお前は良く笑うようになったが、その笑顔のほとんどがコウ君に向いていただろ？　私はそれが羨うらやましくて妬ねたましくて仕方がなかったのだ」

「……姉上様……だったら……だったら最初から……そう言って下されば……」

「コウ君にも言われたよ、それ。でも、どうしても……お前にどう思われているのか……怖くてな……」

「あ……」

　正直な気持ちを吐露する姉の優やさしげな顔、それだけでティアは〝自分が嫌きらわれている〟なんて思い込みがくだらない妄もう想そうだった事を理解した。

　強く、恐おそろしく、優ゆう秀しゆうであるとしか思っていなかった姉の本心に触れた気がしたのだ。

『何だ……炎ほのおの女王だって……姉上様だって私と同じだったんだ……』

　それからしばらく姉妹同士の会話になった。女子トークという程砕くだけた会話ではないものの、それでも長年のわだかまりを解消するのは十分なおしゃべりを。

「ところでティアリス……一つお願いがあるのだが……」

「……何でしょう？」

　ジュリアは少々赤くなりつつ鼻の頭を搔いた。

「その……私の事をだな……。その……お姉ちゃんと呼んでは貰えないだろうか？」

「え？」

　唐とう突とつに言われて目を丸くするティアにジュリアは慌あわてて手をバタつかせる。

「い、いや！　嫌いやなら良いんだ。強制する気はさらさら……」

　慌てる姉に妹はクスリと笑った。

「分かりました。……お姉ちゃん」

　その日、水神の森全土に炎の女王の勝ち鬨どきの声が響き渡わたった。

「うおっしゃああああああああああああああ!!」







　幕間　滅びの足音、永遠の別れ







　その日、東水神国ベルガに一人の男が現れた。

　この国にとって仇かたきと言っても差し支つかえの無い忌いむべき男。当然現れた瞬しゆん間かん縄なわを打たれ捕とらえられた。

　捕ほ縛ばくの報を耳にしたベルガ王は自ら首を刎はねてくれようと、直々に男の前に現れた。

「面を上げよ……アンダイル王子ナシュレイ」

　国王の言葉にボロボロな格好のナッシュ王子は顔を上げた。その顔は絶望的に暗く、そして怒いかりに満ちている。

「貴様はこの国にとって自分がどういう存在か……分かった上でここに来たのか？」

「…………」

　無言のナッシュ王子にベルガ王は引き抜ぬいた剣けんを首筋に当てる。一筋の血液が流れる。

「貴様は我が娘マールをたぶらかし、子供を儲もうけた。あげくに自国に捕らえられ、貴様の国は……娘と、孫を……殺した……」

　歯を食いしばり怨えん嗟さの言葉を漏もらすベルガ王。

「もう……あそこは俺の国じゃない……」

　ぼそりと言ったナッシュ王子の言葉は小声でも辺りに聞こえる。

「……この国に捕らえられ、即そつ刻こく斬ざん首しゆでも一向に構わなかった。ベルガ王、貴方あなたが今斬きり落としてくれても構わない……。ただ、出来る事なら願いが一つだけ……ある」

「願い……だと？」

　コメカミをピクリと動かすと、ベルガ王は剣を上段に構えた。

「立場が分かっておるか！　貴様が私に、いやこの国に願える事があるとでも!?」

「……アンダイル王の首……」

「!?」

「妻マールと息子むすこラッシュを奪うばった外げ道どうの首……それ以外に望むものなど何も無い!!」

　その言葉は国王だけではなく、その場で警けい戒かいしていた兵士たちにも衝しよう撃げきを与あたえた。

　アンダイル王──それはナシュレイ王子にとって実の父。その人物を殺すと敵対国家の国王に言い放ったのだ。

「……それが貴様にとってどういう事か、分かった上で言っているのか？」

　自然と声が震ふるえる国王にナッシュ王子はハッキリと言う。

「俺はもう王子でも何でもない。妻子を守れなかった、ただのろくでなしだ。そんなろくでなしに仇を討うてる機会が貰もらえるのなら……他ほかに何もいらぬ!!」

　涙なみだながらに叫さけぶその声は本物だった。

　国王も、その場にいた兵士たちも、愚おろかな事に今いま更さら理解したのだ。

　マール王女がこの男と本当に愛し合っていた事を……。

「ベルガ王国軍の一兵士で構わん。俺に……仇を討てる最後の機会をくれ！　たのむ!!」

　この言葉が決定的だった。

　その日、東水神国ベルガの亡なき王女マールに正式な婿むこ養よう子しが誕生した。

　同じ目的と同じ憎ぞう悪お、そして同じ悲しみを肌はだで感じたベルガ王はナッシュを自分の息子むすことして受け入れたのだった。

　この日を境に水神国の西と東の戦争は泥どろ沼ぬまと化していく。

　最後の時、西も東も関係無く滅ほろぼす足音に気が付く事も無く……。
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　エルモント王国王位継けい承しよう者。

　それは公式的にも第一王子シュトゥルム・Ｅ・カルヴァドスだと言われていた。強大な魔ま力りよくを持ち武ぶ勲くんを立て、政務においても優秀とされる彼が王位を継つぐ事をほとんどの人間は当たり前の事ととらえていた。

　しかし優秀すぎる王は反発も生む。己おのれの権けん威いを失いたくない一部の軍や貴族たちは、その妹であり第一王女ジュリア・Ｅ・カルヴァドスを国王に即そく位いさせるべく『炎の女王派』を築き上げていた。当の本人たちは兄妹きようだい仲もよく、お互たがいこそが王の器うつわと考えていたにもかかわらず、エルモント王国では継承者たち本人の与あずかり知らぬところで雷らい迅じん派と炎の女王派の対立構造が出来てしまったのだ。

　形勢不利な炎の女王派は何とか無理やりにでも両者の対立を煽あおろうと、隣りん国ごくである水神国の内乱に目を付ける。王女の配下の軍部をベルガへと送りこんだのだ。それに雷迅派も黙だまっておらず、こちらはアンダイルの支し援えんを決定する。

　結果として王子はアンダイルを、王女はベルガを支援するという実質的な代理戦争が演出されてしまったのだった。

　水神国での戦いの激化に伴ともなってエルモント国内にも分ぶん裂れつの危機が訪おとずれる中、国王は勝手に対立を煽った『炎の女王派』である軍組織の解体を命じた。責任感の強いジュリアは一連の事件を自らの過失ととらえ、王家から退く事を自ら決めた。

　ティアリスが全すべてを知らされたのは、姉が王家を離れるその日の事だった。

　城を出て幽ゆう閉へい先へと向かう姉をティアリスは必死に呼び止める。

「姉上……ジュリア姉上様……!!　臣しん籍せき降下されるなど、そこまでしなくとも……」

「国を荒あれさせたのは私の失策。兄上ならば、この国をうまく治めて下さるだろう」

「ですが……」

「くどいぞティアリス」

「……」

　姉の言葉に唇くちびるを嚙かみしめうつむいてしまったティアリスの姿を見て、はっとした顔をしてからジュリアは出来るだけ優しく語りかけた。

　これが、最後かもしれないのだから。

「ティアリス、顔を上げなさい」

「……？」

「王家の者には魔力とともに責務も生じる。私はそれを重く思った事はないし、ずっと誇ほこりに思っていた」

　姉の言葉に顔を上げたティアリスの表情は冴えない。それは『役立たず』である自分を責められているかのように感じたからだ。それを悟さとってかジュリアは幼子を励はげますようにそっとティアリスの頭を撫なでた。

「けれども、その責務に私の大切な兄上や妹たちが巻き込まれる事はずっと心苦しかった。だからお前の魔力が弱くて安心した。この子の事は守ってやれるって」

「え……？」

　驚おどろくような姉の言葉にティアリスの思考は停止する。しかし、真意を聞く時間は二人には残されていなかった。

「ジュリア様、そろそろ」

「分かった」

　従者の声に従うようにジュリアは静かに歩き出した。

　そして一度振ふり返り、

「ティアリス……守ってやれなくてすまない。お前はお前の出来る事をしてくれ」

　小さくそう呟つぶやいてあとは二度とこちらを振り返る事は無かった。

　ジュリアの臣籍降下以降、炎の女王派であった王おう侯こう貴族たちは立場を失い、国民から……特にジュリアと戦場を共にした兵士たちから激げき烈れつな非難が起こった。

　そして……自分たちの立場を守ろうとした一ひと握にぎりの愚か者たちは最悪の手を打つ。

『軍解体など言っていられない、明確な敵の存在があれば良いのだ』と……。

　それが国の滅びの引き金だとも知らずに……。


































　ゴミのように小さな魔力を極限まで絞しぼり込み、魔ま族ぞくをも屠ほふれる力を生み出す方法。それは同時に防ぼう御ぎよを一いつ切さい考えない戦い方で、どうやっても使う度たびに体を痛めていく。

　諸もろ刃はの剣つるぎなどという上等なものじゃない、れっきとした自殺行こう為いだこんなの……。

　だがこんな自殺行為に名を付けた酔すい狂きような奴やつがいた。断っておくが私じゃない。

　それは私を師し匠しようだなんて呼ぶ物好きな少年で、『グレイシス流剣けん術じゆつ』だなんて大層な名前を付けた。恥はずかしいから止やめろと言っても聞きはしない。

　そいつは私と同じく生まれ付き魔力が低く職業戦士には向かない奴だった。

　だが私は自分の技術を教える度、少年が戦い方を会え得とくする度に思わざるを得なかった。『この戦い方は、少年がグレイシス流と言う技術は、コイツの為ためにあったのだ』と。

　少年は数年で私よりも強くなり、当初目標にしていた大切な少女の隣となりどころか前に立って戦える程ほどにまで成長してみせた。

　その頃ころから……次し第だいに少年は人々に勇者と呼ばれるようになっていた。東大陸からの侵しん略りやくで疲ひ弊へいしていた人間たちは最後の希望を勇者とその仲間たちに託たくしたのだ。

　特とく殊しゆな移送ロードを作り、東大陸の最深部にいる魔ま王おうに狙ねらいを絞った奇き襲しゆう作戦。笑える事に〝仲間たち〟の中には私もいた。

　役立たずの、とっくに死んだはずの私がだ……。




　そして人間たちの希望を一身に受けて決行された作戦は…………失敗に終わった。




　誰だれが想像できる？

　十万はいる魔族の軍勢を避さけて辿たどり着いた魔王が十万の軍勢よりも強いだなんて……。

「クソ、まだ追って来る！」

「もう少しで人間界への移送ロードなのに！」

　魔王から逃にげる事が出来たのは奇き跡せき以外の何ものでもなかった。

　しかし傷だらけの体に鞭むち打うって、移送ロードを作り出した洞どう窟くつまで何とか辿り着いた時には、かわしたはずの十万の軍勢が背後に迫せまっていた。

　奇襲作戦に参加した仲間は五人。全員が満まん身しん創そう痍いで魔力も底を突いていた。

「とにかく移送ロードに急ぐんだ！」

　ライナスの言葉に洞窟へと駆かけ込む仲間たち、しかし背後から魔族の声が聞こえる。

「いたぞ！　人間共だ!!」「奴らこんな所に移送ロードを……」

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、私は洞窟の前で足を止めた。

《気が付かれたか……》

　このままでは移送ロードを閉じる前に魔族共が西大陸へと来てしまう。特殊な移送ロードは中々作る事が出来ないように、閉じる事もすぐには出来ない。

　今回移送ロードを作成したのは西大陸の西せい端たん部、そんな事になったら移送ロードを逆利用されて西大陸は……いや、人間は終わりだ。

　そう思ってからの決断は速かった。

「ライナス！　向こうに着いたらロードを潰つぶせ。いいな!!」

「え？」

　叫さけびながら仲間が洞窟に入ったところを見計らい、岩いわ壁かべに剣を振るう。

「何やってんのよ！　グレ姉！　まさか……!!」

　崩くずれ出した岩の向こうから、自分の事を姉と慕したってくれた今や大だい賢けん者じやと呼ばれる少女の悲痛な叫びが聞こえる。一いつ瞬しゆんで私の行動の意味を悟ったらしい。

「師匠……師匠!!　ダメだ、そんなの!!」

　同じく意図を察した勇者と二人慌あわてて戻もどろうとするが、仲間内では一番冷静な盗賊のお頭かしら、ナッシュが引き止めた。

「放して！　グレ姉が！　グレ姉が……！」

　悲痛な叫びに胸が痛む。

　なぜなら、私はその感情をよく知っていたからだ。

　力及およばず、無力感に悩なやまされ、何日も眠ねむれぬ夜を過ごす事になるだろうその気持ち。

　大切な者たちの本当の気持ちを最後に知った時の、余りに無知であった自分への激しい憎ぞう悪お。嗚お咽えつを感じる程の自分自身への殺意。

　そして……踏ふみ台にしてしまった命の為に自害すら許されない苦しみ。

　私はそれを知っていながら、今、彼らに同じ苦しみを与あたえようとしている。

「すまないな。私はお前たちを守る為に、何て言うつもりはない。ただ……怖こわいだけなんだよ。再び大切な者を失うのが……」

　自分を師匠と呼んでくれた少年。

　姉と慕ってくれた少女。

　どちらも抜ぬけ殻がらのように死に場所を求め彷徨さまよっていた私に、再び人間らしい温ぬくもりを与えてくれた大切な存在……失うのは見たくないのだ。

「私は知っている……これからお前らが背負う苦しみを。知った上で押し付ける、身勝手に……だからさ……」

　グレイシスは二本指を立てて最後に笑った。今まで見せた事もない極ごく上じようの笑え顔がおで。

「恨うらんでくれて構わない……さっさと忘れてしまえ、こんな『役立たず』」

「バ……バカヤロ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]!!」

　轟ごう音おんと共に岩が崩れ落ちた瞬間、仲間の声は届かなくなった。苦く笑しようして岩を軽く叩たたく。

「バカヤロー……か。確かに……違ちがいない」

　そう呟いてから振り向いた先には、天地を埋うめ尽つくす程の魔族がひしめき合っていた。

　もう数えるのすら面めん倒どう臭くさい、そもそも元より魔ま力りよくで自分より劣おとる者は一人もいなかった。

「さあ……最後に一ひと刺さし……舞まわせてもらおうか……」

　愛用のレイピアを抜き放つと自らの魔力を集中、髪かみの毛程の細さにまで絞り込み刃は筋すじへと這はわせて行く……。そして高々と掲かかげて吼ほえた。

「我が名はグレイシス、またの名を《血けつ風ぷう戦せん姫き》!!　貴様らに侵略され滅ほろぼされた亡国の死に損ぞこないなり!!　己おのれと魔への憎悪で極きわめたこの剣けん技ぎ、とくと見るがいい!!」







　その後の事は、魔ま界かいでは伝説となった。

　鬼き神じんの如ごとき強さで、追っ手の魔族五千余りを屠った人間の戦士がいたと。

　その者は片かた腕うでを失い、片足を折られ、剣で貫つらぬかれ、矢で射られ、爪つめで裂さかれ、魔ま法ほうで焼かれても、致ち死し量を超こえる失血で目が見えなくなっても膝ひざを突かなかった。

　己と敵の流した血ち飛沫しぶきの中、それでも字の如く、笑い、舞い、吼える。

　いつしか追い詰つめていたはずの魔族たちが後ずさっていた。

「こ……こいつ……本当に人間なのか!?」

　一人の魔族の呟つぶやきは魔族たちの総意だった。

　何故なぜまだ動ける。何故まだ立っている。何故まだ生きている。

　そして何故まだ……笑っている!!

　流血に染まる双そう眸ぼうの奥で、笑い続ける〝人型の何か〟。

　致ち命めい傷しようなど最も早はや何十何百与えたかなんて分からない。しかしそれでも目の前の人間の形をした何かは倒たおれる気がしなかった。

「首だ……首を落とせ！　いかに化け物でもそれなら……」

　その時魔族たちにはそれしか絶命させる手は残っていないように思えたのだ。

　出来なくては殺される……と。

　しかし終わりは突とつ然ぜん訪おとずれた。グレイシスを止めたのは、現れた魔王のたった一言。




「止めろ、もう良い。移送ロードは閉じられてしまった」




　魔力の流れの断絶。移送ロードの消しよう滅めつ。

　それは、即すなわち仲間の逃とう亡ぼうが成功したという事……。

　おかしな話だが、グレイシスは最悪の敵であるはずの者の声で安らぎを覚えた。

『ああ……そうか……。逃げ果おおせたか……』

　グレイシスは大量の魔族が囲む中、ようやく動きを止め……倒れ伏ふした。

　バシャリと立てた水音は自分が流した血ち溜だまり。グレイシスは『よく動けたものだ』と他人ひと事ごとのように思ってしまい、苦笑していた。

　血溜まりに沈しずむ彼女に魔王は無む警けい戒かいに歩み寄る。

「魔王様！　危険です！」

　反はん撃げきを警戒して警告する部下だが、魔王は首を振ふった。

「こやつに最早、私へ一ひと太刀たち浴びせる力は無い。いや、そもそもこやつの眼中には魔王など映っていない。私の事など、もうどうでも良い事らしい……」

　そう言う魔王の耳にかすかにグレイシスの声が聞こえた。

「やっと……守る事……出来たよ……」

　息も絶え絶え、焦しよう点てんも合っていない瞳ひとみ。だがそれはまるで誰かに報告しているようで、自じ慢まんしているようで……傷だらけでも満足げな笑顔だった。
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「…………………また、この夢か」

　俺は目を覚ました時、全身に汗あせをかいている事に気が付いた。

　この世界に来てから……正確にはルーチェに時見の魔法で〝ティアの最期〟を見せられて以来、たまにこの悪夢を見る。

　このままいけば、確実に起こる未来の姿を。

　全すべてを失い孤こ高こうの戦士となった後、得る事の出来た大切な者たちを守る為に死を選ぶ血風戦姫の生き様。

　最初はその戦士の姿が全くティアに結び付かなかった。

　だが、付き合いが長くなる度、あの娘この人となりを知る度に確信せざるを得なかった。

　あれは間ま違ちがいなくティアだと……。

　自信が持てず、自分を嫌きらい、後こう悔かいし、絶望し、それでも求めた大切な存在を命がけで守るそんな生き方。ネガティブさも優やさしさも……俺の良く知るティア本人なのだ。

　俺は正直グレイシスの生き様は嫌いじゃない。

　でも、だからこそ……何が何でも……。

「俺は……アンタを認めない……絶対に……」

　大事なものを失うところを見たくもない。俺だってアンタと一いつ緒しよなんだから。

　そのためにも今日の作戦を成功させようと決意してベッドから起き上がった。
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　日にち没ぼつをもうすぐ迎むかえようという時刻、夕日に照らされたデネル湖こ畔はんの水神の神しん殿でん前ではアンダイルとベルガの両軍が緊きん張ちようの面おも持もちで対たい峙じしていた。

　ついに本格的な戦争が始まってしまった……訳ではない。

　両軍ともに急にこの場に集まらざるを得なくなり、実際には戸と惑まどいの方が強かった。

　それもそのはず、両国の軍が集まっているのはいきなり届いた予告状が原因だからだ。

　それは王宮に届けられた手紙だけでなく、国中にこれ見よがしに立て札として設置されていたために隠いん匿とくも出来ず、国民たちの周知の出来事になってしまった。








西と東の水神国の皆みな々みな様さま。

両国がいがみ合い、余所よそ見みをしている隙すきに、

我々盗とう賊ぞく団デネルは水神の神殿の封ふう印いん解除の方法を発見致いたしました。

つきましては今夜、日没の時に水神の神殿に眠る精せい霊れいの宝玉を頂きに参ります。







新生盗賊団デネルより









　事の真相は分からない。しかし、水神の神殿が標的となれば両国ともに動かざるを得なかった。

　まあ、だからと言って長年険悪な関係を続けてきた両国が顔を合わせているのだ。心中穏おだやかであるはずもない。

　暗雲立ち込める空気の中、両軍兵士たちを割って前に出たのは両国の代表である国王、アンダイル王とベルガ王。どちらも初老の男性同士で、そしてどちらも眉み間けんに皺しわを寄せていた。

「……久しいな、ベルガの……」

「そうだな……アンダイルの……」

　形式的な場であれば敵対国家であっても敬けい称しようの〝王〟を付けるのが最低限の礼れい儀ぎであるはずだが、この場においては互たがいが互いを王とは呼ばない。

　隣りん国ごくの存在を認めないという意地の張り合い、根底にそれがある。

「盗賊団デネル……最近巷ちまたを騒がすコソ泥どろ集団と思っていれば、いやいや、ずいぶんと見てくれに拘こだわった派手な事を好むものよ。まるでアンダイルの連中のようだな……」

　ベルガ王の言葉はあからさまな挑ちよう発はつ、『盗賊団はお前らの差し金だろ』という分かりやすいものである。しかしアンダイル王は怒いかりの形相をムリヤリ笑顔にして言った。

「そのコソ泥どもは我が国でも悪事を働く連中でな。こうした中身の無い即そく物ぶつ的な、まるで幼子のような行動はベルガ特有の行動パターンだと確信しておったのだがな……」

「ほ……ほう……」

　対峙する両国国王の険悪な空気は瞬またたく間に自軍の兵士たちへと伝でん播ぱしていく。

　俺はその様子を遠目に眺ながめていたのだが、あんまり長い事放置すると危ない気がして来た……。

「険悪だな～。ラブラブな息子むすこたちとはえらい違いだ……」

「……その息子たちのスキャンダルは既すでにどちらも知っているのだ。その上で会話が出来ているだけ二人とも……まだ冷静だ」

　覗のぞき見たジュリアさんの言葉は幾いく多たの戦場を経験した者の言葉なのだろう。

　俺には今にも取っ組み合いを始めそうにしか見えないけど……。

「さあ……では日没と共に行動開始と行きますか……」

　俺が布越ごしのくぐもった声で言うと、ティアとジュリアさんは頷うなずくがキリカさんが戸惑いの声を上げる。

「……ダイチ、本当にやるの？」

　その声にはやる気を感じられない。いまいち腹をくくれていないようだった。

「何を言うのですキリカ！　これは両国の為ために必要な事ですよ？」

「……そうだな、しかも今回我々は名も無き盗賊団。外交だの世せ間けん体ていだの……気にする必要はない……」

　そんな事を言って笑い合う、すでにノリノリの姉妹。キリカさんは諦あきらめの溜ため息いきを吐ついた。

「いつの間にか歩調を合わせちゃって……ったく……」




　　　　＊




　電灯なんて存在しないこの世界では日没後の闇やみは急速に訪れる。

　両軍の兵士たちがそれぞれ魔法を使って明かりを灯しだした頃ころ、その時は訪れた。

「ハハハハハハ……ハーッハハハハハハハハハ!!」

　闇やみ夜よに響ひびき渡わたる人を馬ば鹿かにしたような、まさに馬鹿笑い。

　兵士たちの間に緊張が走はしった。

「な、何なんだ!?　いったい？」

「どこからだ？　っていうか何なんだこの笑い声は!?」

　戸惑うアンダイルとベルガの兵士たち。しかし一人の兵士が正解を導き出した。

「上だ！　水神の神殿の上に人が!!」

　テンプレ通りの台詞せりふにその場にひしめき合う数千の兵士たちの視線が一いつ斉せいに、神殿の屋根の上へと向いた。

　いつの間にか上っていた月の明かりに照らされる四つの人ひと影かげ。その者たちは一様に異様な、見たことも無い服装にスカーフをなびかせて立っている。
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　その格好を見て『忍にん者じや』を連想できる者はエルモントの庭師以外にはいなかった。

「き、貴様ら何者だ！　神聖な水神様の神殿に!!」

「何者……か。ならば答えよう……」

　その者たちは色いろ違ちがいのスカーフを着けているのだが、男性が一人に女性が三人の構成で……その者たちが一斉にポーズを付けて叫さけび出した。

「赤レツド忍ニン者ジヤ！　爆ばく炎えんの朱じゆ里り!!」

「……青ブルー忍ニン者ジヤ、疾しつ風ぷうのお霧きり……」

「緑グリーン忍ニン者ジヤ!!　深緑のお庭ていです!!」

「黄イエロー忍ニン者ジヤ、大地の耕こう!!」

「「「「四人揃そろって……忍者盗とう賊ぞく隊、デネル……推参!!」」」」

　ドドド[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]ン……。

　最後に両軍に向けてそれぞれの配置でポーズを決めた瞬しゆん間かん、背後に大だい爆ばく発はつが起こった。

　大勢の兵士たちがその光景の意味が分からず、ただただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　いち早く立ち直ったのは両軍の国王で、奇くしくも敵対国家の国王がこの瞬間、同じ事を言った。




「「全軍……あの道どう化けどもを打ち落とせ!!」」




　　　　＊




　急激に始まった魔ま力りよく弾だんの集中砲ほう火かに黄忍者の俺は反射的に伏ふせた。

「だああ、こらえ性しようが無いな！」

「当たり前でしょ！　どうやったってこんな演出は相手を馬鹿にしているようにしか見えないでしょうが!!」

「こういうのは徹てつ底てい的に目立つ必要があるんだよ！」

　青忍者のキリカさんが文句を言う中、赤忍者のジュリアさんが両手を地面について両手の手てつ甲こうに付いた赤い宝石を光らせた。

「炎縛結界フレアフイールド！」

　ジュリアさんが唱えた瞬間、俺たちの周囲に赤色の透明な壁バリアが現れて魔力弾を弾はじき返した。嵐あらしの雨あま粒つぶがガラスに当たるような音が響き渡る。

「すげ……これも魔ま法ほう？」

　ちなみにさっきの爆発もジュリアさんの担当である。今回火気全ぜん般ぱんは彼女にお任せしたのだが、意外とノリノリで引き受けてくれている。

「……前に見せた炎レツ脚グレツ爆ドウオ壁ールとは違ちがう全方位完全防ぼう御ぎよ魔法だ。ただ全方位完全に防御出来るが術者が一時的に完全に動けなくなってしまうし……何より制限時間が短い」

　つまりこの魔法は単独では向かない魔法なのだろう。そう、一人の時には……だ。

　俺が視線を向けると、さっきまで乗り気じゃなさそうだったキリカさんがニヤリと凶きよう悪あくな笑えみを作って槍やりを握にぎった。

「ではここらで一つ、汚お名めい返上と行きましょうかね！」

　どうもアンダイルで体調不良の時に襲おそわれた事を根に持っていたようだ。これからこの人を相手取る兵士たちに同情せざるを得ない。

「待ってキリカ……」

　しかしそんな俺とは違って、ティアは心配そうな瞳ひとみでキリカさんを引き止めた。

「ん？」

「その……気を付けて……」

　前の事をまだ引きずっているようで、そんなティアの額にキリカさんは拳こぶしを軽く当てた。

「心配しないの。今日の私は体調万ばん全ぜん、百や二百は余よ裕ゆう余よ裕ゆう……」

　そんな事を言うキリカさんの横顔には夜や叉しやが見えた。

　…………ほんっと……同情します。




　　　　＊




　異変に気が付いたのがどちらの軍が先かは分からない。

　当然の事だが両軍ともに神しん殿でん前に展開出来る魔ま導どう士しの数には地形的に限りがある。魔導士が何百人いても、狭せまいその場所に展開出来る人員はせいぜい数十人程度。

　そんな状じよう況きよう下、魔力弾の集中砲火が急に止まった。

　後方の兵士たちが何が起こったのか理解出来ないでいると、前衛で魔力弾を撃っていた魔導士たちが両軍ともに一斉に倒たおれ臥ふした。

　その向こう側、水神の神殿前に青忍者を名乗る女性が槍を携たずさえて佇たたずんでいた。

「個人的にはベルガ側には全く恨うらみはないけれど……まあ、この際運が悪かったと思って頂ちよう戴だい」

「な……にを言って……」

　青忍者の言葉に同調したように兵士たちの周囲で小石や木の葉など、軽い物が浮うかび上がり始める。

「……溜たまりに溜まった私の鬱うつ憤ぷん……晴らすの手伝って貰もらうわよ！」

　急激に膨ふくれ上がる殺気。兵士たちは慌あわてて剣けんを抜ぬいて応戦しようとする。

　だが、その時にはもう遅おそい。

　前にいたはずの青忍者は舞まい上がった小石や木の葉を踏ふみ台に、すでに自分たちの上空へと舞まっていた。

「バカ！　上！　いや後ろだ!!」

「え!?」

「遅い!!」

「が！」「ごあ!!」

　青忍者を見失った兵士たちには折せつ角かくの仲間の助言も理解が追い付かない。背後に回った青忍者の正確な攻こう撃げきに一気に五～六人が昏こん倒とうしてしまった。

「遅い、遅い、遅い！　訓練が足りないわよ水神国兵士諸君!!」

　直後に空中で方向転てん換かん、上と思えば正面、下と思えば真横、見えているが狭い神殿前のせいで後衛は助けられず、目が追い着かない前衛はドンドン駆く逐ちくされて行く。

　それほどまでに青忍者は速く、そして強い。

　後方で指示していた部隊長がその様に決断を下した。

「味方の多少の被ひ害がいは止やむをえん。魔導士隊！　前衛諸もろ共とも……」

　しかし部隊長の言葉は遮ぎられた。

「……戦術としては正しい。だが承服は出来かねるな……」

「……は？」

「はあああああああああ!!」

　真横からいきなり聞こえた〝赤忍者〟の声。部隊長が思考する間も無く、赤忍者は大地を右足で思いっきり踏み付けた。

　その瞬間、ボコンという轟ごう音おんと共に地面がめくり上がって数十人の兵士たちを巻き込んだ。

「だああああ！」「うわあああ!!」「何だ！　何が起こっている!?」

　ほとんどの兵士たちは自分たちの地面がいきなり無くなったようにしか感じられず、途と端たんにパニックを起こしてしまう。

「戦場で……余所よそ見みしている暇ひまなど無いぞ！」

「「「ぐお、おおおおおおお!!」」」

　その間にも赤忍者は次の行動に移り、一発の体当たりで二～三人をまとめて吹っ飛ばす。

　武器を持つ兵士たちが相手にならない程ほどの徒と手しゆ空くう拳けん、神殿前に配置された兵士たちは数分もしない内に大地に倒れ臥していた。

　地に足を着けないしなやかな動きの青忍者と、大地を踏みしめ踏み込みを主体にした体術を駆く使しする赤忍者。相反するはずの動きがまるで曲芸のように映はえる。

　余よ裕ゆうの面おも持もちで赤と青の忍者は背中を合わせて笑った。

「やるな……ブルー……」

「そちらこそ……レッド……」

　呼吸一つ乱さず、まるで良い運動でもしたかような言葉。

　両軍の兵士たちはすっかり二人の化け物じみた強さに吞のまれてしまっていた。

「ば……馬鹿な……デネルとは……こんなに強かったのか？」

「……今まで実力行使は一度も無かったのに……」

　そんな緊きん張ちようの中、神殿側からゆっくりと緑と黄の忍者が近付いて来た。

　赤と青だけでも相手にならないのに更さらに加わった二人はどれだけ強いのか？　そんな緊張が両国に走り抜ける。

「レッド、ブルー、その辺で良いだろう……」

　四人中唯ゆい一いつの男の声に二人は振ふり向かずに反応する。

「首しゆ尾びはどう？　イエロー」

　赤忍者の言葉に、黄忍者は笑いつつ手に持ったズダ袋ぶくろから美しく輝かがやく一つの水すい晶しようを取り出した。

「あ……あれは！　ま、まさか!!　伝説の『水すい神じんの瞳ひとみ』！」

「何だと!!　あれが水神、精せい霊れい様さまのお力を封ふうじたという伝説の……」

　両国の国王が同種の驚おどろきの声を上げた。

　数百年前、国が分ぶん裂れつした時期を境に両国共に神殿内部へ入る事が出来なくなった。

　まさか自分たちの子供が頻ひん繁ぱんに出入りしていたなど知る由よしもないアンダイル、ベルガの両国国王は歴史上の記録でしか内部の事を知る事が出来ない。

　ゆえに歪わい曲きよくされ、脚きやく色しよくされた伝説を鵜う吞のみにするしかなかったのだ。

〝神殿の最深部には水の精霊を封じた水晶が安置されている〟という伝説を。

　そして、知らないという事実を〝知っている〟黄忍者はニヤリと笑って水晶を高々と掲かかげてみせた。

　月光に晒さらされて水晶は青白く、怪あやしい輝きを放つ。

「フハハハハハ！　見よ、この水神の瞳の神こう々ごうしき輝きを！　これこそ貴様ら水神国が西と東に分かれてまでいがみ合い、憎にくみ合い欲ほつした水の精霊の象しよう徴ちようだ!!」

　水神国の兵士たちに緊張が走る。

　水の精霊は水神国において絶対的な存在だ。その象徴が得体の知れない盗とう賊ぞくの手に渡わたっているのだから……。

「水の精霊を封じ込めたというこの水晶……闇やみに捌さばけば幾いくらになるのか……見当も付かないな……」

　下げ卑びた笑みを作る黄忍者に両軍のどちらからとも無く罵ば声せいが飛んでくる。

「ふざけるな！　精霊様を返せ!!」

「貴様！　水神様を売るだと!!　何と下げ劣れつな!!」

　どちらの国であっても精霊を侮ぶ辱じよくする目の前の盗賊を許せない思いは変わらないらしく、両軍共に誰だれに同調したのかも分からず「そうだそうだ！」「ふざけるな！」なんて罵声が大きくなって行く。

　しかし黄忍者はどこ吹ふく風で水晶をポンポンお手玉し始めた。

「何を言い出すかと思えば……下劣じゃない盗賊なんていると思ってんのかい？　大事なのは精霊よりも金だぜ？」

　しかし……そんな風に兵士たちを小こ馬ば鹿かにして笑っていた黄忍者の手から、水晶が滑すべり落ちた。

「あ……」「あ……！」「「「「「「「「ああああああああああ[image: !!!][image: !!!]」」」」」」」」

　声を上げたのは誰だったのか……それはもう分からない。というかそんな事は最も早はやどうでも良い。水神国の民たみにとって伝説であり、初めてお目見えした『水神の瞳』は乾かわいた音を立てて砕くだけ散った。

　そして、割れた破は片へんが一いつ瞬しゆん強い光を放ち……消える。

　………………数千人はひしめき合っていたはずの湖こ畔はんに恐おそろしい程の静せい寂じやくが訪おとずれた。

「…………やっちゃった」

　そんな静寂の中、アッサリと軽い口調で言う黄忍者。

　のんきな口調にイラッとして両国全軍の言いようのない怒いかりが燃え上がり始めたが、次の瞬しゆん間かんにはその怒りも霧む散さんしてしまった。なぜなら、

「な……何だあれは!?」「見ろ！　デネル湖が!!」

　突とつ然ぜんデネル湖の中心部から渦うずが起こり始めたのだ。そして大渦の中心から爆ばく音おんと大量の水みず飛沫しぶきを上げて巨きよ大だいな何かが姿を現す。

「キシャアアアアアアア!!」

　甲かん高だかい奇き声せいを上げるそれはドラゴン並みの巨きよ体たいを誇ほこる生物だった。体表は鱗うろこではなくテラテラと光こう沢たくのあるものに覆おおわれ、巨大な顎あごには上下二本ずつの強大な牙きば。赤く鋭するどい瞳からは理性というものが感じられない。

「サ、サ、サ……水蛇サーペントだあああああああ!!」

「な、何で!?　何でデネル湖に水蛇が!?」

　兵士たちから悲鳴に近い声が上がる。

　水蛇──一説ではドラゴンと同一視される事もある巨大な蛇。湖や沼ぬまなどを棲息場所に好み、更に縄なわ張ばり意識が強く近寄る生き物には容よう赦しや無く攻撃を加える獰どう猛もうな魔ま獣じゆう。

　驚きよう愕がくしたのは両国の国王も一いつ緒しよで、目の前の光景を口を開けっ放しで見ていた。

「何なのだ……あの巨大な水蛇は……」

「デネル湖にあんなモノがいるなど……伝承には何も……」

　あっけにとられる国王たち。しかし答えを寄こしたのは意外な人物だった。

　その者は自分たち以上にパニックを起こした声で言う。

「おおい！　アンダイルでもベルガでもどっちでも良い、説明しろ!!　何で水の精霊が封じられた水晶を割ったらあんな化け物が出てくんだよ!?」

　その手前勝手な黄忍者の声に両国国王はハッとした。

「ま、まさか……封ふう印いんされていたのは精霊様ではなく……」

「あの……巨大な水蛇だった……と？」

　国王たちの呟つぶやきに黄忍者はあからさまにガッカリしてみせた。

「……何だよ、二カ国が血ち眼まなこになるどんなにスゲーお宝かと思えば……伝承も当てにならないもんだな……」

　そんな愚ぐ痴ちを言っていると、赤・青・緑の忍者たちが慌てて後ろを指差した。

「イエロー後ろ!!」

「ん？」

　黄忍者が何げなく振り向くと、そこにはさっきまで結構遠くにいると思っていた水蛇の巨大な顔面があった。

「………………はい……？」

「キシャアアアアアア!!」

　何とかごまかそうとする黄忍者だったが、一瞬で他ほかの仲間たちと一緒に地面ごとゴボンと巨大な顎に飲み込まれてしまった。あれだけ強力な力を誇った赤と青の忍者とともに。

　更に水蛇はあっけにとられている両国の兵士たちに襲おそい掛かかって来る。

「「「「「「「うわああああああああああ!!」」」」」」」

　蜘蛛くもの子を散らす如ごとく逃にげまどう兵士たちへ体ごと突つっ込み、地面に大穴を空ける。巨大な尾おの一ひと振ふりで樹木を根こそぎなぎ倒たおす。

「引け引け～!!」「これでは勝負にならない!!」

　パニックを起こす両国の兵士たち。実際にそのパワーは人間が相手に出来るものではない。まさに自然そのものの脅きよう威いであった。

　アンダイル、ベルガ両国の国王もこの状じよう況きように一時退たい避ひの命を出そうとする。

　しかしその時、パニックを起こして逃げまどう兵士たちへ良く通る声がかかった。

「うろたえるな水神国の兵士たちよ！」

「あの水蛇を野放しにしてしまってはアンダイルもベルガもありません！　湖対岸の両国は全すべて破は壊かいされてしまいます!!」

　いつからそこいたのか、その声は先ほど盗賊たちがいた水神の神しん殿でん前から聞こえた。

「あれは……」「あの方は……」

　そこにいたのは西水神国アンダイル第一王子ナシュレイ・Ｔ・アンダイルと東水神国ベルガ第四王女マール・Ｍ・ベルガであった。

「ナッシュ……お前は……」

「マール！　今までどこに行っておった!!」

　両国王共に二人に関する〝自分の子供が隣りん国ごくの王族と親密である〟という報は耳にしており、いきなり二人での登場に動どう揺ようする。

　しかし王子も王女も父の発言を無視して声を上げた。

「アンダイルとベルガの兵士たちよ！　数百年前に隣国が封じたという精霊様の伝承……それはこの状況を見るに、誤りであったようだ!!」

「封じた存在が精霊様でなく、あの凶きよう悪あくな水蛇だったとすれば扉とびらが何なに人びとにも開けなかった理由も納なつ得とくがいきます。封印はご先祖様からの〝絶対に開けてはならない〟というメッセージだったのです!!」

　数千の兵士たちからどよめきが起こる。今まで自分たちが信じて従っていた事を、自分たちが仕える王族が否定したのだ。反射的に否定の言葉を紡つむごうとするが、現状は王子たちの言葉の通りであり、兵士たちは葛かつ藤とうの末に思考停止に陥おちいり動けなくなってしまった。

　ナッシュ王子は構わずに続ける。

「アンダイルとベルガ……いや、水神国の兵士諸君！　数百年の伝承が誤りであったのなら、数百年に及およぶ我々の諍いさかいそのものが誤りだったのだ!!」

「「「「「「「「「「!!!!!!!!!!!!」」」」」」」」」」

　それはこの国において最も禁きん忌きとされるべき言葉だ。

　不用意に発言し認めれば、王族ですら死罪もありうる危険な言葉。

　しかし王子に続いて王女も声を上げる。

「皆みなわだかまりはあるでしょう。納得の行かぬ者もいる事でしょう。しかし、今その事に拘こだわっていては……両国共に滅ほろびてしまいます！」

　そして大勢の兵士、国民の前でナッシュ王子とマール王女、敵対国家同士の王子と王女が手を握にぎり合った。

　自分たちの常識では今までありえなかった光景に兵士たちから戸と惑まどいの声が上がる。

　国王たちに至っては子供たちの行動に言葉を失っていた。

「水神国全軍、強要などしない!!　しかし我々に賛同し、水神国を、人々を守らんとする誇り高き戦士がいるならば……力を貸してくれ!!」

　そう言ってナッシュ王子とマール王女は握り合うのとは反対の手を水蛇へとかざして火の魔ま力りよく弾だんを放ち出す。

「「炎砲弾フアイヤーボムズ!!」」

　王族に名を連ねる二人は一いつ般ぱん人よりは魔ま力りよくが高い。水蛇に着ちやく弾だんした魔ま法ほうはそれなりの威い力りよくを誇っている。しかしそれでも水蛇の巨体に大したダメージは無いようだった。むしろ水蛇に気付かれてしまったようで、湖面を滑るように王子たちの下もとへ向かって来る。

「王子危険です!!」「王女様！　下がって下さい!!」

　周辺の兵士たちから悲痛な声が上がる。しかしそれでも二人は手を離はなさず、頑かたくなに、共に魔法攻撃を続ける。

　二人の攻撃をものともせずに水蛇は前進を続け、あと一歩という距きよ離りまで接近してきた。大きく口を開いた水蛇は先ほどの盗賊たちと同じように二人を飲み込もうと笑ったように見えた。

　しかし、二人が飲み込まれるより前に、

「「撃うてえええええええええ!!」」

　どちらが先だったのか、そんな事はどうでも良い事。

　両国王の怒ど号ごうに呼応するかのように、湖対岸に配置されていた兵士たちの魔力弾が一いつ斉せいに水蛇を目め掛がけて撃ち込まれた。

「キュワアアアアアア!!」

　続々と着弾する無数の魔力弾に水蛇はたまらず悲痛な声を上げて湖へと潜もぐって行く。

「父上！」「お父様！」

　笑え顔がおでそれぞれの父たち、国王を見た王子と王女の視線の先には、どちらも苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした顔があった。

「今は……強大な水蛇の殲せん滅めつが先だ！　全軍、ベルガと協力し攻撃に当たれ!!」

「実に不本意だが……止やむをえん!!　一時休戦、ベルガの兵士たちよ、アンダイルに後おくれを取るな!!」

「「「「「「「「「「「うおおおおおおおおおおおおおおお[image: !!!][image: !!!]」」」」」」」」」」」

　両国王の号令に湖を揺ゆるがす程ほどの怒号が響ひびき渡わたる。

　不承不承ながらも協力せざるをえない状況、それはアンダイル、ベルガ双そう方ほう共に分かってはいたのだった。魔力の着弾を嫌いやがり湖底に潜った水蛇だったが、呼吸はそうも続かないようで一定時間で再び姿を現す。その度たびに声が上がる。

「そっちだアンダイル！　そっちに行った！」

「鈍どん臭くさいな！　早く撃て!!」

「やかましい！　黙だまってろベルガ!!」

　まさにもぐら叩たたきの様相、しかしそのうち痺しびれを切らした水蛇が再び兵士たちに襲い掛かり始める。

　体ごとぶつかって来る巨大な水蛇は凄すさまじく、湖こ畔はんごと轟ごう音おんと共に抉えぐり取って行く。

「「「うわああああああ!!」」」

「大だい丈じよう夫ぶかベルガの!!」

「なめんな……この程度……！」

　両国が協力しての攻撃、最初は効果があったと思われたのだが、攻撃の度に湖に潜り突とつ然ぜん襲おそい掛かる水蛇の動きは的確で、次し第だいに効果が見られなくなって来た。

「ク……水面が天然の盾たてになっているのだ。これでは……」

「何か……数百年前にもあの水蛇を封ふうじる事が出来たと言うなら……何か方法が……」

　押され始める戦せん況きようにマール王女が嘆なげいた時だった。




　突とつ然ぜん、盗とう賊ぞくたちに砕くだかれた水すい晶しようの破は片へんが強きよう烈れつな光を放ち出したのだ。




「な、何ですかこの光は!?」

「まさか、また!?　別の化け物が!?」

　今だって対処出来ていないのに更さらなる化け物なんて冗じよう談だんではない。兵士だけではなく、国王たちにも悲鳴に似た嘆きが漏もれる。

　だが、強烈な光が晴れた時……そこに佇たたずんでいたのは化け物とは程遠い姿だった。

　透すき通るような水色の服に青白く美しい、人魚を思わせる一人の女性がそこにいた。

　女性は口を開くと良く通る声で話し始める。

「やっと……二つに分かれた国の血に連なる者が、手を取り合う時が来たようですね……」

「な……何者なのだ……そなたは……」

　いつの間か傍そばに来ていたアンダイル国王が警けい戒かい心しんを全開にそう言うと、女性は閉じていた目をおもむろに見開く。

　その瞬しゆん間かん、隠かくされていた膨ぼう大だいな魔力が露あらわになった。

「な！　何だ!!　このありえない魔力は!!」

　目まの当たりにしただけでアンダイル国王は腰こしを抜ぬかしてしまった。王族の自分でも実現不可能な魔力を持った女性。得体の知れない何かに冷や汗あせが止まらなくなる。

「私は水を司つかさどる……水そのもの……。清らかなる水の精せい霊れい……シミズ……」

　それは水神国にとっては絶対的と言える存在。おいそれと名乗ってはいけない者の名。

　普ふ通つうであれば不敬罪の適用もありえるのだが、人ではありえない魔力が虚きよ偽ぎではない事を証明している。

　突とつ然ぜんの精霊の登場に腰を抜かす国王と取り巻きの兵士たちを他所よそに、ナッシュ王子とマール王女は膝ひざを突いて頭こうべを垂れる。

「精霊様……あの水晶が割れた後にあの巨きよ大だい水蛇サーペントが現れました。しかし水蛇が封じられていた水晶から貴方あなた様さまが現れた……これは一体？」

　ナッシュ王子の質問に精霊シミズはスッと目を細めた。

「かつて数百年前、この地にあの水蛇が現れました。しかし水蛇を打だ倒とうする為ために必要であったアンダイル、ベルガに連なる王家はいがみ合っていてとても協力を得られる状態では無かった……。ゆえに私は水蛇を自らの力で封じるに至った……」

「せ……精霊様が自ら封ふう印いんに……」

「俺たちが……いがみ合っていたせいで？」

　兵士たちの呟つぶやきに国王は居い心地ごこち悪そうに目を逸そらした。

「では……精霊様は湖を守る為に……」

　マール王女の言葉に精霊シミズは頷うなずく。

「しかし……数百年の月日は長かったようです。封印は次第に綻ほころび、湖は汚お染せんされ、神殿に盗とう賊ぞくの侵しん入にゆうを許してしまった……」

　申し訳無さそうにうな垂れる精霊、しかしナッシュ王子がはっきりと言う。

「何をおっしゃいますか！　いがみ合いを続け、あげくに崇すう拝はいする精霊様に負担をかけていたのは我々です！　数百年に及ぶ精霊様のご苦労、今こそ断たち切る時です！」

「その通りです精霊シミズ様。今こそ我々二つの王家が団結する時なのです！」

　そう同調するマール王女。

　二人の物言いに異論を挟はさむ者はいない。国王でさえも傍ぼう観かんしていた。

　それを確かく認にんした精霊シミズは顔を上げて宣言する。

「さあ……今こそ両国のわだかまりを超こえて手を取り合う時。アンダイル家に連なる王子ナシュレイ、ベルガ家に連なる王女マール……共に大地へ手を重ねるのです……」

「大地に……」「手を……？」

　言葉の意味が飲み込めず戸惑う二人。しかしその時、巨大な水蛇がこちらに目掛けて向かって来た。

「さあ早く！　アンダイルの白とベルガの赤、数百年前には叶かなわなかった共きよう闘とうの色しき彩さいを今こそこのデネル湖に!!」

　促うながされるままに慌あわてて王子と王女は目の前の地面に両手を重ね合わせた。




　その時、精霊シミズの腕うでに光る腕時計が十五分を示した。




「……時間、ぴったりね」




　精霊が何やら呟いたその瞬間、王子と王女の目の前の地面が光ったかと思うと、そこから急激な速さで成長をし始める一本の樹木。

　アンダイル、ベルガの両兵士たちが驚きよう愕がくする中、バキバキと音を立てて現れたそれは、両国の共闘を象しよう徴ちようするように赤と白のバラの中間色のピンク色の花が木全体を覆おおいつくすように咲さき誇ほこっていた。

　その様は何とも恐おそろしく、そして美しい。

「な、何なんだ……この木は……」

「凄すごい……こんな花……見た事ない……」

　驚おどろきを露にする兵士たち……それもそのはず、水神国だけではなく、この世界では見る事の出来ないはずの花なのだから。

　急成長を果たした巨大な木から、ピンク色の花弁が風に舞まい、散り始める。

　それは湖全体を覆い尽つくすように広がって行く。

　そんな美しい光景の中、水中に潜っていた水蛇が苦しげに身を捩よじらせ始めた。

「キュイイイイイイイ!!　キシャアアアアアア!!」

　水蛇を包み込んだ花弁、それが水蛇に苦痛を与あたえているのは明らかだった。

「今です……水神国の民たみ。この木は魔まを打ち払はらう聖なる木『サクラ』です。聖なる力で動きを止められている内に……」

　精霊の言葉にナッシュ王子とマール王女は顔を上げて、声を張り上げた。

　繫つないだ手を高々と掲かかげて……。

「「水神国全軍！　敵水蛇に向けて……全力攻撃、撃てえええええええ!!」」

「「「「「「「「「「うおおおおおおおおおおおおおお[image: !!!]」」」」」」」」」」

　両国兵士たちから上がった怒号と共に、湖を真っ赤に染めるほどの魔力弾が水蛇に向けて一斉に放たれた。

「キャアアアアアアアアアアアア!!」

　水中へ逃にげる事も出来ず、全すべての火力魔法の直ちよく撃げきを食くらった水蛇は断だん末まつ魔まの叫さけびと共に眩まばゆい光を放ち、そして爆ばく発はつ四散した。

　湖を囲んでいた兵士たちには何が起こったのか最初理解が及およばなかった。

　しかし水蛇の爆発で撒まき上がった膨大な水が降り注ぎ、ずぶ濡ぬれになった時、どこからともなく声が上がった。

「やった……やったぞ！　勝ったんだ!!」

「倒たおした!!　俺たち倒したんだ！　あの化け物を!!」

　いつしかその声は伝でん播ぱして行き、ずぶ濡れの兵士たちは口々に喜びを爆発させる。

「やったのか!?　俺たちが、あの化け物を!?」

「畜ちく生しよう!!　やったぜ!!」

　喜び合い称たたえ合う、共に戦った兵士たちに最も早はやアンダイルもベルガも無かった。

　皆みなが皆、笑い合い喜び合う。そしてそんな戦勝ムードの中、一人の兵士が声を上げた。

「見ろ!!　デネル湖のバラが……」

　湖畔にあった枯かれ果ててしまっていた紅白のバラ。それらが一いつ斉せいに咲き始め、どんどんと湖畔を覆い尽くして行く……まるで両国の勝利を称えるように。

　そして……同時に緑色に染まっていた湖が急速に青く透き通った、数ヶ月前まで見ていた美しいデネル湖へと戻もどって行く。

「奇き跡せき……だ」

「こ、こんな奇跡が……」

　呆ぼう然ぜんと両国の国王が揃そろって呟くと、兵士たちが再び歓かん声せいを上げて盛り上がる。

「奇跡だ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]!!　精霊様の奇跡が起きた[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]!!」

「両国の団結が起こした奇跡だ[image: ー][image: ー][image: ー]!!」

　口々にそんな事を言い盛り上がる兵士たち。

　ただ、そんな雰ふん囲い気きの中、ナッシュ王子とマール王女は互たがいに手を握にぎり合ったまま、湖の対岸を見つめていた。

「奇跡……か」




　　　　＊




「いえっくしょい！　んにゃろ～」

　秋口に差し掛かかるこの時季の寒中水泳は最悪である。

　濡れて衣装が張り付いた女性陣じんのセクシーショットがご褒ほう美びといえばご褒美なんだが……。準備しておいた乾かわいたタオルで頭を拭ふいているティアが「くちん！」と可愛かわいらしいくしゃみをする。

「大丈夫かコウ君。ほら、火に当たると良い」

　ジュリアさんが手を下にかざすと、ボンと焚たき火程度の小さな炎ほのおが発生する。

「お～～～ありがたい……」

「さすがにこの季節の水行はこたえるわねぇ～」

「暖かいです、お姉ちゃん……」

「そうかそうか……ふ、ふふふふふふ……」

　丁度良い火加減だったのにティアの〝お姉ちゃん〟発言に急激に猛たけり始める炎。

「あち、あちちちち!!　ちょっと火力強いってば……おい聞けシスコン!!」

　そんな事をしていると、遠くから大勢の人々の歓声が聞こえて来る。

「どうやら……上手うまく行ったみたいだね……」

「良かったです。これで二つの国が仲良くなれば……ひくち！」

　キリカさんの呟きに同調しつつティアがまたくしゃみをした。

　そしてジュリアさんは手をかざして火力を微び調ちよう整せいしつつその場に座り込んだ。何だか水すい晶しように手をかざしている怪あやしい呪じゆ術じゆつ師しみたいにも見えるが……。

「……それにしても良くこんな方法を思い付いたものだ。戦争を起こしかけている二カ国を強ごう引いんに共闘させる為に〝共通の強大な敵〟を用意するなど……」

「……参考資料があったから……」

「ほう……そんな軍略書があるならぜひ私も見てみたいが……」

「それは……止やめておいた方がいいです……」

　俺は苦にが笑わらいをしつつ曖あい昧まいにごまかした。

　まさか参考資料が〝三角関係のいざこざ〟とは言えない。

　一人の男を巡めぐって争う二人の女子を、二人以外にも手広くやっていたリア充じゆう男を敵と認にん識しきさせる事で共闘させた事があったのだ。

　……今考えると当時の俺も〝リア充〟の存在に頭に血が上っていたようだ。

　女子二人の怒いかりの反はん撃げきを食らったそのリア充が、その後日本でも有数の禅ぜん寺でらに〝逃げ込んだ〟話を聞いてやり過ぎだったんじゃ？　と今では思う。

　ようするに今回はアンダイルとベルガの〝共通の敵〟を、俺たちコスプレ忍にん者じや隊と水蛇サーペントが担になったのだ。そしてアンダイルとベルガが共闘した結果、水の精せい霊れいが湖を浄じよう化かしてくれたという結果を演出したのだ。

　ちなみに演出の大役を果たしたサクラとバラは、勿もち論ろんティアの植物生育魔ま法ほうによるものだ。サクラは俺が水神の神しん殿でん前でバカやっている間に緑忍者のティアがこっそり仕し掛かけた。たまたま今回ティアがお守りと言って俺のあげたサクラの種を持っていたから実行出来た訳だが……。

　紅白のバラは地球上のそれとは違ちがうハスに似た生態系で、更さらに元々デネル湖に生息していたバラは一本の地ち下か茎けいで繫がっていた一つの植物だったらしい。だからティアが魔法をかけた瞬しゆん間かん、バラの地下茎は湖全体へと広がり、栄養分過か剰じような汚お水すいを急激に吸収して更に加速度的に生育、結果湖の汚お染せんがあっという間に改善されたというカラクリだ。

「ま～後はナッシュ王子とマール王女次し第だいかな？　今回の事件で懐かい妊にんの情報がプラスに傾かたむけば良いんだけど……」

　湖の汚染と同時期に発覚した場合〝アンダイルとベルガの王族が通じたせいで水の精霊が怒おこった〟という超ちよう理論が発生、結果として開戦するのが本来の流れだった。

　でも、今回の騒さわぎで〝アンダイルとベルガが協力したおかげで精霊が湖を綺き麗れいにしてくれた〟という流れになったとは思う……のだが……。

「大だい丈じよう夫ぶじゃな～い？　アレだけの人の前で手を取り合った二人よ？　懐妊が発覚して〝やっぱ無し〟とはどっちの国王も言えないでしょ？」

　その声は湖の方からである。

　水の精霊シミズさんが湖面に浮ういているのか、歩いているのか……とにかくそこにいた。

「これ返すわ異界の旅人。貴方あなたの言う通り時を正確に知るには便利ね、それ……」

　今回ティアの植物生育魔法を時間差で発現させる必要があった為ためにシミズさんに貸していた腕時計、それを彼女は投げて寄こした。

「……それにしてもシミズさん？　さすがにあの水蛇サーペントはやり過ぎだったんじゃないの？　貴方の演出なのを先に知っていた私たちでさえビビッたわよ」

「それは……同感です」

　キリカさんの愚ぐ痴ちにティアが半笑いで同調した。

「いやいや～その場のノリって言いますか……勢いっていうか……そもそも思いっきり目立てって言ってたのは彼だし……」

　当然あの水蛇もシミズさんの演出だ。二カ国共に驚くくらいの化け物をとのお願いは確かにしたけど……。水から作られた水蛇に飲み込まれた俺たちはずぶ濡れになってしまった。

　女性陣全員の目が俺へと集中する……あのね……。

「ものには限度があるだろーが。結果オーライではあったが……ぶわっくし!!」

　話の最中でもくしゃみが止まらない……んにゃろー。

『アハハ……ゴメンゴメン。でもおかげで二カ国の緊きん張ちよう状態も少しは良くなるでしょ。ありがとね、エルモントのみんな……』

　そう言われると何にも言えない……さすが水の精霊、水に流すのが上手い……。

　そんなくだらない事を考えていると、シミズさんは湖に手を突つっ込んで何やら取り出してみせる。それは何の変へん哲てつもない水差しのように見えた。

『折せつ角かくデネル湖に来て、これだけ働かせておいて手ぶらじゃ何だしね……君にはこれをあげましょう。おそらく君が今最も欲しいと思われる一品』

「俺が欲しかった物？　この水差しが？」

　いまいち意味を飲み込めずにいると、シミズさんはクスリと笑った。

『この水差しは貴方が今欲しいと思う水が出て来る……名前は七色の水差し。貴方はこのデネル湖に水を求めて来たのではなかった？』

「ああ！　そうだった!!」

　シミズさんにそう言われて俺はようやく思い出した。今回の表向きの目的は『ラーメンのスープに合う水』を探す事だった。

　水神国に到とう着ちやくしてから今まで、ズーッと裏の目的にばかり奔ほん走そうしていて……すっかり忘れてしまっていた。

　望んでいた事を望むべき相手に教えられてしまうとは……何とも間ま抜ぬけな話である。

　俺は頭を搔かきつつ精霊シミズさんから水差しを受け取った。

「サンキュー、シミズさん。これで理想のラーメンが作れそうだ……」

　月光に晒さらされた湖面には無数のサクラの花びらが浮かんでいた。

























　それから数日間、アンダイルとベルガの両国では大おお騒さわぎだったが、徐じよ々じよにその興奮は沈ちん静せい化して行った。長年のいがみ合いの理由が一晩で無かった事になってしまったからといって、その〝長年〟が無くなる訳ではない。

　その辺は時間をかけて個々で折り合いを付けていくべき事だ。

　そしてナッシュ王子とマール王女は近日中に結けつ婚こんの発表が決まったらしい。こちらも本当なら両国ともに時間をかけるべき事なのだが、マール王女の懐妊を考こう慮りよすると早く一いつ緒しよになって貰もらわないとどちらにとっても示しがつかないのだとか……。

　何か出で来き婚こんの典型みたいな話だな。

　式の際はぜひとも出席して欲しいと王子から直々にお願いされ、王族であるジュリアさんとティアにも後々正式に書簡が送られるそうだ。

「もちろんコウ殿どの、君にもぜひとも出席して欲しい。〝救国の聖女の軍師〟に来ていただかなくては我々の気が済まない……」

　ここ数日色々忙いそがしいだろうに、わざわざ直接訪おとずれた王子は俺にそんな事を言う。

「……俺は軍師なんて格好良い事何にもしてないっすよ？　この国にとっては紛まぎれも無く動乱を引き起こした犯罪者な訳だし？」

「何を言われるか!!」

「おお!?」

　冗じよう談だんめかしてそう言った途と端たん、ナッシュ王子は怒ったように勢い込む。

「二カ国の橋はし渡わたしの為にあえて汚お名めいを着て、更に湖の汚染を改善せしめたその手しゆ腕わん……本来ならば国を挙げて感謝を示すべき大だい偉い業ぎようだと言うのに……」

　拳こぶしを震ふるわせ悔くやしそうに歯は嚙がみする王子。結局この人は真ま面じ目めなんだろうな。

〝勇者一行のお仲間〟とはずいぶんと違う印象である。

　俺はお玉を振ふり回して笑ってみせた。

「まあ気にする事ないっすよ？　今回に限って言えば公表なんかしたらむしろティアとジュリアさんが困る訳で……。あれだけ引っ搔き回したデネルの忍者隊が隣りん国ごくの王女でした……なんてね」

「その組織自体が我々が作ったモノではないか……。その咎とがや責を君らに押し付けて……我々だけが……のうのうと……」

　ますます沈しずんで行く王子、まったく……クソ真面目な王子だ。

「そう思うなら〝頭領〟？　なるべくで良い……エルモントと仲良くするように考えてくれよ。礼っていうならそれで十分だと思うぜ？」

　俺がそう言うとナッシュ王子は諦あきらめたように息を吐はいた。

「なるほど……君にとってはエルモントへのプラスが第一という事……いや……」

　そう言葉を切った王子は盗とう賊ぞくの頭領の顔になってニヤリと笑う。

「〝ティアリス王女のプラス〟が第一だ……って訳だ」

「…………ほっといて下さい」

　思いっきり図星を指されて顔が熱くなる。

　アカシックレコードの未来を変える為にティアの評価を上げる。それが第一なのは間ま違ちがいないが、それだけって事もない。

　何だかんだ言ってもティアが評価されているのは見ていて嬉うれしい。

「ところで国王……親父おやじさんたちへの報告はどうなったんです？」

　話を変える目的で今回の最大懸けん案あん事じ項こうだった事を聞く。

　さすがにどちらも国王をやっているだけあって、子供たちの不可解な行動に違い和わ感かんがあったらしい両国王には、今回の全すべてを話したらしい。

　盗賊団デネルや水蛇も全てが水の精せい霊れいと結けつ託たくして起こした芝しば居いであった事を……。

　最悪再び二カ国間の戦争も警けい戒かいしていたのだが、聞いた途端王子は両手を広げてみせた。

「それがな……水面下で勝手な事をされていた事ですっかりいじけてしまってな。最近国境付近の場末の飲み屋でクダ巻いてる……」

「……え？」

「それはベルガ王も同じでな……最近同じ飲み屋で子供の愚痴ですっかり意気投合しちゃって……あれだけ難しかった両国王が変な同盟を結んでいるんだよ……」

　……何だそりゃ？　結局国王たちにも分かりやすい共通の敵が必要だったのか？

　俺は舞まい散るサクラの花びらを見上げて息を吐いた。

　現在俺たちは水神の神しん殿でんの前、巨きよ木ぼくにまで成長したサクラの木の下にいる。

　エルモント帰国までしばらく時間があったので、以前ティアが希望していた花見をしようという事になったのだ。季節的にはズレまくっているがその辺はご愛あい嬌きよう。

　舞い散るサクラ吹雪ふぶきは日本のそれと何ら変わりなく、美しく澄すみ切ったデネル湖の湖面に映はえて何とも言えない光景を生み出している。

　俺はそんな光景の中、一人寸ずん胴どう鍋なべの前に立っていた。

　そして他ほかの皆みなはサクラの木の下で思い思いに木のボウルをドンブリ代わりに麵めんを啜すすっている。かねて作りたかったガッツリした味わいのラーメンだが、さすがは水の精霊の七色の水差し、見事に俺好みのスープに合った水が傾かたむけただけで出てくる。

　俺は早さつ速そく作ったラーメンを皆に振ふる舞まっていた。

「う……美味うまい……美味すぎる!!」

「なるほど……確かにエルモントでコウさんが言っていた〝ぱんちが無い〟って意味が分かります。これに比べると確かに前のは〝ぱんち〟がありません」

　キリカさんと一緒になって麵を啜っているティアも、説明し辛づらかった表現を自分なりに理解したようだ。

　ラーメンを食っている連中は他にもいて、中にはデネルで盗賊に扮ふんしていた兵士諸君もいたりする。今回彼らには群集を誘ゆう導どうするサクラをやって貰っていた。

　何人かジュリアさんに巻き込まれたみたいで謝罪されていたが、「炎ほのおの女王の一いち撃げきを受けただなんて末代まで自じ慢まんできる」なんて男前な事を言っていた。

　そんな集団の中で一番異い彩さいを放っているのは……その炎の女王だったりする。

　あっという間に木のボウルを空にして俺のところにダッシュで来た。

「コウ君！　おかわり頂ちよう戴だい!!　こ、こんな食べ物……初めてだ!!」

　ラーメンをすっかり気に入ったようでジュリアさんは既すでに三杯ばいを完食している。この人体型のワリに物もの凄すごく大おお食ぐらいだったのだ。

　炎ドラゴ龍ニツク・爪クローによる身体能力向上はとにかく体内のエネルギーを消費させる。そのせいで滅め茶ちや苦く茶ちや腹が減るらしいのだ。

「はえ～な……三杯目から五分掛かかってないぞ……」

　俺が麵をちゃっちゃと湯切りしてスープに合わせ、メンマとチャーシューを載のせた瞬しゆん間かん、「おまち」を言う前に俺の手元からラーメンが消え失うせた。

　見ると既に数メートル先のベンチで麵を啜るジュリアさんの姿が……。

　うお～い……行ぎよう儀ぎ悪いぞ王女様……。

「美味い……美味いぞティアリス!!」

　啜ると言うか、搔き込むジュリアさんに隣のティアは苦く笑しようしていた。

「お行儀悪いですよ。お姉ちゃん……」

「「お姉ちゃんだと（ですって）!!」」

　その瞬間、今回やたらと感じる事の多かった類たぐいの殺気がいきなり膨ふくれ上がり、二人分の絶ぜつ叫きようが辺りに木霊こだました。

「な、何だあ？」

　見るとティアとジュリアさんの目の前に佇たたずむ二人の男女……あれって……。

　二人を目にした瞬間、珍めずらしくジュリアさんが青くなって木のボウルを落とした。

　既に中身が空なのはさすがである。

「あ、兄上……シルフィー……なぜここに……？」

　怒いかりの形相を浮うかべる二人はティアとジュリアさんの実の家族、シュトゥルム王子とシルフィー王女である。

「ああ、私が連れん絡らくしたのだ。さすがに非公式に隣国の王女が訪問しているのは問題だと思ったものでな……」

　ナッシュ王子が歩み寄りながら説明すると、ジュリアさんは小声で、しかし確かに「余計な事を……」と呟つぶやいた。

　後ずさるジュリアさんに二人は怒りの形相で摑つかみかかる。

「ジュリアお前！　抜ぬけ駆がけしやがったなあああ!!　お姉ちゃんだとおおおお!!」

「お姉様！　わたくしがティアリスとお出かけ出来る日をどれほど心待ちにしていたとお思いですか!?　何ゆえわたくしも誘さそって下さらなかったのです!?」

「不ふ可か抗こう力りよくだ、不可抗力！　たまたまの偶ぐう然ぜんが重なったからこうなった訳で……」

　唐とう突とつに始まる末の妹を巡めぐる兄姉ゲンカ……遠巻きに苦笑するティアは困ったような、でも嬉しいような微び妙みような表情である。

　それはどこから見ても仲の良い家族の姿だった。

「まったく……これだけティアが愛されていたんなら、俺が介かい入にゆうする必要も無かったんじゃないのかね……」

「謙けん遜そんなさいますねぇ……救世主様？」

　独り言のつもりだった言葉に返事が返って来て、俺はその声にゾッとした。

　さっきまで近くにいたナッシュ王子以外、傍そばには誰だれもいなかったのに……。

　声のした寸ずん胴どう鍋なべの下に目を向けると、そこには髪かみを両側で縛しばった十歳前後の少女がいた。

　多分アンダイルかベルガ、どちらかの町の娘むすめなのだろうが……目の前にしているのにいるのかいないのか分からないくらい存在感が希き薄はくで、しかも表情が全く分からない。

「本来の歴史ではティアリス王女が家族の本心を知るのは家族の死の直前……その事で彼女は生しよう涯がい消える事のない後こう悔かいと絶望を味わう予定でした。なのに彼女は今回その事実を知る事になった……これがどういう事か分かりませんか？」

「……何が言いたい……闇やみ渡わたり！」

　自然と流れる冷や汗あせと共に自然と口調が荒あらくなる。そんな俺を見て少女に乗り移った闇渡りは、表情が分からないのに……確かに笑った。

「いえ、元よりエクレアとの同盟が成されなければカルヴァドスの兄姉はティアリスに本心を明かす事は無かった。エクレアの同盟は昼食会の成功が無ければ実現しなかった……。貴方あなたは見事に悲劇を喜劇に変えたのです……」

「それは……どうも……」

　俺にとっては良い情報のはずなのに、コイツの口から言われると全く嬉しくない。

「……で、何しに来やがった……？」

　俺が警戒の言葉で睨にらみつけると闇渡りは少女の体でおどけてみせた。

「おや、何をそんなに警戒なさっているのです？　貴方は見事に四つの火種を消してしまった。私は今回も完敗です。勝者を称たたえに参ったのみですよ？」

「……親父の教えでね。女は怖こわい生き物だけど、一番怖いのは怒おこったり泣いたりしている奴やつじゃない……何があっても常に笑っている女には一番気を付けろってな」

「ほほう～それはそれは……」

　親父が口にしていたのは暗に母ちゃんに対する惚のろ気けでしかなかったが、正直今は笑えない。そもそもコイツの腹の底が全く分からない。

　だいたい、操作していたはずの情報の流し方に既に疑問が残る。

　本気で二カ国の内戦を促うながすのなら〝俺が入国するよりも前に情報を流す〟のが正解のはずだ。にもかかわらず、明らかにコイツは俺が事件に関かん与よするのを待っていた。

　本気を感じられず、遊ばれているようにしか思えない。

「なかなか……貴方もやり難にくい相手ですよ？　ここに至っても私への警戒を解かないのですから……さすがはオカン……」

「……そいつはどうも……」

「近いうちに再び見まみえましょう救世主様。私の望む悲劇と貴方の喜劇、果たしてアカシックレコードが選ぶ物語はどちらでしょうか……」

　芝居がかった言葉を言った直後、幼女の体が突とつ然ぜん糸が切れたように倒たおれた。

　慌あわてて受け止めると、その少女の顔は……やはり普ふ通つうの、どこにでもいそうな町の子にしか見えなかった。







　最後に何やらケチが付いた気分になった。

　俺は自分の分のラーメンをちゃちゃっと作って、気分転てん換かんの清せい涼りよう剤ざいを求めた。今後の自分のモチベーションの為ためにも……。

　その清涼剤は兄姉ゲンカを遠巻きにして、長なが椅い子すに腰こし掛かけて小さな口でラーメンを啜っていた……のだが、俺の姿を見るなり真っ赤になってそっぽを向いてしまった。

　実を言うとここ数日ティアとまともに口をきけていない。原因は……まあティアのあの発言がきっかけだったのだが……やはりこのままなのも……な。

　俺は意を決してティアへ近付いて長椅子の隣となりにドッカリと腰こしを下ろした。

　明らかにティアはそっぽを向きながらもビクつくのが分かるが、その辺はお互たがい様だ。俺は俺で自分の心臓がありえない速度でバクバクいっている自覚がある。

「コ……コウさん……あの……」

　しどろもどろに何かを言おうとするティア。だけどここは俺から言うべきなのだろう。

　数日前の彼女の発言に対する回答を……。

　羞しゆう恥ちで震ふるえる唇くちびるをムリヤリ押さえ込んで、嚙かまないように言う。

「お……俺の隣は……ティアの場所……なんだろ？」

「いえ!!　それは……その……」

　慌てふためくティアの顔を正面から見み据すえ……やっぱり正面は無理だ！　情けないが視線は逸そらさせていただく！

「だったら……だったらティアの隣は……俺の場所だ……」

「は……はい？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げるティアは顔どころか全身に至るまで真っ赤である。俺自身もありえない程ほど体が熱くなっているのが分かる。
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　こ……これは……恥はずかしい!!

「問題あるか!?」

　羞しゆう恥ち心しんをごまかす為に言った俺の声は完全に裏返っていた。

　そんな俺の情けない声にティアは真っ赤になりながらも、いつもと同じか、それ以上の笑え顔がおで答えた。

「いえ……ありません……」







　あとがき







　この度たびは『異界の軍師の救国奇譚フエアリーテイル』３巻をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。

　前作を購こう読どく頂いた皆みな様さまお久しぶり、今回初めての方々は初めまして、語かたり部べマサユキです。

　３巻目を出せたのはご購こう入にゆう頂いた皆様のおかげです。本当にありがとうございます。




　今回は新キャラとして１巻から名前だけ出ていたティアの姉ちゃんが登場します。

　どこの家庭であっても『身内』というのは複雑なもので、今作では姉も妹もその辺の事で色々と苦労しています。温かい目で見守ってやってください。

　実は私もリアルに兄が一人いるのですが、エルモント王国のような込み入った事情など無いのに、ガキの頃ころはケンカしていた思い出ばかりです。

　作中でのコウの思い出話は、ほぼ過去あった兄弟ゲンカそのまま。チャンネル争いもそうだし、勝手にマンガを読んだとかゲームを勝手にやっただとか……今思うと本当にくだらない事ばかりです。

　そんな感じだったのに、今では兄が帰郷すれば車を勝手に使われても何とも思わないし、自分が東京に行けば寿す司し職人の兄貴に晩飯をたかりに行くのですから分からんものです。

　そんな奴やつも今年の始めに親父おやじになり、弟とは違ちがって着実な人生を歩んでいます。

　弟側としても少々焦あせるべき時なのだろうか……。

　とりあえずこの場を借りて言っときます。

「おめでとう。これから存分に苦労したまへ」（偉えらそうに……）




　そして今回のもう一つの要かなめに『ラーメン』が登場します。

　私もラーメンは大好きで、良く食べる方ではあります。

　しかし〝これが最高にして至高〟などという決め撃うちは自分の中にはありません。豚とん骨こつガッツリのコッテリが良い時もあれば海かい鮮せん出汁だしのアッサリが良い時も、バチッと来る辛からい奴が良い日もあります。

　こんな感じなのでラーメン論争では『第三勢力』のような立ち位置になります。

　不思議なものでコッテリ派とアッサリ派の間だからって『中立』にはなりません。

　個人的感情では「どっちも美味うまいんだから良いじゃん」ってところなんですけど。

　まあ結果が出ない論争にしておくのが一番なのでしょう。

　作中のコウもそんな感じなので、今後様々なラーメンを再現してエルモント国内に『内乱』を起こすきっかけになる……何て話を漠ばく然ぜんと考えてしまう今日この頃ごろです。

　よし、今日は『つけ麵めん』で行こうかな？




　最後に今回プロットの段階からかなりお世話になった担当のⅠさん、生スニの出演お疲つかれ様です。最近は放送後、出演依い頼らいの貴方あなたからの電話を作家一同恐きよう怖ふしているのではないかと危き惧ぐしておりますが……実際はどうなんでしょう？

　毎回素す晴ばらしいイラストを描えがいて頂いた明あけ星ぼしかがよ先生、ありがとうございます。

　ただ今回のカバーイラストに関しては、自分が考えたキャラのはずなのに思わざるを得ませんでした。

　「コウ……爆ばく発はつしろ!!」

　そして今回も本書を手に取って頂いた読者の皆様には多大なる感謝を。

　家系ラーメンの大盛りを完食しつつ。




　２０１５年　春


語部マサユキ　　


















カバー・口絵・本文イラスト／明星かがよ

カバー・口絵・本文デザイン／ＡＦＴＥＲＧＬＯＷ










異い界かいの軍ぐん師しの救フエ国アリ奇ーテ譚イル３








語かたり部べマサユキ
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